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プロローグ　『こんにちは異世界』












「──何ど処こだ、ここ」

　何の前触れも無く突然目の前に現れた光景に、俺──鏑かぶら木ぎ武蔵むさしの思考はピタリと停止した。

　さっきまで俺が立っていた場所は、家の近所にある神社の参道だった筈はずだ。大学受験を控えていた俺はそこで合格祈願をして、家に帰ろうとしていたところだった……と思う。

「どういうことなの……なんで俺はこんな見知らぬ山の中に立ってるの……」

　いやマジでどういうことだよ、俺がいたのは街中にある小さな神社だぞ。それが鳥居をくぐった瞬間、突如鬱うつ蒼そうとした木々が広がる空間になっている。全く以もって意味が分からない。

「勉強疲れで夢でも見てんのか俺は？　明めい晰せき夢むってヤツ？　もしくは神隠し的な何か？」

　自分の頬ほおが引きつっているのを感じる。思った事を口にしなければ平静を装えないくらいに焦っている今の俺は、さぞ間抜けな表情を浮かべていることだろう。

「と、取とり敢あえず引き返す感じで──」

　震える声でそう呟つぶやきながら後ろを振り返る。しかし、そこには先程まで自分がいた神社は跡形も無く、同じような木々が生えている光景が広がっているだけだった。

「冗談だろオイ……いや、ガチで意味分かんねぇよ。荒唐無稽にも程が──」

　現実逃避をするため、俺の口から馬鹿みたいに独り言が垂れ流されていた、その時。

《グルルルルル……》

　木々をかき分ける音、パキパキと地面に落ちる枝を踏み砕く音、ズンッと地面を揺らす大きな音……そしてこれまで聞いた事のない重々しい唸うなり声のようなものが聞こえ、ハッとしてその方向へ視線を向けた。

「────ッッ!!」

　音の正体を確認した瞬間、全身に鳥肌が立つと同時にぶわっと冷や汗が噴き出した。

「きょ、恐竜……？」

　そう、目の前に現れたのは図鑑や映画で見るような恐竜……正確にはティラノサウルスのような生物だった。

　四メートルは優に超えるであろう体高、こちらを見据える瞳孔が細く縦に伸びた金色の瞳。甲かつ冑ちゆうを思わせる重厚な頭部の外殻は口周りでそのまま大きなカミソリのような牙に発達しており、更にその内側からはライオンや虎といった猛獣とは比べものにならない太さと長さの無数の白い牙が覗のぞく。

　全身は濃緑の外殻に覆われており、要所要所がまるで刃物や棘とげのように発達している。

　形こそティラノサウルスに似ているが、その姿は少なくとも俺の知っているものとは大きく乖かい離りしていた。

　──ドラゴン。幻想の世界にのみ存在するその名称が、頭に過よぎった。

　気が付けば、無意識にじりじりと距離を取るように後ろへと下がっていた。そんな俺の姿を金色の双そう眸ぼうが見据えた次の瞬間。

《ギャオオオオオオオオオオオオオン!!》

　──耳をつんざく凄すさまじい咆ほう哮こうが、辺り一帯に響き渡った。咆哮の衝撃で周囲の木々は悲鳴を上げ、ビリビリと空気の振動が俺の全身を包み込む。

　その瞬間に理解した……理解してしまった。

　今自分に起こっている現象と目の前の光景。これは紛れもない……現実だ！

　ヤツの咆哮が鳴りやんだ瞬間、俺は一目散に逃げだす。どうしてこんな事になっているんだとか、どうやって帰ろうかなんて呑のん気きな考えは一瞬で脳から弾はじき出された。

「今やらなきゃいけないのは……逃げる事だな！　ぬおおおおおおおおおおおおお！」

　後ろからズシンズシンと大地を震わせながら死の気配が迫る音が聞こえるが、絶対に振り向かない。振り向いている余裕なんてない！

「走れ、走れ、走れ!!　絶対止まるな馬鹿野郎、死ぬぞ!!」

　慣れない山中を我が武む者しや羅らに駆けていく。学校帰りだったため服装は学ラン、靴はローファーだ。走りにくい事この上ない。

　だがそんな事は気にしていられない。足を止めた先に待っているのは確実に死だ。こんな場所で馬鹿デカいトカゲの餌になんてなりたくない。

　そこら中に生えている小さな木や草、不安定な足場に足をもつれさせながらも全力で斜面を駆け降りる。

　肺が苦しい、心臓が痛い。急激な運動で身体からだが悲鳴を上げる。痛みと恐怖で涙と鼻水が止まらない。きっと俺はとんでもない顔で走っているのだろう。

《グルオッ！》

「あっ!?」

　不意に鋭い唸り声が背後から聞こえた。次の瞬間、背中に大きな衝撃が走る。

「～～～～～～っ!!」

　一拍遅れてやってくる激痛。呼吸が一瞬止まり、身体は呆あつ気けなく宙を舞った。

　空と一緒に瞳に映った背後の光景を見て、トカゲが地面に頭を突っ込んで石や砂利を俺目がけて吹き飛ばしたのだと分かった。

「あっ、でっ……！　チッキショウ、頭いいなコイツ!!」

　幸運にも死にはしなかったらしいが、受け身も取れないまま俺は斜面を前のめりに転がる。背中を中心にして全身に痛みが容赦なく駆け抜けていた時、突然視界が開けた。

　そこは先程までの木々が生い茂っている山中ではなく、ゴツゴツとした岩肌が広がる荒涼とした場所だった。

　急に風景が変わったことで一瞬思考が止まったが、すぐに痛みを押し殺して立ち上がる。その時、あるものを見つけた。

　むき出しになった岩肌の一角。そこに人一人が丁度通れるくらいの穴が開いていた。

　背後からバキバキと木々をなぎ倒す音と聞く者全てを震え上がらせる雄お叫たけびが聞こえてくる。迷ってる暇は無い。

　俺は再び駆け出す。もう無理だ、止まれと悲鳴を上げる身体をガン無視して気合で痛みを堪こらえて我武者羅に走り、その穴を目指した。

「だっしゃあああああああ！」

　最後の力を振り絞って全力でその穴に駆け込む。その際に足を引っかけてゴロゴロと転がりながら穴の奥に吹っ飛んでいく羽目になったが、即座に身を起こして尻もちを搗つきながらさらに奥へと後ずさった。

　次の瞬間、入り口からヤツが轟ごう音おんと共に頭を突っ込んできた。ビキビキと岩が砕ける音がしたが、その巨きよ躯くが邪魔してどうやらそれ以上こちらには来られないようだ。

《グルルッ！》

　目の前でガチンガチンと顎が打ち鳴らされる。暫しばらく同じ事を繰り返した後、これ以上は無駄だと判断したのか、ヤツは恨めしそうな視線を向けながら頭を引き抜いた。

　そうして穴の入り口付近を暫く歩き回った後、やがて足音を響かせながらゆっくりとヤツはどこかへと消えていった。

「ハッ、ハハハッ……」

　脅威が去ったことで、全身から力が抜ける。仰あお向むけに倒れながら俺は──笑っていた。

　顔からは相変わらず涙と鼻水が流れていたが、それでも笑わずにはいられなかった。

　突然訳の分からない世界に放り込まれ、訳の分からない生き物に追いかけられた。喰くわれかけながらもなんとか逃げおおせた俺は、生き死にの狭間はざまに身を置いていたにもかかわらず、不思議な高揚感に包まれていた。

　──ああ、そうか。俺は今、全力で生きようとしていたんだ。

「いっ、でででででで！」

　窮地を脱した事で本来感じるべきレベルの激痛が脳を灼やいた。俺は必死に歯を食いしばりながらも、自分の過去へと目をやる。

　思えば俺は、これまでの人生を漠然と過ごしていた気がする。適当な高校に進学して、家族や友人と過ごし、適当な大学に行き、適当に生きていく。

　そこに明確なビジョンなんてものは無くて、ただそうやって生きていくんだろうなと思っていた。

　だが、こうして未知の世界で命の危機に瀕ひんした今なら分かる。今までの自分がどれだけ人生舐なめ腐っていたか、平和に生きていられる事がどれだけ素晴らしい事だったのかを。

　きっとこの世界は俺の日常があった場所よりもかなり過酷な世界だと思う。あんな化け物が跋ばつ扈こしているくらいだ、きっと命の重さも住んでいた日本に比べれば驚くほど軽いのだろう。

「喰うか喰われるか、だな。多分俺は、この世界のヒエラルキーで言えば間違いなく最下層付近だ。少なくとも、今は……上等だよクソッタレ。やってやろうじゃねえか、強くなってやろうじゃねえか」

　そう、強くなればいい。強くなれば喰われない、喰らう側に回れる。生き残る事が……出来る。

　この時点で俺の中からはどうやったら元の世界に戻れるかだとか、何がどうしてこうなってしまったのかなんて考えは一ひと先まず無くなっていた。明日より今日、未来より現在いまだ。

「……兎とにも角かくにも身体鍛えねぇと。この貧弱な身体じゃお話にならねぇ。あぁ、あとは食料の確保……木の実でも魚でも、鼠ねずみでもいい。住居の確保にあとは──」

　息を整えながら為なすべきことを自分に言い聞かせながら思考を奔はしらせる。幸いこの辺りはデカい山の中らしいので、素人考えだが食い物には困らないと思う。ただ、ある程度鍛え終わるまでは新鮮な肉類にはありつけなそうだ。そういう贅ぜい沢たくな食い物はあのバカデカトカゲ達の領分だと思う。

　だから、このまま山籠ごもりをして心身ともに鍛えていこう。弱いまま下山なんか無理だ。当然危険も伴うだろうが、むしろその方がいい。過酷な環境でなければ意味がない。

「ここにはさっき出くわしたみたいな大物……うん、ドラゴンと呼ぶか。少なくとも恐竜ではないな」

　そのドラゴンも住んでいるから、細心の注意は必要だろう。強くなる前にパックリいかれたら全てが無駄になる。




　──そうして生きていく覚悟を決めた俺は生活を始める。その生活の中で何度も何度も死にかけながら山での暮らしを続け、気が付けば地球換算で十年の月日が経たっていた──








一章　『ファーストコンタクト』












　──パチリと、俺は目を覚ました。今日も体内時計は完璧な時間を刻んでいる。

　住すみ処かとしている洞窟は、十年前に俺の命を繋つないだ場所。奥を居住スペースとして拡張した空間に備え付けられている動物の毛皮を使ったベッドから腰を上げ、欠伸あくびを一つする。

「……どれ、今日も一日頑張りますか」

　ぐぐぐっと身体を伸ばしてから、俺はいつものように支度を始めた。

　動物の毛皮から作った腰巻を巻き、大おお雑ざつ把ぱに切り揃そろえた髪を首の後ろで樹木の蔓つる製の紐ひもを使って一ひと纏まとめにする。これでオールバック状態になるので、視界の邪魔にはならない。

　そして、腰に竹で作った水筒を二本ぶら下げた。片方は水、もう片方には山中で見つけた薬草を混ぜ合わせて作った獣除よけの液体を入れておく。ちなみにこれ、小型であればドラゴンにも有効である。

　後は動物などの解体用に石を粗く削って作ったククリナイフを腰の鞘さやに差し込んで準備完了だ。

「っと、行く前に印付けねぇとな」

　洞窟から出る前に、手作りの木製机の上に置いてあった石を手にして壁に一本線を引く。

　洞窟の壁……そこには、日数を表す無数の線が引かれていた。ここに来てから毎日欠かすことなく一本ずつ引いてきた俺の生存日数とも言えるもの。これのおかげで俺は、あくまで地球換算ではあるがこちらに来てからの年月をきちんと把握しておく事が出来た。




　──この世界に来てから十年。思えば随分長く暮らしてきたものだ。




　死に物狂いで生きてきた。山籠もりを続け、自分なりに鍛錬を続けるうちに身長も伸び、体格もデカくなった。

　というか、ぶっちゃけ鍛えすぎて骨格まで変わって最も早はや別人になってしまった。昔の面影と言えば彫りが深くなった顔つきくらいだろうか。

　今の俺はどこに出しても恥ずかしくない立派な筋肉ダルマである。その見た目に恥じぬ膂りよ力りよくと身体能力を得たおかげで、山中に生息する小型・中型のドラゴンなら拳げん骨こつ一発で粉砕可能だ。

　……いささか鍛えすぎた気がしないでもないが、まぁいいべ。大は小を兼ねる、半端に鍛えて死ぬよりはマシだ。

「さーて今日は何が獲とれっかな～。青トカゲの肉喰いてぇ」

　青トカゲとは、この山でよく見かける小型の二本足で動くドラゴンだ。正式名称なんて知らないので、適当な名前で呼ぶしかない。

　獲物の姿を頭に思い浮かべながら、俺は洞窟を出る。朝日が眩まぶしい。

「ん……一応こいつも持ってくか」

　そう呟つぶやいて俺が手に持ったのは、入り口に立てかけてあった一本の木製杭くいだ。杭と言ってもその大きさは身長が二メートルまで伸びた俺より更に長い特大サイズで、太さも六十センチはある。

「な～んか今日は大物と出会いそうな気がするんだよな……」

　それこそ大型の、最初に出会ったあのドラゴンみたいなヤツに。

　あくまで勘であるが、十年の鍛錬の中で肉体とともに鍛え上げられた俺の勘はよく当たる。念には念を入れて用心するに越した事はない。

「よし、行くか！」

　巨大杭を軽々と肩に担いで、びゅうと俺は疾駆する。

　鍛え上げた肉体は凄すさまじい速度で山の中を駆けていく。基本的に裸足はだしで生活していたせいか、足裏は鋼の如ごとき硬さになっており、枝だろうが石だろうが問答無用で踏み潰していく。そんな俺の行く手を遮れるものなどない。

（すげぇ今更だけど俺だいぶ人間やめちまってる気がするな……まぁいいや！）

　細かい事は気にしない！　それよりも今は狩りの事である。

　暫く山の斜面を駆け上がると、一番高い場所に出た。この辺り一帯を見渡す事が出来る俺のお気に入りの場所だ。ここからなら獲物もよく見える。

「さーて、青トカゲはいるかなっと……」

　眼下に広がる雄大な風景に目を向ける。鍛錬で身につけた鷹たかをも凌しのぐ視力をフルに活用して視線を動かす、が──

「……妙だな、静かすぎる」

　十年この山で過ごしてきた俺の感覚が、強烈な違和感を訴えた。

「鳥も飛んでねぇし、生き物の動きも無い。これは──」




　デカいドラゴンがいるかもしれねぇ。




　俺がそう呟いた時、不意に耳が異常な音を捉えた。

　風や木々の騒ざわめきに交じり、かすかに聞こえる音。それは木々を巨大な物がかき分けていく音であった。

　その音の中で、俺は確かに聞いた。

「……人の声だ」

　それも、女の声。この世界に来て初めて聞いた、自分以外の人間の声だ。

　更に耳を研ぎ澄ませば、その声はまるで何かから逃げているかのような悲ひ愴そう感かんを漂わせるものだった。

「──！　疾シッッ!!」

　その瞬間、俺は弾丸の如くその場から駆け出した。

（だいぶ下の方まで降りねえといかんな……そして襲ってるのは十中八九アイツだ）

　全速力で木々の間を駆け巡る俺の頭に思い浮かんだのは、十年前のあの光景。顔も知らない女を追いかけているのは、自分の無力さを思い知らされた因縁の相手。

「大丈夫……あの時とは違う。リベンジの時間だ」

　自然と口の端が吊つり上がっていくのが分かる。今の俺の心にあるのは恐怖ではなく、歓喜。

　変わった肉体、変わった価値観。闘争という歓喜の渦が湧き上がるのを、俺は確かに感じた。

　幾つもの木々をかき分け、蹴散らし、ついにその場所に到着する。

　視界が開けたその先に、ヤツはいた。

　体たい躯くは十年前に見た時よりも一回り大きくなっていた。一瞬別の個体かとも思ったが、瞬時に否定する。

　全身の細胞という細胞が告げている。瞳に映る濃緑の巨体は、間違いなく十年前のアイツだと！

　駆け降りるスピードをそのままに、俺は地面を強く蹴った。身体からだが宙そら高く舞い上がり、眼前に迫るヤツの頭に向かって担いできた巨大杭を振りかぶる。

「オルルァッッ！」

　そして雄お叫たけびと同時に、杭の頭部を押し込めるように叩たたき付つけた！

《ギャアアアアアアッ!?》

　突如横っ面を襲った衝撃に、ヤツは大きく身体を仰のけ反ぞらせる。砕かれた外殻と、僅かに破損した巨大杭の一部が宙を舞った。

「ふぅ……大丈夫か？」

「……えっ？　あっ、はい！」

　俺が襲われていたと思われる少女へと声をかけると、驚きよう愕がくと戸惑いの色を含んだ言葉が返ってくる。

　何はともあれ間一髪で間に合ったようで良かった。元居た世界とは全然違う場所だから言葉の壁が気掛かりだったが、それもどうにか通じるみたいだな。

「よし、取とり敢あえずここで待ってな。アイツをなんとかしてくる」

「!?　そ、そんなの無理です！　だってあのドラゴンは──」

　少女が何か言い終わる前に、俺は地を蹴りヤツへ肉薄した。

　不意打ちの衝撃から解放されたヤツが、かぶりを振って怒りの咆ほう哮こうを上げようとした瞬間、俺は加速した身体の勢いを維持したままヤツの口の中へ巨大杭を叩き込む。

　先手必勝、放たれた巨大杭はジャストタイミングで開け放たれた顎の奥へと吸い込まれた。

《ガッ!?》

「させねぇよ！」

　ヤツが顎を閉じようとする前に、巨大杭の頭部を力任せに殴りつけた。

「くっ、たっ、ばっ、れっ!!」

　殴りつける度に、巨大杭がどんどんヤツの身体に飲み込まれていく。そして杭が完全に口の中に納まったところで──

「ラストォ！」

　駄目押しに最後の一発を渾こん身しんの力で叩き付ける。巨大杭が臓ぞう腑ふを引き裂く感覚と共に、俺の腕が一気に口内の最奥まで届いた。

《ガ……ア……》

　か細い呻うめき声を最後に、その巨体がゆっくりと地面へと倒れる。血に濡ぬれた腕を引き抜いたところで、漸ようやく辺りに静寂が戻った。

「……借りは返したぞ」

「うそ……ほんとに倒したの……？」

　あ、忘れてた。後から聞こえた呟つぶやきでここにもう一人の人間がいたことを思い出す。

　いかんな、目の前に集中しすぎると周りの事が見えなくなるのは。

「よう、怪け我がはないか」

「……」

「あ、あら？」

　改めて襲われていたと思われる少女に近寄り声をかける。が、返事がない。

　歳としは十代後半だろうか。肩口辺りで切り揃えられた髪が太陽の光を反射して金色に煌きらめいており、前髪の間から見える瞳は翠すい玉ぎよくを思わせる綺き麗れいな色をしていた。

　そして防具の一つかと思われる胸部装甲チエストプレートの上からでも分かるくらい乳がデカい、素晴らしい。セクハラじゃねーかバカかよ俺は。

「もしかして言葉が通じてない……？　もしもーし」

　ひらひらと手を振りながらぬっと顔を近づける。しかし恐慌状態だった相手にこれをやったのはいけなかった。

「い……」

「い？」

「いやあああああああああああ!!」

「ホアアアアアアアアアアアア!?」

　突然響いた絹を裂くような悲鳴。ついでに悲鳴を上げる俺。静寂が一転、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図と化した。

「ななな、何ですか貴方あなた!?　山に住み着く怪物ですか!?」

「誰が怪物じゃいバリバリの人間じゃ！　てか助けてくれた相手に酷ひどくない!?」

「嘘うそです！　人間がドラゴン相手にあんな戦い方出来る訳ありません！　というか筋肉すごっ！」
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「いや実際出来てたでしょーが！　あと褒めてくれてありがとう、はいお返しのオリバーポーズ」

「いやあああああああああああ！」

「うおおおおおおおおおおおお！」

　筋肉への賞賛があった事で調子に乗った俺は次々にポージングを繰り出す。そして更に上がる悲鳴。

　これ収拾つくのか？　分かんないや！　取り敢えず俺の見てくれに慣れて貰もらうまで延々とポージングしてやるぜ！




　　　　◇◆




「落ち着いたか？」

「はい……なんとか」

　連続ポージングの甲か斐いあって、少女はなんとか落ち着いた。いやもっと他のやり方あっただろと思わんでもないがしゃーなし。世の中ノリと勢いが大事な場面だってあるのだ。

　少女が息を整えたところで、俺達は向かい合う形で近くにあった岩の上に腰を下ろしていた。

「あー……色々聞きたい事はあるけどまずは自己紹介からだな。俺の名前は武蔵むさしだ、君は？」

「ムサシさん、ですか。私はリーリエっていいます。《ミーティン》を拠点に活動している《スレイヤー》なんですけど」

　オゥ、早速知らない単語が二つほど出てきたな。聞き返さざるを得ない。

「えっとぉ……ちょっと聞かせて貰いたいんだがその──」

「あの!!」

「ハイッ!?」

　座り込んでいた彼女が突然立ち上がりこちらにずいっと顔を近づけてきた。ちょっ、近い！　近いっす！　風に乗ってすげえいい匂いがする!!

「私と！　パーティーを組んでくれませんか!?」

「──は？」

「いきなりで不ぶ躾しつけだとは思います！　でも、ミーティンでパーティーを組んでくれる人がいなくて、私もう後が──」

「待て、待て！　落ち着きたまえよキミィ！」

　せっかく平静を取り戻したと思ったら再び興奮し始めた少女をなんとか宥なだめる。よく分からんが取り敢えず仕切り直しだ。

「あ……ごめんなさい、いきなりこんな」

「いや、いい。君が何かを俺に頼みたいってのは分かった。でも、その前にこっちから質問させてくれ……まずそのミーティンとスレイヤーってのはなんぞ？」

「えっ？　それって……どういう？」

　少女──リーリエが困惑した顔で俺を見ているが、残念ながらずっと山に籠こもっていた俺にはこの世界の知識など殆ほとんど無い。

　しかしどうしたものか。馬鹿正直に「俺、実は別の世界からやってきたから何もかも分からないんだよね」とか言ったら頭がかわいそうな奴やつ認定されそうだ。

　少し考えた末……俺は、適当な言い分を考えた。

「あーすまんな。実は俺、物心ついた頃からずっとこの山で暮らしてたから、ここで暮らすのに必要な知識以外何も知らないんだ」

「ええっ！　そうなんですか!?」

「おう。自分以外の人間に出会ったのもリーリエが初めてだぞ」

「そ、そうですか」

　腑ふに落ちないような表情をしながらも、リーリエは納得してくれたようだ。もっとマシな理由があったかもしれないが、まぁいいだろう。

　今の俺には知らない事が多すぎるので、少しでも情報が欲しい。せっかく初めて異世界人に出会ったんだ、聞ける事は聞いておきたい。

「えっと、じゃあムサシさんが気になった事について話しますね。まずミーティンっていうのは、ここから馬車で二日ほど行った所にある街の名前です」

「街！　大きいのか？」

「そうですね。この地方では一番大きな街だと思います。それとスレイヤーというのは《ギルド》という組織に属して、そこで受けられる《クエスト》っていう様々な依頼を請け負うことで生計を立てている者の事を指します。クエストの内容は様々ですが、花形と呼ばれるクエストはやっぱりドラゴンの討伐ですね」

「なるほど、大体分かった。ちなみにドラゴンってのはさっき俺が仕留めたアイツみたいなヤツの事でいいのか？」

　俺が親指で後ろに転がっているアイツの事を指さすと、リーリエはこくんと頷うなずく。

「はい、そうです。でも驚きました、単ソ独ロでヴェルドラを討伐したのでてっきり高名なスレイヤーの方かと……」

　高名なスレイヤーだったらこんな見てくれはしていないんじゃないかというツッコミは置いておいて。

「アイツはヴェルドラって名前なのか、全く知らんかった」

「はい、【碧へき鋭えい殻かく竜りゆう】とも言いまして……本来なら赤等級以上のスレイヤーが複数人で討伐する相手ですよ。この〝魔の山〟自体スレイヤーでも上位じゃない限りまず近寄らないので討伐例はあまり多くありませんけど」

　魔の山。シンプルながらも〝ヤベーぞ〟って空気が伝わる名前だ、ここは随分と物々しい場所だったんだな。道理で十年の間人っ子一人見つからんかった訳だ。

「はい先生、赤等級ってなんぞ？」

「ああ、えっと……スレイヤーはその実力によってギルドが決めた五つの等級に分けられるんです。下から白・黄・赤・青・紫の五つがあって、自分の等級によっては受けられるクエストに制限がかかるんですよ」

「受けるクエストの難易度によって要求される等級が変わるって事か」

「お察しの通りです」

　頷くリーリエを見て、俺は人と会話する時の思考力が落ちていない事に今更ながら安あん堵どした。

　うーん、しかし聞けば聞くほどファンタジーだな。改めてこの世界は地球とは全く別の世界なんだと実感させられる。

　割かしすんなり理解できるのは多分中学高校と一緒だった親友オタクくんのおかげだな、元気してっかなアイツ。

「で、君が俺を誘ったパーティーっていうのは一つのクエストを複数のスレイヤーで受ける時の形態って事で合ってる？」

「はい。でも、ムサシさんはスレイヤーじゃないんですもんね……」

　しょんぼりと肩を落とすリーリエを見て、うっと俺は言葉に詰まる。

　あのね、正直に言うと俺は他の誰かが落ち込んだりガッカリしているのを見るのが好きじゃないのよ。という訳で、俺は一つ決心をする。そりゃあもう、軽いノリで。

「質問なんだが、そのスレイヤーってのは俺でもなれるの？」

「え？　そうですね……碧鋭殻竜ヴエルドラを一人で討伐出来るくらいですから実力的には何の問題も無いと思います」

「よっしゃ、じゃあ俺スレイヤーになるわ！　そんで君とパーティー組んだる」

「えぇっ!?　い、いいんですか？」

「おう。ここで会ったのも何かの縁だしな。その代わりと言っちゃなんだけど、人里で生きていけるだけの一般常識やらその他諸もろ々もろを教えてくれ」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

　パッと顔を上げて俺が差し出した手を握ってブンブンと振る姿は年相応って感じだな。我が武む者しや羅らに生きて三十手前のおっさんになってしまった俺にはその笑顔がやたら眩まぶしく見えた。

「どれ、じゃあ下山する前に一旦拠点に戻って持ってける物は持ってくか。あぁ、それと一応アイツ解バ体ラして素材と肉も持ってこう」

「そうですね。碧鋭殻竜ヴエルドラの素材ならギルドで換金すればかなりの値が付くでしょうし、武具の素材にもなりますよ」

「いいねぇ、じゃあさっそく取りかかろうか」

「あっ、待って下さい。今マジックポーチの容量を空けるので」

「マ、マジックポーチ……」

「？　はい、流石さすがに全部担いで運ぶ訳にはいかないでしょう？」

　すんません、全部背負って持ってくつもりでした。多分なんでも入るんだろうな。そうなんだろうなぁ。

「そう言えば、なんでリーリエは碧鋭殻竜ヴエルドラに追い回されてたんだ？」

「あ……その……薬草集めのクエストを受けてたんですけど、いつの間にか迷子になっちゃって……気が付いたら魔の山に入り込んじゃってたんです、よね」

「そ、そうか」

　……なんかこの子、目を離したら駄目な気がしてきた。




　　　　◇◆




　無事碧鋭殻竜ヴエルドラの解体が終わり、リーリエと拠点まで戻って荷物を持ち出したところで下山を開始した。

　十年過ごした場所を後にし、俺達は山の麓を目指す。と言っても、リーリエが馬車を待たせてるのは迷子になる前に散策していた別の場所。

　つまり割と距離がある。イコール急ぐ必要がある。だからこうやる。

「も、もっとゆっくり走って下さい～!!」

「ゆっくりしてたら日が暮れる！　この山結構広いんだよ！」

「あうぅ～!!」

「喋しやべるな、舌噛かむぞ！」

　背中から悲鳴が聞こえ、首に回された腕に力が入る。そう、俺は今リーリエをおぶった状態で山中を全力疾走していた。

　しょうがないよね、普通に下ってたらほんとに日が暮れちゃうからね。夜の山はデンジャー＆デンジャー。

　二人で走るよりもこっちの方が速いし安全。しかしこんなに女性を間近に感じるのは人生で初めてなもので。

「…………」

「ひゃっ！　い、今お尻揉もみませんでした!?」

「気の所せ為いだ。それより開けた道が見えてきたぞ。あそこに止まってる馬車でいいのか？」

「あ！　は、はいぃ～。あれが私の乗ってきた馬車ですぅ～」

　アカン、完全に目を回しちまってる。なんならゲボりそうだけど、間一髪で馬車の傍そばまで来たところで、俺はリーリエを地面へと降ろした。

「おう、リーリエちゃん。もう薬草集めは終わった──って、誰だその筋肉ダルマ!?」

「あ、チッス」

　待機していた御者と思われる初老のおっちゃんが驚きよう愕がくの表情で俺を見る。筋肉ダルマなのは否定できないがそれにしたって初対面の出会い頭でそれは酷ひどくない？

「お、お疲れ様です。えっと、この方は──」

　フラフラとした足取りのままリーリエがおっちゃんに説明をしている。

「なるほど、碧鋭殻竜ヴエルドラに襲われていたところをなぁ……そんなに奥まった所での採取依頼だったのかい？」

「あはは……まぁ、色々ありまして。それで、帰りの道なんですけど」

「あぁ、いいよ。二人とも乗せていこう。ただ運賃は二人分になるけど……」

「構いません。私が彼の分も出しますから」

　そうか、俺は今貨幣を持っていない状態だ。人間社会で生きていく上で持ち金がないのはいかんな。

「すまんな。稼いでから返すよ」

「いえいえ、助けてもらった恩もありますから」

　そうしたやり取りを行った後、俺達を乗せた馬車はミーティンへ向けて出発した。その馬車の中で、俺はリーリエとこれからの事とその他諸々について話し合いを始める。

「さて、街に着いたら取とり敢あえずギルドに行く感じなのか？」

「そうですね。スレイヤーになるための手続きをしてからギルド内にある換金所で素材を売って軍資金を作って、その後は街の武具屋に行って装備を整えましょう」

「装備、装備かぁ……」

　俺は腕組みをして思案する。どうせだったら剣士とかやってみたいな、ファンタジーだし。まぁどの道俺の戦い方じゃ後衛とかは絶対無理だな……。

「そう言えば気になったんだけど、リーリエもスレイヤーなんだよな？　普段どんな感じで戦ってんの？」

「その……実はムサシさんをパーティーに誘ったのは私の戦闘スタイルが関係していまして。ムサシさんは碧鋭殻竜ヴエルドラとの戦い方を見た限り前衛型ですよね？」

「そうだな」

「私は魔法を用いたサポートを中心とした戦いがメイン……というかそれしか出来ないんですよね」

　あはは、とリーリエが申し訳なさそうに笑う。

　なるほど、魔法を用いた後衛職って事か。確かにそれなら前衛やれる奴やつが欲しい……ん？　んん!?

「魔法!?　魔法なんて物があんの!?」

「？　はい、ありますけど……も、もしかして魔法の存在を知らないとか？」

「知らないッス。今初めて知ったッス」

「魔法も無しにどうやってあの山の中で暮らしてたんですか!?」

「そらもう全部手動よ。火は手製の火おこし器で確保して水は桶おけで運んで……」

「で、でも碧鋭殻竜ヴエルドラを倒した時に身体強化系の魔法を使ってましたよね？」

「使ってないッスねぇ」

「うそ……あの、ちょっと失礼しますね」

　そう言うとリーリエは俺の顔に手をかざす。するとその手が白い光を帯び始め、やがて光が俺の全身を包み込んだ。おお凄すげぇ、めっちゃ魔法っぽい。

「そんな……魔力マナが無い……？　そもそも魔力回路サーキツトが存在しない？　いえ、まさかそんな……」

　暫しばらく手をかざした後、ゆっくりと光が収まっていく。リーリエは少しの間考え込むような仕草をした後、意を決して口を開いた。

「信じられない事ですが……どうやらムサシさんは魔法を行使するのに必要な魔力マナを一切持ち合わせていないようです。そもそも魔力マナを流すための魔力回路サーキツト自体が体内に存在しないようなので、これでは仮に魔力マナがあっても魔法を使う事は出来ませんね……」

「それって珍しいのか？」

「少なくとも私は今までそんな人は見た事がありません。人は大なり小なり魔力マナを保有しているものですし、魔力回路サーキツトは生まれ落ちた時から身体からだに備わっている器官ですから」

「マジか……俺魔法使えないんか」

「残念ながら」

　うーん、これは結構ショックだ。どうせなら俺も使ってみたかったんだけどなぁ、魔法。

　しかし、こればっかりはどうしようもない事だと思う。そもそも俺はこの世界で生まれたのではなく、別の世界──即すなわち魔法なんて物が存在しない所からここへ来た訳だから、魔力マナや魔力回路サーキツトなんて物が備わっている筈はずが無いのである。

「で、でも魔法が使えなくてもその知識があると無いとでは大分違うと思います」

「確かに……あ、すまん。こんな事を聞くのは失礼かもしれねぇんだけど、リーリエは何でスレイヤーになろうと思ったんだ？　サポートだけじゃしんどいだろうに」

「あ、えっと……憧れだったんです」

　ぽつりと口からこぼしたリーリエは馬車の外へと目を向ける。

「私の父は青等級のスレイヤーだったんです。その父からスレイヤーとして経験してきた様々な話を聞く内に、いつか私もスレイヤーになって父と同じ景色を見るんだ、って……」

　母には反対されましたけどね、とリーリエは苦笑する。そう話す彼女の姿が、俺には酷く眩しく見えた。

　俺に夢なんていうものは無かった。元の世界に居た時はただ漠然と生きていただけだったし、こっちに来てからは「生き残るために強くなる」という目標はあったものの、夢と呼べるようなものは無かったからだ。

「でも、現実は厳しいものです。他のスレイヤーの方とパーティーを組もうとしても私が光属性と闇属性の補助魔法しか使えないと知るとみんな離れて行っちゃうんですよね。直接的な火力になる基本属性の《火・水・雷・土・風・氷》の六つが使えないから……だから単ソ独ロでもこなせる採取系のクエストばっかりこなしてたんですよ。なのでいつまで経たっても等級は白のままです」

　申し訳なさそうに話すリーリエは、傍はたから見れば夢破れた人間に見えるかもしれない。

　だが俺は確かに見た。困ったように笑うその瞳の奥に燻くすぶりながらも未いまだ燃え続けている火を。

　諦めていないのだ、自分の夢を。ならば俺が取る行動は一つだ。

「よし、分かった」

「え？」

「やろうぜ、二人で。リーリエは青等級になるために。俺は全うに暮らしていくための糧を得るために頑張る！」

「……いいんですか？　誘っておいてアレですけど、ムサシさんほどの実力なら私よりも他の方と──」

　不安げなリーリエの声を遮り、俺はニカッと笑う。

「俺はリーリエに誘われたからスレイヤーになろうと思ったんだ。そもそもあの出会いがなければ俺はこの場にいないしな。それに──」

　俺は握った拳を前に突き出す。

「魔法が使えない男と補助魔法しか使えない女。中々歪いびつな組み合わせだが……いいパーティーになれると思うぜ、俺達なら」

　そう言って笑う俺を見て、一瞬ポカンとした表情を浮かべたリーリエだが──やがてその瞳に笑みを浮かべて俺の拳に同じく握り締めた拳を向けてきた。

「……ええ、そうですね。私達なら！」

「応よ！」

　決意の笑みを浮かべた俺達二人の拳が、コンッという音を立てて合わさった。








二章　『下山、そして就職』












　山を下りてから二日、馬車は無事目的の場所──ミーティンへと辿たどり着いた。

　御者のおっちゃんに別れを告げて、俺とリーリエは並んで街へと足を運ぶ。

「おぉ……人や、人が沢山おる……！」

「今はお昼近くですから、特に人出は多いですね」

　この世界に来てから初めて人の文明圏に入ったからか、自然と心が躍る。そんな俺の様子を見て、リーリエがクスリと笑った。

　ヒト族・エルフ族・ドワーフ族・獣人族……なるほど、帰りの馬車でちらっとリーリエから聞いていた通り本当に色んなヤツがいる。

　ちなリーリエはハーフエルフらしい。ヒト族の母ちゃんとエルフ族の父ちゃんって塩あん梅ばいだとか。俺からするとワールドワイドな感覚もするが、この世界だと種族を超えた婚姻は普通らしい。

「お気に召しましたか？」

「応よ！　あ、でもちょい待ち」

「？」

「んー、さっきから何か俺達……正確には多分俺だと思うんだけど、やたら注目されてる気がするんだよなぁ」

　そう、先程からすれ違う人々が一瞬俺の顔を見てすぐさま視線を逸そらすという行為を延々と続けており、流石さすがの俺も気にせざるを得なくなってきたのだ。

「え？　あぁそれは多分……その、何と言いますか」

「何だ？　俺に原因があるならはっきり言ってくれ」

「えっと、その……今のムサシさんの格好は非常に個性的といいますか何というか……この街の中では中々見ない珍しい出いで立たちをしているので、多分そのせいではないかなぁ、と」

「格好……？」

　リーリエが顔を背けながら言うので、俺は改めて今の自分の姿を確認してみる。

　今着ているのは山暮らしの時に仕留めた獣の毛皮から作った上着に、同じく獣の皮から作った腰巻。靴は一応作ったのはいいものの長らく拠点の隅に放置されていた草鞋わらじを履いている。

　そしてそれらを纏まとっているのは身長二メートル、黒髪で全身筋肉のいかつい男……。

「──蛮族じゃねぇか!!」

「今更ですねぇ！」

　街の中にいきなり得体のしれない毛皮を纏った巨人が現れたら、そら誰でも見るわな。てかぶっちゃけるとそれ相応の悪意も混ざっている。見下すというか、そんな感じ。今の俺には全部分かっちゃうんだよねぇ。

　しかもその隣には、白を基調としてそれを青いラインで縁取りした生地と、要所をカバーする金属プレートを組み合わせた品のいい防具を身に着けたハーフエルフの美人が歩いているので、尚なおの事こと悪目立ちしている。

「これ、最初に衣服整えた方がいいんじゃねぇのか……」

「あ、今向かってるのはギルドじゃなくて服屋ですよ？　その辺りはぬかりありません」

「マジすか先輩！」

「先輩はやめて下さい……流石に今の格好でギルドに行ったら衛兵呼ばれちゃいますよ」

「間違いないな」

　まずはもうちょっと文明人らしい格好になろう。ギルドに向かう前に服を調達しなければ……またリーリエに金を借りる事になるな。いい加減情けないからさっさと金稼げるようになろう。

「──おいおい見ろよアレ、〝能無し〟が何か引き連れてんぞ」

　そんな時、不意に前方から不ぶ躾しつけに声を投げつけられた。しかも何やらよろしくない単語を含んでいる。

　声がこちらに届いた瞬間、リーリエの身体が強こわばるのが分かった。咄とつ嗟さに俺は一歩前に出てリーリエを背後に隠す。

　近寄ってきたのは二人組の男。街の住人と大きく違うのはその出で立ちで、あからさまに武装していた。

　感覚で分かる。間違いなくスレイヤーだ。

「うおっ、何だこいつ……」

「山猿か何かか？」

　俺の姿に一瞬怖おじ気けづいたが、すぐにその意識は背後のリーリエへと向けられる。おいおいちょっとやめてくんない？　リーリエが怖がってるんだが？

「おい〝能無し〟、もしかしてコイツお前の仲間か？」

「……そう、ですけど」

　消え入りそうな声で答えたリーリエ。それを聞いた二人は顔を見合わせ──大きく笑った。

「ぶっ……はははははは！　マジかよお前、ギルドでパーティー組めないからってこんな山猿みたいなヤツと組んだのか!?」

「なりふり構わず過ぎだろ！」

　ゲラゲラと笑う男二人に、リーリエは何も言い返さずただ黙って俯うつむいていた。

　これは想像していたよりもずっとリーリエの環境はしんどいみたいだな。普通街中でこんな因縁のふっかけられ方はしない、あまりに理不尽だ。

　周りに何人か人間はいるが、みな遠目に眺めるばかり。ちらほら見える他の同業者スレイヤーとおぼしき奴やつらにいたっては、ニヤニヤ笑うか鼻で嗤わらうばかりだ。

　……ムカつく、猛烈にムカつく。まだまだリーリエについて詳しく知っている訳じゃないが、俺を人間の世界に連れ出してくれた相手にこの仕打ち！　ひっじょーに胸くそ悪い！

　と・な・れ・ば！

「ま、お前見てくれだけはいいからな。山猿の方は言葉が通じるのかも怪しいし、大方股でも開いて──」

　不快な言葉が紡がれるより速く、俺は一瞬で片方の男の背後へと回り込んだ。このボンクラじゃ視認すら不可能な早業。そして手を合わせてピストルの形を作り──

「カンチョオオオオオオ!!」

「がっ!?」

　筋肉を躍動させながら放つは、日本男児必修科目の定番技──カンチョーだ。

　ズンッ！　と音を立てて男の身体からだが少しだけ浮いた。当然だ、今の俺が繰り出すカンチョーはそんじょそこらのヤツとは違う。さしずめケツにぶち込まれるキャノン砲！

　防具だって鋼を遥はるかに上回る超硬指先を防ぐ事は出来ない。男は一瞬で白目を剥むいてその場に昏こん倒とうした。

「は、あ？」

「リーリエ！　目瞑つぶれェ！」

「え!?　は、はい！」

　何が起きたか分からないといった感じのもう一人の男を無視してリーリエに鋭く声を飛ばす。言われた通りにリーリエがきゅっと目を瞑ったところで、男と視線が合った。

　俺はニッコリと笑って告げる。

「お前暑そうじゃん、通気性良くしてやるよ」

　言うが早いが、俺はシュパッと腕を動かして男の腰をむんずと掴つかむ。万力の握力でベルトを握りしめたまま──一気に、ズボンと防具を下へズリ下ろした。

「ぎゃああああああ!?」

「ハッハッハッ！　いい格好じゃん、動きやすそう！」

　瞬まばたきする間もなくフル◯ンにさせられた男は地面に転がり、股を手で隠しながら俺を睨にらみ付けた。

「てっ、テメェ！　いきなり何しやがる！」

「うるせぇこの野郎！　いきなり他人ひと様さまの仲間にクソみたいな絡み方しやがってよォ、気分悪いんじゃ！」

「お、お前そいつの事何も知らないのか？　リーリエそいつはミーティンここのギルドじゃ一番の役立たず──」

「じゃかぁしいわボケ！」

　一喝して男を黙らせると、俺は手に持っていたズボンと防具をクシャクシャと丸めて思い切り遠くへと投げ捨てた。

「お前らのご認識なんざ知ったこっちゃないわ！　誰がなんと言おうとリーリエは俺の仲間で、俺はリーリエの仲間なんだよ！　そのリーリエを目の前で侮辱したんだ、この程度で済んでありがたいと思えタコ助！」

「てめぇ……後悔するぞ。そいつと関わって、こんな真ま似ねして」

　怒りでわなわなと震えながら口を開き続けようとした男ともう一人の昏倒している男の首根っこを俺は掴む。

　そして遠慮無しに、遠くへとブン投げた。

「うわあああああああああああ!?」

「じゃーなー。二度と現れるなよクソが！」

　遠ざかっていく叫び声を聞きながらふぅと俺は一息吐つく。悪は去った、第一部完！

「リーリエ、もういいぞ。目を開けろ」

「は、はい……あの、ムサシさん」

「リーリエ、一つ聞かせてくれ。お前、いつもあんなんに絡まれてんのか？」

　真まっ直すぐに問う俺に、リーリエは押し黙った。言葉が無くても分かる、この沈黙は肯定イエスだ。

「……ごめんなさい。やっぱりムサシさんは別の人達と組んだ方がいいと思います。私と一緒にいたらまた巻き込んで」

「嫌です」

「で、でも！」

「い・や・で・す。いいかリーリエ、よく聞け」

　尚も食い下がろうとするリーリエを制し、俺は目線の高さを合わせて語りかけた。

「お前の事情は詳しくは知らない。だが少なくとも今のやり取りで大分……というか、かなり厳しい環境に居るのは分かった。だがそんなのは俺の知った事じゃないんだよ」

「………」

「あいつら俺の事山猿って言ってたよな？　そうなんだよ、今の俺は周りから見たらやたら身体がデカくて強こわ面もてで蛮族みたいな格好してる野蛮人だ。見た目だけで忌避される。でもそんな俺に手を差し伸べてくれたのがリーリエなんだ」

「そ、それは……」

「だから！」

　ニッと俺は笑ってリーリエの頭に手を乗せる。そしてポンポンと、優しく撫なでた。

「だから俺は、付いてきたんだ。コイツとなら頑張れる、いざという場面で前に出られる強さを持ったコイツとならって」

「ムサシさん……」

「そんな顔するなよ」

　ガガガッと胸の内を聞かせた俺に、リーリエは泣きそうな顔になる。俺は手を引いて腕を組み、胸を張った。

「俺は馬鹿だ、これ以上は難しく理由付けなんか出来ん。ともかく！　俺はリーリエの傍そばに居るし、見捨てるような真似もしない！　今はそれでいいの！」

「……ありがとう、ございます」

「気にするな！　ああでもあれだな……その内、気が向いたら昔の事とか話してくれると助かる。嫌な記憶かもしれないけど、知っておきたいんだ。仲間の事だから」

「はい、分かりました。いつか必ず」

「うむ。さて、じゃあ気を取り直して服屋に向かおう。てか人集まってくるから、長居は無用だ」

「そうですね。あ、でもムサシさん」

「何だ？」

「あの、助けてもらってあれなんですけど……次からはもう少し穏便に」

「無理だと思う」

「そ、そんなぁ……」

「大丈夫だって、メインでヘイト集めるのは俺だからな！」

「それは私が嫌なんですよ……ムサシさんが皆からそういう目で見られるのが」

　自分は無敵だと言わんばかりに筋肉を見せつける俺。リーリエは最後に小さくボソリと何か言った気がするが……まぁええやろ。

　とにかく、さっさとここを離れよう。目指すは服屋だ。




　　　　◇◆




　ギルドはミーティンの中心部にあった。

　建物は木とレンガを合わせた二階建てで、その入り口はひっきりなしに人が出入りしている。俺とリーリエがその扉をくぐると、あちこちから視線を感じた。

　途中でちょっとしたハプニングもあったが、ここに来る前に無事服屋に立ち寄れた。今の俺は上下黒のつなぎを着て腕まくりをしている。

　もうちょいデザイン性のある服があれば良かったのだが、残念ながら俺の体格で着られるのがこれしか無かったのだ。

　それでも蛮族スタイルよりは全然マシ……なのだが、どうも服を替えたくらいじゃ俺の異様さはイマイチカバー出来ていないようだ。

「見られてるな」

「ムサシさんは見ない顔ですし、私はその……はは」

　気まずそうに、申し訳なさそうにリーリエは笑う。オイオイオイ、ここリーリエの味方いねーのかよ。

「言っとくけど、リーリエはなんも悪くないぞ」

「ありがとうございます。でも大丈夫です、いつもの事なので」

「悲しい事言うなよ……」

「あはは……それよりも、手早く手続きを済ませてしまいましょう」

「う、む。そうだな──あん？　なんだアレ」

　そそくさと受付に向かおうとした時、何やら窓口周辺の空気がおかしい事に気付いた。

　見てみると、俺達が話しかけようとしていた受付嬢と男が問答している。と言っても、男が一方的に話しかけ受付嬢が冷静に受け流そうとしているという感じだ。

　耳を澄ませてみたが、男が話している内容はどう考えてもスレイヤーの業務関係の事じゃないぞありゃ。

「あれは……赤等級スレイヤーのジークさんですね」

「有名人か？」

「悪い意味で、ですけどね」

　嫌なものを見るような目で、リーリエが溜ため息いきを吐つく。なるほどね、あの優男相当ろくでもない男らしいな。

「彼、ああやって自分が気に入った女性をいつも口説いているんです。それでその……口説き落とした女性を自分の周りに侍はべらせているといいますか何というか」

「えぇ……て事は、今アイツの後ろにいる五人の女は」

「はい、彼に口説き落とされた女性スレイヤーです」

「マジかよ……」

　じゃあ何か、後ろの女性陣は自分らの男が新しい女口説いてるのを黙って見ている感じなのか？　ヤバッ！

　まぁ確かに顔はいわゆるイケメンの部類に入るだろうし、肩書も赤等級だもんなぁ。釣られる女性は多そうだ。現に見える範囲で五人いるし……ただ目当ての受付嬢には全く相手にされてないようだが。

「うーん、しかしこのままずっと眺めてる訳にもいくめぇよ」

「そうですね。スレイヤーの新規受付を担当しているのはアリアさんだけですし……」

「あの受付嬢アリアさんっていうのか。ふーん……よし、俺に任せとけ」

「……何ででしょう、凄すごく嫌な予感がします」

　若干顔が引き攣つっているリーリエと共に、俺はズンズンとアリアさんとイケメンがいる受付カウンターへと近づいて行った。

「──ですから、今は業務中ですのでそういったお話をするのはやめて下さい。他の方に迷惑です」

「おや、それは仕事が終わったらボクの話を聞いてくれるって事かな？」

「お断りします。業務が終われば貴方あなたとは受付嬢とスレイヤーという関係ですらなくなります。赤の他人の下らない話に付き合う義理はありません」

「そのいつもと変わらないクールな態度もステキだね、ますます──」

「はいドーーン！」

「グヘェアッ!?」

「「「「「ジークくんさん!?」」」」」

　ナンパを続けようとするイケメンを、俺は一も二も無く歩くスピードをそのままに胸筋アタックで吹き飛ばした。

　突然横から襲った衝撃に、イケメンはあっけなく吹き飛んで床を転がり、その取り巻きの女の子達が慌ててその傍に駆け寄ろうとする。

　が、俺はそれよりも速く動いた。倒れたイケメンの襟首を右手でむんずと掴つかむと、そのまま出入り口まで一息で駆け抜ける。

「どっせぇい！」

　扉を開け放った俺は、丸めたティッシュをゴミ箱目がけて投げ捨てるようにイケメンを外へと放り投げた。

「あ、え……」

「ほらほら、君ら介抱しにいかんでええんか？　完全に伸びてるぞ」

　呆ぼう然ぜんとしていた取り巻きの女性陣だが、俺が親指でクイクイと外を指してやると弾はじかれたように悲鳴を上げてバタバタと駆け出していく。

　最後の一人が出て行ったところで、俺は勢い良く扉を閉めた。パンパンと手を払った俺の心は、晴れやかだった。

「ヨシ！　これで一件落着！　さて、改めて申請──」

「ななな何してるんですかムサシさん!?」

　ずんずんと大股で戻った俺の服を掴んだリーリエがガシガシと揺さぶる。いや実際には俺の身体からだは微動だにしてないが。

「何ってそりゃあ……掃除？」

「バカなんですか!?　確かにその、ジークさん達は迷惑行為をやってましたけれども！　何でわざわざあんな方法を使うんですか！　ここギルドですよ!?」

　信じられないといった様子のリーリエ。ふと周りに視線を向ければ、他のスレイヤーやギルドの職員も信じられない物を見たという表情だ。

　視線が合えば一瞬で逸そらすか顔を顰しかめる始末。これはもう……ギルドデビューしくじりましたね、はい。

「しょーがないだろ!?　アレが一番手っ取り早いし確実だったんだよ！」

「口で言えばいいじゃないですか！」

「俺の筋肉は言葉よりも雄弁」

「は？」

「スイヤセン」

「お二人とも、落ち着いて下さい」

　俺とリーリエが問答をしていると、間に落ち着いた声が割り込んだ。視線を向けると、そこには窓口の向こうで立ち上がりすっと右手を挙げている受付嬢──アリアさんの姿があった。

「あ、アリアさん！　ごめんなさい、こんな事になっちゃって……まさかここまで無む茶ちや苦く茶ちやな事をするとは」

「いえ、構いません。いい加減業務の邪魔でしたので、そろそろ摘つまみ出そうと思っていましたから」

　ペコペコと頭を下げるリーリエにアリアさんは薄く笑みを浮かべて、コホンと咳せき払ばらいをした。

　あ、この人リーリエの味方だ。少なくとも街中で出会ったバカ二人から漂ってきていたドブみたいな臭いがしないもの。俺は鼻がいいんだ。

「それでリーリエ、本日はどういったご用件でしょうか」

「えっと、スレイヤー登録の手続きを……」

「スレイヤー登録……それは、隣にいる彼が行うという事でしょうか？」

　アリアと呼ばれた銀髪のエルフの受付嬢が、クイッとメガネを指で上げながら俺を一いち瞥べつする。

　視線は鋭い。そりゃアレを目の前で見ちまったら当然か、突発的とはいえ自分も関わってる訳だし。

　リーリエが居なかったら追い出されてそうだなと思いつつ目を合わせる。こういう時はこっちから話しかけちまうのが吉よ。

「どうも。リーリエに紹介されてスレイヤーになるためにここまで来たんすけど。あ、自分ムサシっていいます」

「初めましてムサシさん、ワタシはアリア。このギルドで受付嬢をさせていただいておりますので以後お見知りおきを」

　ぺこりと頭を下げるアリアさん。俺も返す形で頭を下げたが、間にある空気はちょっち冷たい。いや、憎しみとか侮蔑じゃないだけ全然マシなんだけれども。

「それでは必要な書類を用意いたしますので、それまであちらの方でお待ち下さい」

　そう促されたホールの先には、衝つい立たてで仕切られた空間があり、その奥には椅子とテーブルが設置してあった。

「それと」

「はい？」

「次からは、もう少しスマートにお願いしますね」

「……ウッス」

　ガッツリ釘くぎを刺された後、指示に従い俺とリーリエはそこで椅子に腰かけてアリアさんが書類を持ってくるのを待つ事にした。

　ミシィッ！

　……空気椅子をキープしよう、うん。俺の体重ウエイトだと椅子がお陀だ仏ぶつしそうだ。
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「手続きって書類書くだけでいいのか？」

「いえ、書類とは別に魔力マナ測定が……あっ」

「げっ」

　魔力マナ測定……その単語だけで嫌な予感がしてきた。

「なぁ、俺って確か」

「はい、魔力マナが無いんですよね……」

「あぁ……どうすんべ、魔力マナが無いからスレイヤーにはなれませんとか言われたら」

「そ、それはなんとも……で、でも！　あの時はあくまで私がその場で測っただけですから、ちゃんとした測定を受ければ実は魔力マナがありましたなんて事も……」

　リーリエがフォローしてくれるが、実際問題俺は魔力マナなんて持ち合わせていないと思う。あくまで勘だけど、この勘がよく当たるんだよなぁ。さてさてどうなる事やら。

「お待たせしました。こちらが書類と魔力マナ測定機になります」

「あ、じゃあ書類から書きます」

「どうぞ」

　書類に必要な情報を書きながら、俺はちらりと魔力マナ測定器と呼ばれた物を見る。一見すればただの水晶だが……。

「ムサシさんって二十八歳だったんですね……大分年上……」

「ん、そうだな。アラサーのおっさんだよ」

「リーリエ……一応個人情報なので盗み見はちょっと」

「すっ、すみません！」

　そうこうしている内に書類が書き終わった。さて、お次はいよいよ問題の魔力マナ測定か。

「……記入漏れはなし、と。それではムサシさん、魔力マナ測定に入りますのでこの水晶に手をかざしてみて下さい」

「手をかざす……こう？」

　言われた通りに水晶に向かって右手をかざしてみる。リーリエが固唾をのんで見守っていたが、やがてアリアさんの表情が怪け訝げんな物へと変わっていく。

「……おかしいですね」

「うっ」

「通常この水晶に手をかざせばその人物の魔力マナ保有量、属性、魔力回路サーキツトの伝達速度などの情報が出てくるはずなのですが……」

　暫しばらく三人で水晶と睨にらめっこをしていたが、やがてアリアさんが重々しく口を開く。

「失礼ですが、ムサシさんはこれまで魔法を行使したことは？」

「無いっすね」

「一度も？」

「二十八年の人生で一度たりともありませんね。魔法や魔力マナといったものの存在もリーリエに聞くまでは知りませんでした」

「そんな馬鹿な」

　アリアさんが信じられない物を見る目を向けてきたので、俺は物心ついた頃から山──リーリエが魔の山と呼んでいた場所で暮らしてきた事、そこでリーリエと出会って初めて魔法の存在を知った事、ミーティンに来るまでにリーリエに魔力マナや魔術回路サーキツトを持ち合わせていない事を告げられた事などを話した。

「……少し、お待ちいただけますか」

　そう言い残し、アリアさんは書類と測定器を持ってどこかへと行ってしまった。

「うーん、やっぱ駄目だったか」

「そうですね……あの、随分と落ち着いてますね」

「そりゃあ一回リーリエに魔力マナが無いって話は聞いてたしな。それに今更焦ったところでどうしようもないし……ま、なるようになるだろ。仮にこれでスレイヤーにはなれませんって言われてもハイそうですかって納得なんかしない、俺は諦めが悪いんだ」

「ムサシさん……」

　そうだ、諦めるなんて選択肢は無い。そもそもまだスレイヤーになれないと決まった訳ではないのだから、なれなかった時の事を深く考えてもしょうがない気がする。

「お待たせしました。ムサシさん、ギルドマスターがお呼びですのでこちらへ。リーリエも」

「は、はい」

「ギルドマスターって事は、ここのトップ？」

「はい。お二人と直接話がしたいと」

　そう言われて俺達は二階へと案内される。通路を進んだ先、一番奥に他の部屋の扉よりも一回り大きな扉が現れる。アリアさんの先導の下、その中へと足を踏み入れた。

「──よく来たな。まあ座ってくれ」

　部屋に入って聞こえてきたのは、静かながらも雄々しく覇気のある男の声だった。

　その男は部屋の中央に設置された大きなテーブルを挟んだ向こう側にある椅子に腰かけ、悠然とこちらを見据えていた。

　促されるままに、俺とリーリエは手前の椅子に腰をかける。……この椅子小さいな、おケツがはみ出る。

「さて、まずは自己紹介からか。オレはここミーティンのギルドマスターをしているガレオだ。よろしくな」

　ガレオと名乗ったオレンジの髪の男が手を差し出してきた。見た目的には俺よりも年下だ。体つきも俺には及ばないがギルドマスターと呼ばれるにふさわしい恵めぐ体たいだ。

「ムサシです。初めまして、ギルドマスター」

「聞いてるよ。後オレの事はガレオでいいぞ、お前はここで唯一の同い年だからな」

　年齢一緒かよ！　てかそんな理由で呼び捨てにさせんの!?　別にいいけど！

「そっちは白等級スレイヤーのリーリエだな」

「はっ、はい！」

　ガチガチに緊張しているリーリエを見て、ガレオは苦笑している。普段はあんま顔合わせない感じかね。しかし流石さすがギルドマスターと呼ばれるだけあって、俺の姿を見ても全く動じていないな。

「さて、こちらの話をする前にまずはムサシのスレイヤー登録に関してだが……おめでとう、今日からお前はギルド所属の白等級スレイヤーだ。これからの活躍を期待しているよ」

「やった！」

　ガレオの言葉を聞き、リーリエが小さくガッツポーズをする。お前さんはどんだけいい子なんだ、泣きそうだぜ。

「あざっす……なんか拍子抜けだな。てっきり何か言われるものかと、魔力マナの事とか」

「ああ、その事か。確かに珍しい事例だと思うぜ、オレ自身魔力マナも魔術回路サーキツトも持たない人間なんて初めて見たからな。ただ、あくまで極めて珍しいってだけで、そういった人間がいない訳じゃない。それにギルドの規定に『魔力マナを持たない者はスレイヤーになれない』なんて決まりは無いからな」

「なるほど、そりゃ俺にとってもありがたい」

「ただ心しておいてくれ。スレイヤーとは人類にとって盾であり矛だ。民がドラゴンの脅威に晒さらされれば真っ先に戦場へと送られる。そしてその守るべき民にスレイヤーとしてあるまじき行為が見られた場合は……それ相応の処置をとらせてもらう」

　なるほどね、罪を犯せば……この場合、命を取られる事もあると考えた方がいいだろう。

「了解、覚えておく」

「そうしてくれ。さて、今度はこちらの話なんだが……確認しておきたい事があってな」

　そう言うと、ガレオの目が僅かに鋭くなる。その視線はまっすぐ俺に向けられていたが、この程度で動じる俺ではない。十年前ならいざ知らず、今は身体がデカくなって心もデカくなったからな。

「アリアから一通りは聞いている。ムサシがどういう生活をしていたか、お前達二人がどうやって出会ったか、それからこのミーティンに来た経緯もな。その上で聞きたい──二人が魔の山深部で碧鋭殻竜ヴエルドラに遭遇し、それを討伐したというのは本当か？」

　ああ、聞きたいのはその事か。まあ疑われるのも無理はないよなぁ、あのクラスのドラゴンは等級の高いスレイヤーのパーティーで討伐するのが普通みたいだし。

「本当だよ。確かに俺達はあそこで碧鋭殻竜ヴエルドラを仕留めた」

「私は逃げてただけですけどね……あの時ムサシさんが助けてくれなかったら今私はここにはいません」

「その討伐を証明できるものはあるか？　碧鋭殻竜ヴエルドラの素材とか」

「あぁ、あるよ。確か全部リーリエに預けてたよな？」

「はい、全てマジックポーチに入っていますよ。ただ、ここで出すのは……」

　ポーチを手で撫なでながらリーリエが言い淀よどむ。その様子を見たガレオが顎に手を当てながら問いただしてきた。

「なんだ、出せない理由でもあるのか？」

「いえ、出せるには出せるんですけど……その、量が多くて」

「そんな事か。別に全身の素材を見せろって訳じゃない。外殻一枚とそうだな……竜りゆう核かくがあれば見せてもらいたい」

　竜りゆう核かく──リーリエから聞いた話じゃ、ドラゴンの心臓にあたる素材らしいな。

　この竜りゆう核かくの有無でそいつがドラゴンかどうか決まる。例えば見た目が明らかな獣や昆虫だったとしても、竜りゆう核かくを持っていたらそいつはドラゴンって塩あん梅ばいに。

　で、碧鋭殻竜ヴエルドラの竜りゆう核かくは確か解体した時に取って来た筈はずだ。

「それでしたら大丈夫ですね。えーっと……すいませんムサシさん、ちょっとマジックポーチから取り出してくれませんか？」

「ん？　あぁ、デカくて重いもんな。任せろ」

　普通倒したドラゴンの素材はパーティーのメンバーで協力してポーチに入れるらしい。だがあの場には俺とリーリエしかいなかったので、リーリエがポーチを広げそこに俺が素材を片っ端からぶち込んで入れていた。リーリエ一人じゃどう考えてもしんどそうだったからな。

　とにかく、そうして手に入れた素材は帰ってきてから換金所に併設された広いスペースで、ポーチをひっくり返してまとめて出すんだとか……出す時大おお雑ざつ把ぱすぎね？

「えーっと、殻はまずこいつ」

　そう言って俺が引っ張り出したのは、碧鋭殻竜ヴエルドラの巨大な頭殻だった。

「ちょっ、おま！　なんでよりによって頭殻なんだよ！」

「え？　デカい素材の方がインパクトあるやん？　あとこれも」

　ガレオが困惑している隙に竜りゆう核かくも取り出す。それを見たガレオとアリアが息を呑のんだ。

「お、大きい……！」

「……なるほど、こいつは大物だ」

　俺が片手で持った竜りゆう核かくは未いまだに力強く輝いており、その素材としての価値の高さを窺うかがわせる。

「しかしお前、よく片手で持てるな……」

「こんなの重いうちに入らねえよ。さて、これで信じてもらえたか？」

「ああ、もう十分だ。ポーチにしまってくれ」

「あいよ」

　納得してくれたようなので出した物を再びポーチにしまい込む。しかしこのマジックポーチというのは不思議だ。口はドラゴンの素材を丸ごと入れられるくらい広がるのに、入れ終われば元の大きさに戻る。ゲームに出てくるアイテムボックスみたいだ。

「よし、取とり敢あえずこちらの用件は済んだ。手間をかけさせてすまなかったな」

「いえいえ、納得してもらえたのならそれで。さて、じゃあ俺達はもう行っていいか？」

「ああ、待て。これを」

　そう言ってガレオが俺に手渡してきたのは、一つの白いドッグタグのような物だった。そこには俺の名前と種族、性別と年齢が刻印されている。

「等級認識票タグだ。スレイヤーの身分を証明するものでもあるから肌身離さず持っておけ。更新は一年毎ごと、歳としを重ねる毎に新しいものを渡す」

「相分かった。失なくさないようにするよ」

　──こうして、俺はスレイヤーとなった。この先にどんな日々が待ち受けているのか、色々と楽しみだな。




　　　　◇◆◇◆




「……行った、か」

　今しがたこの部屋に来ていた二人が退室したのを見届け、オレは大きく息を吐く。そのまま座っていた椅子の背もたれに身を預け、天井を仰いだ。

「お疲れ様です、ギルドマスター」

「ああ。しかし、とんでもない新人が現れたもんだな……」

「えぇ、そうですね」

　正直、アリアから彼ら──正確にはムサシについての報告を受けた時は眉唾物の話だと思った。だがこうして実際に相対して分かったのは、報告を受けた話が全て真実だという事だった。

「……彼らの前に碧鋭殻竜ヴエルドラの討伐報告が上がったのはいつだ？」

「直近ですと四年前ですね。その時は赤等級四人と青等級二人の六人パーティーで討伐したそうです。ただ、その場所は魔の山ではなく、その碧鋭殻竜ヴエルドラもムサシさんとリーリエさんがおっしゃっていたのよりも小さい個体だったみたいですが」

　その話を聞き、二人が見せてくれた碧鋭殻竜ヴエルドラの素材を思い出す。あの頭殻と竜りゆう核かくの大きさから察するに、体高は優に六メートル、全長に至っては二十メートルに届くような個体だったのではないだろうか。

　仮にそうだとしたら、例を見ない成長を遂げた個体だったという事になる。恐らく、魔の山という過酷な環境が規格外のサイズの碧鋭殻竜ヴエルドラを生み出したのだろう。

「しかし、よろしかったのですか？」

「何がだ？」

「新人とはいえ、実質ソロで碧鋭殻竜ヴエルドラを討伐するような者を、白等級スレイヤーとして遊ばせておくというのは……」

　冷静なギルドの人間としての意見。オレはふっと息を漏らしてから答える。

「仕方あるまいよ、いくら実力があっても規定は規定だからな……なんだ、その顔は。言いたい事がありそうだな？」

「いえ、今まで何度もその規定を〝捻ねじ曲まげてきた〟人間が白々しい事を口にするものだな、と思いまして」

「お、お前も言うようになったな……」

　まぁ、アリアのいう事も分かる。あれだけの戦力、最初から青等級でも与えてギルドの近くに置いていた方が色々と都合がいいとは思う。だが……。

「仮にあの場で高い等級を与えても、ムサシは納得しなかっただろうし手綱を握るのも不可能だったと思うぞ。アレはそんな生易しい存在じゃない」

「……紫等級スレイヤー、【煉れん獄ごく】のガレオを以もってしても、ですか？」

「ああ。オレの殺気を浴びても眉一つ動かさなかったうえに、途中からオレの方が奴やつの気に呑まれていたからな」

　ふぅ、と息を一つ吐き、オレは彼らが出ていった扉を暫しばらく見つめていた。








三章　『二振りの巨剣』












　ギルドを後にした俺達は、これからの事について話し合っていた。

「さて、まずは換金所で碧鋭殻竜ヴエルドラの素材を買い取ってもらいましょう。それから武具屋に行ってムサシさんが使う武器と防具を見繕いましょうか」

「そうだな。全部売っぱらうとどのくらいになるんだろうなあ」

「あ、それなんですけど……換金するのは一部の素材だけにしませんか？」

「そりゃまたどうして？」

「ドラゴンの素材は良質な武具の材料になるんです。しかも今回持っているのは碧鋭殻竜ヴエルドラの素材なので……」

「なるほど、把握した」

　それなら、外殻の類は売らない方がいいだろう。どう考えても防具とかの材料として使えそうだしな。となれば、売るのはそれ以外の部位という事になるが……。

「取り敢えず、竜りゆう核かくだけ売ってみるか？　素材の価値についてはあまりよく知らねえけど、多分高いんだろ？」

「そうですね。竜りゆう核かくはドラゴンの素材の中で一番高値で取引される部分ですから」

　やはりか。しかしあんなデカくて重いモノ何に使うんだろうな？

　そんな俺の心の内を読み取ったのか、リーリエは口を開く。

「竜りゆう核かくは【万能結晶】とも呼ばれる素材で、その利用価値はとても高いんです。このマジックポーチも竜りゆう核かくを特殊な方法と魔法で加工して作られた物なんですよ？」

「マジで!?　あの石ころがコレになんの!?」

　なんだそりゃ、それが本当ならとんでもない反則素材だな。【万能】って表現もあながち間違いじゃないのかもしれない、不可能を可能にするって意味で。

「竜りゆう核かくを石ころなんて呼ぶのはムサシさんだけですね……とにかく、それだけ強力な素材なので流通はギルドによって厳しく制限されています。ギルドを通さず不用意に個人で売買を行えば厳しく処罰されます」

「そりゃそうだな。んじゃ取り敢えずは竜りゆう核かくだけ売っぱらうか」




　　　　◇◆




　──結論から言おう。竜りゆう核かくヤバい、めっちゃ高値で売れた。具体的には三百万ゲルト。

　リーリエから話を聞いた限りだと、イメージ的には円換算すると日本の中堅サラリーマンの年収くらいだと思う。

　そんな大金が、たった一体のドラゴンの一部位から生まれた訳だ。俺は笑うくらい驚いたし、この世界の金事情を知っていて尚なお且かつ初めてドラゴンの貴重部位を換金した事になるリーリエは更に驚いていた。

　でもって、竜りゆう核かくを売った俺達はその足で武具屋を目指していた。せっかく軍資金が手に入ったんだ、早めに装備を整えるに越した事はない。

　武具屋に向かう途中でマジックポーチと財布、それとアイテムポーチと呼ばれるものも買った。三つで三十万ゲルトだった。

　竜りゆう核かくの換金額三百万ゲルトは俺の提案で山分けにして、手に入れた百五十万の内五十万は貯金に回した。貯金は大事ダヨ～。

　ここから購入した道具分を差し引いて今の手持ちは七十万ゲルトだ。大分使ったなオイ。

「いやー予想はしてたけどマジックポーチ高いねぇ」

「スレイヤーの必需品ですからね。使用範囲の広さから考えても妥当な値段ですよ」

「ごもっとも。しかしマジックポーチとは別にアイテムポーチってのも必要なんだな」

　そう言って俺は腰にあるもう一つのポーチを撫なでる。こちらはマジックポーチと違ってドラゴンの素材等といった大型の物を入れるわけではなく、出先で使うアイテム……水や携帯食料、回復液ポーシヨンの類を入れるための物らしい。

　このポーチもある程度伸縮は利くらしいが、マジックポーチのような反則的な収納性能は無いので、元の大きさがマジックポーチの三倍ほどある。

「マジックポーチはあくまで大きくて重量のある素材を運ぶために用いる物ですから……アイテムと素材をごっちゃにしてマジックポーチに入れると大変な事になりますよ？」

「肝に銘じておきます……そう言えば、今リーリエが担いでる──魔導杖ワンド、だっけ？　それって今から行く武具店で買った物だったりすんの？」

「いえ、これは魔導士ウイザードの武具を専門としている別のお店で作って貰もらった物です。魔導杖ワンドは近接武器とは構造も用途も大きく違うので、お店自体も分かれているんです」

「はえー。て事は既製品じゃなくて特注品オーダーメイドか？」

「そうですね。私の場合、使える魔法との兼ね合いで一般的な万能型の魔導杖ワンドではどうも合わなかったので、光と闇に特化した物を作って貰ったんです。お値段は張りましたけど、武器の相性はスレイヤーにとって大事な事ですから」

「ああ、確かに大事だな。自分の命に直結するもの」

「はい。さて、そろそろ着く筈はずなんですが……場所と名前は知ってるんですけど、実際に入った事は無いお店なんですよね」

「そらそうだろうな、魔導士ウイザードとは畑ハタが違う連中のための店なんだろうし……お、ここじゃねぇか？」

　俺達の前に現れたのは、「いかにも」という感じの建物だった。壁のガラスの向こうには剣、槍やり、フルプレートの鎧よろい等が展示してあり、入り口の上には《武具屋・竜の尾ドラゴンテイル》と書かれた巨大な看板が見えた。その脇には「ギルド公認店」の文字もある。

　店内へと入ると、所狭しと武具が展示してあった。奥にあるカウンターには立派な髭ひげを蓄えた一人の老人が椅子に腰をかけていたが、俺達に気付くとゆっくりこちらへと視線を向ける。

　顔こそ老いを感じさせるが、その身体からだは服の上からでも分かるほどガッシリとしていた。身体的特徴を見る限り、恐らくドワーフだろう。

「いらっしゃい」

「どうも。武具を見繕いたいんですけど、店内少し見て回ってもいいですかね？」

「ああ、気が済むまで見てくれ」

　そう言った老人は俺の姿を見ても全く動じていない。年の功という奴だろうか。どこに行ってもこういう反応だったら嬉うれしいんだけどなぁ。

「ムサシさん、どんな武器を使うか決めてるんですか？」

「それなんだが……剣を使ってみようと思ってる。いや、っていうのも俺今まで基本的に素手でばっか戦ってたから、この機会に自分の手札カードを増やしたい訳よ。んで、考えた末選んだのが剣」

「す、素手……なるほど、ちなみにどうして剣を選んだんです？　他にも槍や鎚つちもありますけど」

「浪ろ漫まんだから」

「えっ」

「剣とは！　男であれば一生に一度は使ってみたい夢と浪漫とカッコよさが詰まった武器だからだ!!」

　拳を天に突き上げ、俺は高らかに宣言する。だってそうだろ、基本剣なんて漫画やアニメの中でしかお目にかかれないし。もし、日本の街中で振り回したりなんかした日には銃刀法違反で一発で逮捕パクられる。

　心なしかリーリエが引き攣つった笑みを浮かべている気がする。別にいーもん！　この気持ちは男にしか理解できまい！

　そんな俺の背中にポン、と一つ手が置かれた。振り返ると、そこには不敵な笑みを浮かべたあのドワーフのおっちゃんが立っていた。

「兄ちゃん……よく分かってるじゃねぇか」

「！　分かりますか、この気持ち!!」

「ああ！」

　ガッシリと、二人で握手を交わす。今ここに、漢おとこと漢の熱い友情が誕生した……気がする。

「ワシはここ《竜の尾ドラゴンテイル》で店主兼鍛冶師をやっとるゴードンだ。兄ちゃんの使う剣は是非ワシに見繕わせてくれ。そっちのお嬢ちゃんは付き添いか？」

「は、はい。私は白等級スレイヤーのリーリエといいます」

「同じく白等級スレイヤーのムサシです」

「おう、よろしくな二人とも。さて、一口に剣と言っても様々ある。片手剣、両手剣、双剣……ムサシの場合は、体格からすると両手剣が合うと思うんだが……これなんかどうだ？」

　そう言ってゴードンさんは店内にある剣の中から一振りの両手剣を持ってくる。サイズは他に置いてある両手剣よりも一回り大きく、刃やいばも分厚い見事な一振りだった。

「カッチョイイっすねぇ……ゴードンさん、素振りとかできる場所あります？」

「ああ、こっちだ」

　そう言われて案内されたのは、店舗の中に作られた中庭のような場所だった。広さは十分、これなら大丈夫そうだな。

「今はお前さん達しかいない。思う存分振ってくれ」

「ではお言葉に甘えて……」

　中庭の真ん中に陣取り、剣を構える。剣道の心得は無いが、取とり敢あえず全力で振り下ろしてみよう。

「ふぅー……」

　息を吸いながら上段へと剣を持っていく。ビキビキと筋肉に力が張り巡らされていき、着ていたつなぎがパツパツになったところで──

「噴フンッッッ！」

　呼吸が止まった次の瞬間、俺の全力を以もって剣が振り下ろされた。

「きゃあっ！」

「うおっ!?」

　ドン！　という轟ごう音おんと共に、踏み込んだ右足が地面に小さなクレーターを作った。砂さ塵じんが舞い上がり、中庭が土煙に閉ざされる。暫しばらくして視界が開けた時、俺は自分の手元に視線を下ろした。
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「──あっ」

　驚くほど間抜けな声が、口から零こぼれ落ちた。

「ゲホッゲホッ……いやぁ凄すさまじい力だな──ん？」

「……えっ？　あの、ムサシさん。剣は？」

　二人が困惑した表情で俺を見てくる。一方の俺はダラダラと冷や汗を流しながら自分の手元に視線を落としていた。

　そこには、剣の柄つかがあった。柄のみである。

「……やべえよやべえよ！　売り物壊しちゃったよ!!」

「おおお落ち着いて下さい！　剣身は一体どこに……」

「──あそこだ」

　慌てふためく俺達とは対照的に、ゴードンさんは静かな声で中庭の壁の一点を指さす。

　そこには、千切れて吹き飛んでいったと思われる剣身が、レンガ造りの壁に深々と突き刺さっていた。

「マジかよ……あの、ゴードンさん？」

「…………」

　ゴードンさんは俺の問いかけに答えず、つかつかと剣身が突き刺さった壁へと歩いていった。

　そして、壁に刺さった剣身に手を触れる。その瞬間、剣身に無数のヒビが入り、次の瞬間砕けて地面へと落ちてしまった。

　気まずい沈黙が場を支配していたが、やがて小さく笑い声が聞こえ始めた。

「クックックッ……」

「「あ、あの……」」

「はーっはっはっはっ！　いやぁ、まいった！　こんな経験は初めてだ！」

　そう言ってひとしきり笑ったゴードンさんは、どこか晴れやかな笑みを浮かべていた。

「あの……怒ってないんすか？」

「いや？　壊れるような剣が悪いのであってお前さんに非は無いよ」

「でもあの剣、素人目線でも結構な業わざ物ものだと思ったんですけど」

「そうだなぁ、最近作った剣の中では間違いなく一番の自信作だったな」

「オゥ……」

　げぇ、どっかから取り寄せたとかじゃなくてゴードンさんが直接打った剣だったのかよ！　何というか、気まずい。

「でもまぁ、壊れちまったものは仕方がない、気に病むな……しかし、その見てくれからしてかなりの力自慢だろうなとは思っとったが、これ程とはな」

　砕けた剣身と、俺から受け取った柄をしげしげと眺めながら言葉をこぼす。正直非常に申し訳ない気持ちで一杯である。

「だがこれだと、お前さんがまともに振れる剣は今はウチには……いや、待てよ？　アレなら……だがしかし……いや、これだけの膂りよ力りよくがあれば……」

　何やらぶつぶつと呟つぶやきながら、ゴードンさんは店の中へと消えていく。その背中を慌てて俺とリーリエは追いかけていった。

　店内に戻った俺達は、そのままゴードンさんの後に続き倉庫と思われる場所に来ていた。

「こいつを見てくれ」

　そう言ってゴードンさんがカンテラで照らした所には、頑丈そうな鉄の台座に二振りの剣のような物が置いてあった。

　はっきり剣と断言できなかったのは、その形が俺の記憶の中にある剣とは大分異なっていたからだ。

　それは、一言で言うなら巨大な麺めん切きり包丁と鋸のこぎりを足して二で割ったような剣だった。根元から伸びた刃は切っ先付近で直角に曲がり、背には拳程の台形の角ばった突起が十個程付いている。そして、形がおかしければそのサイズもおかしい。

　刃渡りは俺と比べても遜色無いほどの長さを有し、一振りの幅が俺の肩幅の半分程もある。六十センチ程ある柄の長さも合わせれば俺の身の丈を超え、その身の厚さは先程俺が破壊した両手剣の三倍はある。それが、二振り。

「これは親父おやじの代からこの倉庫に保管されてるもんでな……見れば分かるが、剣としてはあまりにも異質な代しろ物もので──」

　ゴードンさんが更に説明をしていたが、あまりよく聞こえない。何な故ぜなら俺は目の前にあるこの二振りの剣から目が離せなくなっていたからだ。

　俺の脳が告げている。「この剣を取れ」、と。

「……ゴードンさん、持ってみても？」

「出来るなら」

　その言葉を聞き、俺は手を伸ばして柄を握り締め、ひょいとその剣を持ち上げた。

「──もしやとは思ったが、本当に持ち上げられるとはな。お嬢ちゃん、試しにもう一振りの方を持ち上げようとしてみな」

「は、はい……って、重っ！　ピクリとも動きませんよこれ!?」

「安心しろ、それが普通だ。ワシだって持てん。恐らくここに運び込んだ時は数人がかりでえっちらおっちら運んだんだろう。で、どうだ？　振れそうか？」

「ええ、問題なさそうっすね。リーリエ、そっちの一振りも借りるぞ」

「あっ、はい！」

　もう一振りを左手に収める。いわゆる二刀流というやつだ。

「……もう一つ話をしておくとだな、その剣には取り回しの他にも欠点がある」

「欠点？」

「元になった重じゆう黒こく煌こう石せきは魔力マナを通さないという特性を持っててな、それは剣として加工されたそいつにも受け継がれちまっているんだ。武器に魔力マナを通して魔法と併用して戦うこのご時世、この欠点はかなり大きなネックとなると思うんだが」

「ああ、それなら大丈夫ですよ。俺魔法使えないんで」

「は？　それは一体どういう……」

「それに関して話すと長いんで……取り敢えず俺は魔力マナも持たず魔法も使えない人間だって事だけ覚えていて貰もらえれば」

「はぁ？　お前は一体……ああ、もういい。これ以上考えると頭が痛くなりそうだ……で、どうする？　素振りしとくか？」

「是非」




　　　　◇◆




　中庭に戻ってきた俺は、再びその中心に立つ。手には、光を反射し鈍い光を放つ二振りの長剣。アホみたいに重いはずの剣だが、全く苦にならない。むしろ異様に手に馴な染じむくらいだ。

「どーれ、じゃあやってみるか」

　剣の柄を人差し指と中指で挟み、ペン回しの要領でクルクルと回しながら俺はその場で二、三回軽くジャンプをして身体からだの重心を調整する。

「……なぁ、お嬢ちゃんよ。ドラゴンよりもアイツの方がよっぽど化け物じゃねえのか？」

「そ、そんな事無いですよ！　ムサシさんはその……色々と規格外ですけど、根は優しい人なんです！　規格外ですけど！」

　ねぇ何で二回言ったの？　大事な事だから？　大事な事だから二回言ったの？　まぁいいけどさ……今から更に規格外な事するけど驚くなよ。

「よし……フッ！」

　息を吐くと同時に、虚空に剣を奔はしらせる。さっきのように最初から全力で振り下ろすのではなく、横よこ薙なぎ・斬り上げ・袈け裟さ斬りといった感じに次々と剣を振るう。

　その太刀筋はお世辞にも美しい物とは言えないだろう。今の俺の剣技は、自分の本能に従った我流。

　型もクソも無いので、ただひたすら力任せに、己の最速を以って剣を振るう。一応、二刀流の利点である手数を生かせるように左右交互に振るように意識はしているが。

「おいおい……アイツはドラゴンをみじん切りにでもするつもりか？」

「剣が見えない……」

　ある程度振るったところで俺は柄の根元を親指と人差し指で握り、大きく振りかぶった。

「──破ハッッ！」

　一瞬の脱力。その後全身に力を入れ、両手剣の時のように全力を以って振り下ろす。踏み込んだ右足が地面を砕き、剣が風を切る音が響いた。

「……うん、いいね。最高だ」

　俺の手元には、持ち出した時と寸分たがわぬ姿の双剣。折れる事も、曲がる事も無く見事に俺の力に応えてくれた。

「ゴードンさん！　これ買います！」

「お、おう……もうなんか、いいよ。無タ料ダであげるわソレ。もともといつかは処分しようと思ってた物だし、どの道お前しか使えん」

「マジすか!?　あざっす！」

　やったぜ、まさかタダでこんな素晴らしい武器が手に入るとは……俺のスレイヤー人生、中々幸さい先さきがいいかもしれねえな。

「しかし、何から何まですみませんね……あの、やっぱり代金は支払いますよ。ここまでして貰って無タ料ダで譲り受けるのは流石さすがに心が痛むというか……」

「ああ？　気にするな……と言いたいところだが、それじゃお前さんは納得しなそうだな。うむ……それなら、一つ頼み事がある」

「頼み事、ですか」

「うむ。お前さんはスレイヤーだ。これからドラゴンと腐るほど戦うだろう？　だったら、偶たまにでいいから店に来て戦った時の剣の使用感や戦いの中で気付いた事があればワシに教えてくれ」

「……うーん、それが代金の代わりでいいんですか？」

「ああ。ワシにとって鍛冶とは生いき甲が斐いであり、人生だ。お前さんがもたらした情報の中に、ワシ自身の鍛冶能力を向上させるキッカケがあるかもしれん。それは、どんな金銀財宝よりも価値がある」

「なるほど、そういう事であればいくらでも話を持ってきますよ」

「それとだ、その剣に名前を付けてやれ。初めて手にした剣、名無しでは可哀かわい想そうだ」

　そう言い残してゴードンさんは倉庫のある方へと消えていく。名前、名前ねぇ……。

「……俺の名前は武蔵むさしで、振るう剣は二本」

　だったら、名前なんて決まってる。いるよな？　日本人なら誰でも知ってる大剣豪が。

「──金かね重しげ」

　かつて、天下無双と謳うたわれた二天一流の開祖・宮みや本もと武蔵が使用したと言われる名刀。

　俺がその名を与えた瞬間、微かすかにその刃やいばが鈍く光った気がした。








四章　『月の兎亭』












　ギルドに戻ってきた俺達は、早速クエストボードの前に立つ。そこには特定素材の採取クエストからドラゴン討伐のクエストまで、様々な依頼書がびっちり貼り付けてあった。

「さぁて、いよいよ初クエストだが何を受けるよ？」

「えっと、その事なんですけど……実際に活動を始めるのは明日からにしませんか？」

「へ？　そりゃまたどうして？」

「外を見て下さい」

「外……おおぅ」

　リーリエに促されて窓から見える景色を眺めると、そこからは黄昏たそがれ色に染まった空がくっきりと見えた。

　思えば、ここミーティンに着いて初日だというのに色々な事をいっぺんにこなしていたので、当然時間も経たっている筈はずである。

　だが、俺にとっては何もかも新鮮な事ばかりだったので、時間の事などすっかり頭から抜け落ちていた。

「確かにこりゃ明日からにした方がいいな。夜間の行動はリスクが高たけぇ」

「はい。それでなんですけど……ムサシさん、まだこの街での活動拠点って決めてませんよね？」

「活動拠点……寝泊まりする場所って事か？」

「そうです。これから本格的に活動を始めていくなら、きちんと身体を休められる拠点は必須です」

「ごもっとも。しっかしなあ、俺今日来たばっかりだから泊まる当てなんてないぞ」

　宿泊施設は当然あるんだろうけど、街の地理なんてリーリエと一緒に行った場所くらいしか把握してないしなぁ。

「……あの、ムサシさんさえ宜よろしければ私がお世話になってる宿屋を紹介しましょうか？」

　俺が思い悩んでいると、リーリエが意を決したように素晴らしい提案をしてきた。渡りに船とはこの事か。

「マジすかリーリエさん、いいんすか？」

「はい。部屋も空いていた筈ですし、宿泊費も他の宿よりも安いですよ」

「おお、いいね。何から何まで世話になってホントに悪いな、明日からの働きで返すから」

「いえいえ。あ、それと一階部分は食堂になっていまして、そこの女将おかみさんが作ってくれる料理がこれまたとっても美味おいしい──」

　その瞬間、俺は電撃的な速度で動いた。

「行きましょう是非行きましょうすぐ行きましょうリーリエ様!!」

「えっ、きゃあっ！」

　ひょいっとリーリエを抱え上げ、疾風の如ごとく駆け出す。

　飯が美味うまい、これは非常に重要な事だ。食は人間を形作る大切な要素フアクターである。

　そして俺は食事が大好きだ。山で暮らしていた時も山菜、狩りに慣れてからは熊肉鹿肉、魚にドラゴンの肉まで片っ端から食していた。

　食事くらいしか楽しみが無かったとも言えるが……つまり何が言いたいかと言えば、俺は今すぐ美味い飯が食いたいんだよ！

「イクゾー！」

「お、落ち着いて下さいぃ～目が回ります～！　それと宿は反対方向ですからぁ～！」




　　　　◇◆




　その宿は《月の兎亭》という名前だった。建物は木造の二階建て、兎の形をした洒落しやれてる看板が入り口の上から吊つり下げられている。その中からは食欲をそそる良い匂いが漂ってきていた。

　今すぐにでも中に入りたいが、残念ながらそれは出来ない。

　……何な故ぜなら、俺は今道の上で正座をさせられ、リーリエにお説教を受けている最中だからだ。

「聞いてますか、ムサシさん！」

「ハイ、キイテマス」

　腕を組んで仁王立ちしているリーリエの後ろには不動明王が見える。おいおいドラゴンより怖いんじゃないか？

「全く……いくら早くご飯が食べたかったからって、私をあんな……お、お、お姫様抱っこして街中を走り回るなんて！」

　顔を赤くし涙目になりながら捲まくし立ててくる。しかしこんな事を考えるのはアレかもしれんが……美少女が恥じらいながら怒ると絵になるねぇ。

「……ムサシさん？　今　何　を　考　え　て　い　ま　し　た　？」

「リーリエは怒り顔も可愛かわいいなといだだだだいふあふあふあふあ！　痛いいふあい！」




　馬鹿正直に口からポロっと零こぼしたら両りよう頬ほおを思いっきり引っ張られた。えっちょっ痛ッ！　何これ、火事場の馬鹿力!?

「は・ん・せ・い・し・て・く・だ・さ・い」

「分かりましたわふありまひた！」

　俺が必死にそう答えると、溜ため息いきを吐つきながら頬を放してくれた。おぉ痛いてぇ痛ぇ。

「もう、これじゃどっちが年上なんだか分からないじゃないですか……」

「すんまへん……まあそれはそれとして、割とガチですまんかった」

　さっと居住まいを正して、頭をきっちり下げる。

　夕暮れ時で通った道に人が少なかったのが幸いだが、それでもとんでもなく悪目立ちしたのは目に見えている。この事でリーリエに良からぬ事言ってくる奴やつがいたら……俺が〆シメよう、うん。

「……ちゃんと反省してくれたのならそれでいいです。次からは気を付けて下さい！」

「相分かっ──」

「それと！　私以外の女性にあんな事しちゃダメですからね！」

「しねーよ！　そんな事したら捕まっちま──ちょっと待て。それはつまりリーリエ相手ならやっていいって事？」

「そうです！　……ち、ちがいましゅ！」

「どっち!?」

「おい！　人の店の前で何やってんだ……おや、リーリエじゃないか。一体どうしたんだい？」

　ギャーギャー騒いでいたところ、バンッ！　と建物の扉が開かれた。これは間違いない、女将さんの登場だ。




　　　　◇◆




「──で、暴走したそっちのゴリラを道端で説教していたら、頭に血が上りすぎて自分でも気が付かないうちにこっ恥ずかしい事を口走っていた、と」

「死にたい……」

「おう死ぬな死ぬな、明日からパーティーとして一緒に活動していくんだから。それとゴリラはあんまりっすよ女将さん」

　あの後、《月の兎亭》から出てきた女性の仲裁により、リーリエの暴走は収まった。

　アリーシャと名乗ったその女性は、それなりに年齢を感じる出いで立たちだったが、それを全く感じさせない美貌と肩甲骨辺りでまとめられた長く美しい黒髪、初対面の俺と面と向かって話しても物もの怖おじしない豪気さを併せ持っていた。あと口元のホクロがめっちゃセクシー！

　昔はエルフの旦那さんと二人で【黒銀の双翼】と呼ばれた凄すご腕うでのスレイヤーだったらしいが、戦いの中で旦那さんと死別してからは一線を退き、スレイヤー時代に稼いだ金で《月の兎亭》を始めた。

　以来、女将としてこの宿を一人で切り盛りしてきたらしい。

　そして今、俺達はそのアリーシャさんに《月の兎亭》一階にある食堂に案内され、カウンター席に腰をかけていた。

　あ、ちなみに金かね重しげはマジックポーチにぶち込んでます。流石さすがにアレ背負ったまま椅子に座ったら粉砕必至だからな。

「うるさいね、女に恥かかせるような筋肉ダルマなんざゴリラでいいんだよ」

「それはゴリラに対して失礼なような気がするんですが……」

　俺達の前と厨ちゆう房ぼうを行ったり来たりしながらアリーシャさんは的確に俺の心を抉えぐってくる。

　てかこの世界ゴリラいるのか。魔の山では一度も見た事無かったけど……生息域が違うのか？　あとどうせなら下っ端ヒラゴリラじゃなくてボスゴリラシルバーバツクがいいです、はい。

「図ずう体たいの割に細かい事気にする男だね……にしても、アンタがリーリエとか」

　雑談をしながら、アリーシャさんはじっくりと俺を見てくる。まるで品定めでもされているようでむず痒がゆいな。

「……一つだけ言っておくけど、リーリエを裏切るような事したらタダじゃおかないよ」

　はっきりと、そう告げられた。言葉を投げかけた際に纏まとった空気が一般人のソレじゃない。少なくとも因縁吹っ掛けてきた二人やギルドに居た他のスレイヤーとは次元が違った。

　なるほど、これが元凄腕か。金玉縮み上がりそうだ。しかし、だからこそ安心できる。この人はアリアさんと同じ数少ないリーリエの身を案じる側の人間だ。俺はシンプルに返す。

「しませんよ、そんな事」

「……ま、今は信じてやるよ。にしても何でわざわざウチの店先でおっ始ぱじめるんだい、傍はた迷惑にも程があるよ。おかげで夕飯の時間帯なのに今日はアンタ達以外の客が入ってないじゃないか」

「すんません、完全に営業妨害でしたね……あの、お詫わびになるかは分かりませんがこれを」

　そう言って、俺はマジックポーチの中から碧鋭殻竜ヴエルドラの肉を取り出す。解体してすぐにリーリエのマジックポーチに移し、その後俺のマジックポーチに入れ直したので鮮度は問題ない筈はずだ。

「ほう……それはドラゴンの肉だね、しかもかなり上質な物だ」

　俺の取り出した肉を見たアリーシャさんの目がギラリと輝く。よし、手応えは十分。

「魔の山で討伐した碧鋭殻竜ヴエルドラの肉です。もし宜しければ一匹分全て差し上げますよ」

「碧鋭殻竜ヴエルドラの肉!?　そりゃまた稀き少しような……市場にも殆ほとんど出回らない代物じゃないか……よし、受け取ろう。それで今回の件はチャラだ」

「あざっす！　じゃあマジックポーチごと渡すので、全部取り出したら返して貰もらえれば。あ、あと他の碧鋭殻竜ヴエルドラの素材やら俺の剣やらも入ってるので怪け我がしないように気を付けて下さい」

「全部か、気前がいいねぇ……にしても碧鋭殻竜ヴエルドラか」

　厨房で肉を取り出しながら、アリーシャさんが何か言いたいような目つきでこちらを見てくる。

「その辺に関しては後でお話ししますよ……しかし助かりました。俺じゃあの場を収められる気がしなかったんで」

「商いの邪魔だったから追っ払おうとしただけだよ。でもその渦中の中心がリーリエだったからね……ウチに泊まってくれてるお客を助けるのもアタシの役目さ」

　そう言って笑うアリーシャさんは、とても美しかった。これが噂うわさに聞く『美魔女』というヤツなのか？

　いや、あんまり不ふ埒らちな事を考えると天国の旦那さんに申し訳ないし、下手すると呪い殺されそうな気もするが、それでも敢あえて言わせてもらいたい。

　──なんだあの乳!?　ホルスタインか？　どんだけ夢と希望が詰まってんだよ!!

　リーリエも防具の上からでも分かる立派なおっぱいモノをお持ちだが、アリーシャさんはそれを遥はるかに上回る。それでいて美しい形を失っていないとか反則だろ……。

　しかも身体からだがめっちゃ柔らかそうなんだよ。程よく肉付いていて、出るとこは出て締まるところは締まっている。所謂いわゆる男受けがいい身体ってやつだな！

　そんな女性がその豊かなたわわをゆっさゆっささせながら目の前行き来してたら、そりゃ男なら誰だって見るでしょうよ。邪よこしまな事考えるのも不可抗力っすよ……だから旦那さん、今この瞬間だけは許してくれ。明日からは平常心に戻るから……え？　ダメ？　マジっすか旦那さん勘弁して下さい。

　そんな下心丸出しの表に出したら即通報な事を考えていたら、注文していた料理が運ばれてきた。その瞬間に俺の意識は色気から食い気にシフトチェンジした。

「はい、お待ちどおさま。パンとサラダ付きの特盛ドラゴンステーキ定食だよ」

「やったぜ！　いただきます！」

「はい召し上がれ……って、アンタはいつまでいじけてるんだい」

「いたっ！」

　目の前に出された極厚のステーキとパンに食らいつく俺の脇で、カウンターに突っ伏してブツブツと言っていたリーリエの頭にアリーシャさんの手刀が落とされた。

「まずは飯食っちまいな。そのゴリラに対する愚痴なら後でいくらでも聞いてやるから」

「ううっ、はい……あっ、いつもと味付けが違いますね」

「今のアンタに合うように少し変えたのさ。さぁ冷めないうちに」

「ありがとう御座います……」

　柔らかく笑うアリーシャさんに促され、リーリエはフォークを進める。まだ落ち込んでいる様子だったが、食が進むにつれて徐々にその顔はいつものリーリエに戻っていった。

「しっかしあのリーリエがこんな男を引っかけてくるなんてねぇ……」

「その辺は、色々と、ありまして」

「食うのか喋しやべるのかどっちかにしな！　ああもう、口元！」

　おっと、これは確かに行儀が悪かったな。しかし美味うまいな、リーリエの言葉に嘘うそ偽りは無かった訳だ。

　他の食事処どころは知らないが、恐らくここより美味おいしい所はそう無いのではなかろうか。勘だけど。

　しかしアリーシャさん、怒りながら俺の口元をガシガシ拭くのは恥ずかしいのでやめて下さい……絵面が酷ひどい事になってます……。




　　　　◇◆




　たっぷりと料理を楽しんだ後に俺が通された部屋は長らく空室だった割に綺き麗れいに整えられていた。恐らくアリーシャさんがきちんと毎日掃除をしているのだろう。

　広さはシャワーとトイレを含めて十畳程だろうか。ベッドと机と椅子が備え付けられており、生活するのに十分な部屋だ。洞窟暮らしの時と比べれば天と地ほど差がある……当たり前の事だけどね。

「家具の持ち込みは自由だ。あ、でも壁に穴開けたりするのは禁止だからね！　それと綺麗に使うように。はい、これが部屋のカギだ」

「うっす、ありがとう御座います」

「それじゃあアタシは下に戻るけど、何か分からない事があったら遠慮せずに聞くんだよ」

　そう言い残してアリーシャさんは部屋を後にし、一階の方へと降りていった。

「私も自分の部屋に戻りますね。ムサシさん、改めて明日からよろしくお願いします」

「おう、こちらこそよろしくな」

　別れの挨拶を交わしてリーリエが出ていこうとしたので、彼女の部屋の前まで送った。

　……隣の部屋じゃん。こりゃ下手に大きな音はたてられないな。いや、五う月る蠅さくする予定は無いけれども。

　てか俺の聴力だと普通にリーリエの部屋の物音捉えられるなコレ。着替えの音とか、シャワーの音とか……。

「ッスゥーー……よし、取とり敢あえず荷物を置くか。あと耳は少し絞ろう」

　邪な考えを振り払い部屋に戻った俺は腰のポーチ類とブレードホルダーを外して机の上に置く。そして、部屋に備え付けてあったベッドに横になった。

「はぁ～……毛皮製じゃないベッドで寝るなんて十年ぶりだな。どうすっぺ、まずはシャワーでも──」

　ミシシシィッ！

「……今度デカくて頑丈なベッドを買って来よう」

　足はみ出るし、幅的に寝返りを打つのもしんどそうだからな。俺は悲鳴を上げたベッドの上で、そう決意した。








五章　『悪い子にはお仕置きだべ！』












《月の兎うさぎ亭》で朝食を済ませた後、俺とリーリエはギルドに赴いていた。まだ八時ちょいくらいだが、ギルドの中は既に多くのスレイヤーで賑にぎわっていた。

「あら、お二人ともおはよう御座います」

　ギルドに入った俺達に声を掛けてきたのは、俺のスレイヤー登録を担当したアリアさんだ。その手には、何やら大量の書類を抱えている。

「ウッス、おはよう御座います」

「おはよう御座いますアリアさん。それは……依頼書ですか？」

「ええ。全て受注期限切れの依頼書で、これ以上クエストボードに貼っておく事が出来ないので纏まとめて処理しているんです」

　そう言って一旦手近な机に依頼書を置いたアリアさんは、そこから数枚を抜き取って見せてくれた。

　見せてもらった依頼書は全て色いろ褪あせ紙が変色しており、中々の年季を感じさせる。つまりこれらは、発注されたのはいいものの、長い期間誰も受注しなかったクエストという事か。

「にしても数多いっすね」

「ええ、ある程度枚数が溜たまってから一気に処分する事になっているので……よいしょっと」

　積み重ねられた依頼書を再び持ち上げ、アリアさんはカウンターの方へと向かっていった。

「……ギルド職員って大変だなぁ」

「ですね。あの依頼書だって一度は全部目を通してる訳でしょうし……さて、私達は私達の仕事を始めるとしましょうか」

「はいよ」

　心の中でアリアさんにエールを送りつつ、俺達はクエストボードの前へと足を運んだ。

「おーおー沢山あるねぇ」

「うーん……あっ、これなんかどうですか？」

「どれどれ？　……廃鉱の調査及び可能であればそこに住み着いた敵性生物の排除か」

「はい。これなら白等級の私達でも受注できます。初めてパーティーを組む私達にとっては連携の確認も出来るうってつけのクエストだと思います」

　確かに。俺もリーリエも共闘の経験は全く無い。そもそも俺はスレイヤーとしてのセオリーなんて何も分からんから暫しばらくはリーリエに任せるのがいいだろう。決して頭を使うのが嫌とかじゃないぞ！

「よし、これで行こうぜ。さっそく受付に──」

　意気揚々と受付に向かおうとした時、ふっと人影が視界に入った。そして人影は無造作にリーリエが持っていた依頼書をパシッと奪い取る。

「あっ……」

「ふーん、《ネーベル鉱山》で廃鉱の調査ね。息抜きには丁度いいかしら……ちょっと〝能無し〟これわたし達に譲りなさいよ」

　随分と高圧的な態度を取る金髪の女にリーリエは縮こまる。これ知ってる！　街に来たばっかの時に会ったヤツと同じ感じだ！

「ていうかアンタ、本当にパーティー組んだんだ」

　そう言ってパツキン女はじろりと俺を見る。

　よく物もの怖おじしないもんだと思ったが、理由はなんとなく分かった。こいつリーリエに全力で悪意を向けてるから俺の事なんて眼中に無いんだ。だから正常な感覚を失ってる。

「噂うわさに聞いてた通り、山猿みたいな男ね。知性も理性も無さそう……ま、〝能無し〟にはお似合いかしら」

「む、ムサシさんを悪く言わないで下さい！」

「は？　今アンタ口答えした？」

「う……」

　パツキン女に凄すごまれて、リーリエは口を噤つぐんでしまう。

　てか思い出したわ。こいつジークとかいうモヤシ野郎の取り巻きの一人だわ。よく見たら向こうで他の四人がクスクス笑ってるし。

「いつからアンタそんなに偉くなったの？　万年白等級でドラゴン一匹倒せないギルドのお荷物の癖に。挙げ句の果てには一人じゃ何も出来ないからって外からこんな男引っかけてくる始末だし」

　……言いたい放題過ぎて最も早はや笑えてくるな。もういい？　もうぶっ飛ばしていい？

「知ってるわよ、この男が街中で騒動起こしたの。問題児と役立たず、まぁある意味お似合いかしら」

　おっと今度はこっちに矛先向けてきたぞ？　つー事はあれだ、コイツリーリエにいちゃもん付けるのと愛いとしの彼氏を吹っ飛ばした俺を糾弾するために絡んできたんだな。

　この時点で、俺の思考は別方向に切り替わっていた。つまるところ、どうやってコイツをしばき上げてやろうかって話なんだが……。

「ま、いいわ。アンタ達は大して価値の無いクエストを延々と回しとけばいいのよ。この廃鉱でのクエストは息抜きに貰もらうけど──」

「ギルドの職員として訂正させて頂きます」

　凜りんとした声が、俺達とパツキン女の間に割り込んだ。コツコツとヒールで床を叩たたく音と共に近寄ってきたのは、書類整理を済ませたアリアさんだった。

「ギルドが発注するクエストに、価値の無い物など一つもありません。内容は違えど、全て依頼者がいます。個人であったり商人であったり組織であったり……」

　かちりと眼鏡めがねを指で上げたアリアさんは、努めて冷静にあろうとしている。だが俺の目は誤ご魔ま化かせない、これは間違いなく怒っている。

「助けて欲しいと願う人がいて、それに応えるのがギルドでありそこに属するスレイヤーの勤めです。派手なドラゴン討伐が全てではありません」

「ぐっ……！」

「クッ、ククッ」

　顔を赤くして歯を食いしばるパツキン女を見て、俺は思わず吹き出してしまう。クワッと、悪意と憎悪のこもった瞳が俺に向けられた。

「アンタ、何笑ってるのよ！」

「いや、笑うなって言う方が無理だろ常考。ふんぞり返って散々好き放題言った癖にいざ正論ぶつけられたら顔真っ赤って……ぶはっ！　駄目だ我慢できねぇ！」

　遂ついに腹を抱えて笑い出した俺を見て、パツキン女の何かがキレたのが分かった。だが、これでいい。

「っ、このッ！」

「！　ムサシさ──」

「危ない！」

　マックスぶち切れのパツキン女が拳を振り上げたのを見て、リーリエが悲鳴を上げアリアさんが即座に止めようとした。

　しかし俺は腕でそれを制する。間を置かず、パツキン女の拳が俺の顔面に直撃した。

　ゴッ！　と鈍い音がホールに響き渡る。しんと静まり返る中で唯一、俺のくつくつという笑い声が木霊こだました。

「……!?」

「あー痛いてぇ痛ぇ、鼻折れたわ死にそう。これヤバいわ命の危険すら感じるヨ～」

　完全な棒読み台詞ぜりふだが、建前として必要だ。何せこれからせーとーぼーえーをする訳だからな！

「アンタ、無傷──」

「よっと」

　驚きよう愕がくに目を見開くパツキン女の腰を、俺は無造作に左腕で抱えてするりと持ち上げた。

「んなっ!?」

　何が起きたか分からないといった様子のパツキン女。気にせず俺は眼下で揺れるケツを見る。

　スカートの意匠を取り入れた可愛らしい防具。センスはいいんだなと思いつつ俺は遠慮無くそのスカートを捲めくり上げた。

「は、え？」

　空気が、固まった。衆人にさらされた綺き麗れいなおケツ。パンツはピンクですかそうですか、リーリエのなら嬉うれしかったけどコイツのは別にって感じ。

　ハァーと右手に息を吹きかける。そして振りかぶり──




　──バッチィーーン!!──




「がっ!?」

「ひとぉーつ！　無闇矢や鱈たらに人を見下さなーい！」

　馬鹿デカい乾いた音が響き渡る。そう、これは古いにしえより伝わる由緒正しいお仕置き……ケツ叩きだ！

「ふたぁーつ！　勝手に他人ひと様さまの価値を決めつけなーい！」

「いぃっ!!」

「みぃーっつ！　えー……次にリーリエに同じ事やったらぶっ飛ばーす！」

　パツキン女の尻についた手形は、最早赤色を通り越して青紫だった。たった三発でこの有様だとこれ以上やるとショック死しそうだな……チッ、しゃあねぇ。

「以上三つゥ！　その俺より足りなそうな脳みそに叩き込んどけェ！」

　ビクビクと痙けい攣れんするパツキン女を、俺は遠くで震えながら一部始終を見ていたクソ女共四人の所へとぶん投げた。

「今言った事はお前らにも言ったんだからなコラァ!!」

　パツキン女を受け止めてガクガク震える四人の女を指さしてから、ぐるりと俺はホールを指さして宣言する。

　これだけ人が居て止めに入って来たのはアリアさん唯ただ一人。何な故ぜ魔法一つ属性一つ不利なだけでここまでの扱いをリーリエが受けなきゃならんのだ。

「……お前らいつまでそこに居るんだ、目障りだから失うせろッ！」

　呆ぼう然ぜんとしているクソ女共を一喝して、ギルドから追い出す。ここまでやって、漸ようやく一息つく事が出来た。

「ふぅー、これでヨシ！　いやーすまんな二人とも」

　ニッコリ笑顔で後ろを振り向くと、そこにはぽーっとこちらを見つめるリーリエとこめかみをピクつかせ引き攣つった笑顔を浮かべているアリアさんの姿があった。

「……ムサシさん、少し奥へ。リーリエも」

「あっ」




　　　　◇◆




　結論から言いますとですね、メッチャ怒られました。確かに手を出したのは向こうが先だが対処の仕方にも限度があると。常識的な範はん疇ちゆうに留とどめろと。

　ハイ、ハイと頷うなずくしか無かったよねぇ。あと俺に対する周りの認識が取り返しが付かない事になっている気がしない事も無いが……まぁしゃーない。

　それとアリアさんに言われたのは〝こういう事をしてもそれは一時的な効果しか生まない。真にリーリエの事を周囲に認めさせたいのなら二人で頑張ってスレイヤーとして結果を出せ〟という事だった。

「まー恐怖政治じゃ長持ちはせんよな……」

「あの、ムサシさん」

「ん？　どうした？」

　奪い返した依頼書で無事クエストを受け馬車まで向かいながらぼやいていると、リーリエが隣を歩きながら話しかけてきた。

「改めて聞いておきたいんです。どうして、そこまで私のために怒ってくれるのか。出会って間もない私を、そこまで気にかけてくれるのか」

　いつになく真剣な声音。視線は前を向いたままで歩みも止まっていないが、逃げを許さない空気だ。だから俺も正直に答える。

「恩がある。俺を人間の世界に導いてくれたデカい恩……でもそれだけじゃなくなった。この街に来て、リーリエを取りまく理不尽な環境を間近で見た。アレは普通折れてもおかしくない」

「…………」

「でもリーリエは折れてなかった。能力的に不利でどれだけ見下されて邪険に扱われても頑張ってきた。そうだろ？」

　リーリエが過去に味わってきた屈辱がどれ程の物だったかを正確に推し量るなんて無理だ。それでも鍛える前の俺だったら絶対に全てを諦めてると断言できる。

「それって凄すげぇ事だよマジで。根っこの部分の強さならあのバカ共じゃ絶対リーリエには敵かなわない、間違いなく。でな？　率直に言うと俺そういうヤツ大好きなのよ」

「すっ……!?」

「人間としてね」

「あ、はい」

「そんなリーリエだから力になりたいと思うのよ。これは理屈とかそういうんじゃなくてもう感情の話だね」

　この選択が正しいかどうかは知らん。だが山で鋭敏に鍛え上げられた俺の直感は告げている、それでいいのだと。

「ま、そんな感じだ。俺はそうしたくてリーリエと一緒にいる。他の誰かが文句付けてきても心変わりなんてしないよ」

「そう、ですか……」

　俺の回答を聞き、リーリエは暫しばらく考え込む。そしてふっと顔を上げて、俺の方を見た。

「ムサシさん。私、もっと頑張ります。頑張って頑張って……強くなります」

　──リーリエの中で何かが変わったと、俺は感じた。今までとは違う、大きな変化が心の中であったのだと。

　だから俺は何も言わず一回だけ頷く。そして再び前を見据えて歩き出した。今はただ、前に進むのみだ。








六章　『エンカウント』












　俺とリーリエを乗せた馬車が、ゴトゴトと音を立てながら街道を行く。本日は快晴、絶好のクエスト日和だ。

「で、今回行く廃鉱は……ネーベル鉱山だっけ？」

「そうですね。元は良質な鉱石が採れる場所で有名でしたが、二年前にドラゴンの襲撃を受けて放棄され、以来そのまま放置されていたようです」

「……ん？　って事は、もしかしてそのドラゴンがまだ居座ってるかもしれねぇんじゃねぇのか？」

「可能性はありますね。依頼書には『敵性生物の排除』と書かれていましたから。ドラゴンとは明記されていませんが、その敵性生物を排除している時に遭遇する可能性はあります。ただ、確率的にはかなり低いと思います」

「ほう、そりゃまたどうして？」

「このクエスト、実は定期クエストに指定されていたんですよね。依頼内容を再確認しているときに気付いたんですが」

「定期クエスト？」

　おっと、ここに来て把握していない単語が出てきたぞ。

「あ、説明してませんでしたね。定期クエストっていうのはギルドが一定期間毎ごとに発注するクエストの事で、この廃鉱の調査も定期的にスレイヤー達の手で行われているようなんです。これまでの調査の中で、鉱山を襲ったと思われるドラゴンとの遭遇エンカウントは無かったとアリアさんから聞きました」

「なるほどねぇ。てっきり初クエストでドラゴンと戦って連携を確認することになるのかと思ったが」

「流石さすがにそれは……もし過去にドラゴンとの戦闘があった事が分かったらクエストを変えるつもりでしたよ」

　まぁ、そりゃそうだろうな。何のために難易度の低いクエストを選択しようとしたんだよって話になるし。

「ま、とにかく現場に着いて取りかからん事には分からんし今は深く考えんでもいいか」

「ですね」




　　　　◇◆




　ミーティンを出立して三日目。ネーベル鉱山に辿たどり着いた俺達は近くの馬宿に馬車を待機させ、廃鉱までの道を歩く。

　道は元から整備されていた所に定期的にスレイヤー達が入っていた事もあって、歩くのに全く問題無いほど綺き麗れいな状態だった。

「魔の山とは大違いだなぁ……」

「それはそうですよ。ネーベル鉱山では沢山の炭鉱夫が働いていましたからね、周りの環境もしっかり整備されていてとても働きやすい場所だったそうです」

「はぇ～。炭鉱夫って結構キツイ職業ってイメージがあるけどなぁ」

「確かに重労働ですけど、それに見合うだけの給金が支払われていたんです。ここで働いていた人達は一般的な人よりかはよっぽど豊かな生活が出来ていたそうですよ？」

「はぁ～羨ましいねぇ。でもアレだな、それだとドラゴンの襲撃でここが閉鎖されたせいで路頭に迷った奴やつも大勢いたんじゃねえのか？」

「そうですね……多くの人は貯ためていた給金を持って故郷に帰ったり、別の鉱山で働いたりしているそうですが、それが出来なかった人達は……」

　そう話すリーリエは、どこか哀かなしみを感じさせる表情を浮かべていた。見ず知らずの人間のために心を痛められるこの子は、やはり根本的にいい子なんだなと思う。

「……戻って復興させようと思った奴は居なかったのか？」

「どうでしょうか……内心では戻りたいと思っていた人は大勢いたと思います。でも、スレイヤーでもない一般人がドラゴンに襲われたら、その恐怖は中々消えないものです。当時の襲撃の際は、死傷者もかなり出たみたいですから」

　その話を聞いて、俺はこの世界に来て碧鋭殻竜ヴエルドラに襲われた時の事を思い出した。

　あの時、俺の心は目の前に現れた異常な存在からもたらされる恐怖に支配されていた。その恐怖と死から逃れるために、死に物狂いだった。

　逃げ延びた後も、その時に植え付けられたトラウマを克服するのには非常に長い年月を要した。正直、完全に克服できたのはリーリエと出会った時にこの手で奴を倒した時だったと思う。

　もう自分の方が強い、だから恐れる事など何もないとあの時は思っていたが……いざ自分の手で倒した時、一瞬だけ心が軽くなる感覚を覚えた。

　もしかしたら、心の何ど処こかで俺はアイツを恐れたままだったのかもしれない。

「頭では戻りたいと思うが……心がそれを拒否する、か。ままならねぇもんだな」

「そうですね……あ、ここですよ」

　そうこうしている内に、俺達の目の前に廃鉱の入り口が見えてきた。

　鉄の枠組みで頑強に補強されていたが、その一部が不自然にひしゃげて錆さびついている。恐らく、当時ドラゴンが入り込んだ時に出来た傷跡だろう。

「中は暗そうだな」

「魔力灯マナライトも機能していませんからね。──【照光イルミネイト】」

　中に足を踏み入れると同時に、リーリエが魔法を発動させる。

　足元に白い魔法陣が現れたかと思うと、そこから白い光を放つ光球が四つ出現し、俺達の身体からだの周りに停滞して辺りを照らし出した。

「これで明かりは大丈夫です」

「いいね。夜目は利く方だが、やっぱ明かりがあった方がずっといい」

「ありがとう御座います。さぁ、行きましょう」

　リーリエは魔導杖ワンドを握り直し、俺はパキパキと指の骨を鳴らす。

　十分に周りを警戒しながら、俺達は廃鉱の奥へと進んでいった。




　　　　◇◆




　廃鉱の中は、外の比較的綺麗な状態とは違って、かなり荒れていた。

　壁のあちらこちらが崩壊していたり、不自然に抉えぐり取られたような跡が残っていた場所もあった。

「当然と言えば当然だが、結構状態が酷ひどいな」

「ええ。あちこちにドラゴンが襲撃した時の跡が残っていますし」

「だなぁ。……うおっ、これトロッコのレールか？」

「見事にひしゃげていますね」

「……なぁリーリエ、あれ見てみ？」

「何ですか……うわぁ」

　俺が指さした先、そこには深々と壁に突き刺さっているトロッコがあった。

「多分ドラゴンに吹っ飛ばされてああなったんだろうなぁ」

「ですね……」

「しかしここ、人間が使っていたにしては随分と通路や採掘場所の空間が広くとられてるな」

「運び出す鉱石の量が大量だったのと、行き来する人間の数が多かったので、これくらいの空間が必要だったんでしょうね。でも、その広さが仇あだになった。この広さだと大型種のドラゴンも悠々と通れてしまうので」

「まさかドラゴンが鉱山の中に入り込んで来るなんて思わんかったんだろうな」

　餌になるような物だってここじゃ少ないだろうに。……いや、もしかしてここで働いていた大量の人間が目的だったのか？　もしそうだったら……おっかないな。

「しっかし、さっきから大分歩いてる気がするけど、獣一匹いやしねぇな」

「そうですね……依頼書には『敵性生物の排除』とも書かれていたので、何かしら獣や小型種のドラゴンが入り込んだりしているものかと思いましたが」

　そうなのだ。今いる場所に至るまで、俺達は他の生物と出くわす事は無かった。ここは荒れているとはいえ、雨風を凌しのぐには最適な場所である。だから獣の類が屯たむろしているのかと思いきや、その気配が全くしない。

　……どうにも、嫌な予感がする。魔の山で十年生き延びてきた俺の本能が、警鐘を鳴らしていた。

「ムサシさん！　これを見て下さい」

「ん？　どした？」

　俺が物思いに耽ふけっている間に、リーリエが何か見つけたようだ。その方向に向かって歩いていき、しゃがんで地面を指さすリーリエの隣に同じようにしゃがみ込む。

「これは……足跡だな」

「ええ。恐らくここに住み着いている獣の物かと」

「だな。んでこいつは……狼おおかみの足跡だな」

　残された足跡の横に手を置き、自分の手の大きさと比べてみる。……中々大きな個体の物のようだ。

「しかし残っているのが足跡だけか」

「肝心の狼は何処に行ったんでしょう？」

　疑問符を浮かべながら、リーリエは首を傾かしげる。その時、俺はその足跡の先を見ていた。

「……リーリエ、見てみろ」

「え？」

「この足跡の主は、どうやら向こうへ行ったようだな」

　そう言って俺が指さした方向には、恐らく下層へと繋つながっているであろう下り道があった。その奥へと、狼の足跡は伸びている。

「なるほど。この先にある空間が根城になっている可能性が高い、と」

「ああ。それによく見てみろ、続く足跡は一つじゃない」

「……本当ですね。となると、群れでこの先に居座っている可能性が高いという訳ですか」

「その通りだ。さて、ここから先は俺が先陣を切る。リーリエはバックアップの用意を頼む」

「分かりました。ただ、この先はこれまでの道よりも狭いようです。周りに気を付けて行きましょう」

「合点承知」

　こうして、俺達は残された足跡をなぞるようにその奥へと進んでいった。




　　　　◇◆




「……なぁリーリエさんや、ここって鉱山の下層部分なんだよな？」

「その筈はず、なんですが……これは一体……」

　俺達が辿り着いた場所、そこは他の場所に比べて更に大きな空間が広がっていた。

　……いや、いくら何でも広すぎんだろ。ミーティンの中心部にある噴水広場がまるっと入るレベルの大きさだぞコレ。

　だが、真に俺達が驚いたのは空間の広さではない。

「……何で空が見えてるんだ？」

　そう、この空間にはさんさんと陽光が降り注ぎ、周囲一帯を明るく照らし出していたのだ。それこそ、リーリエの【照光イルミネイト】が不要なくらいに。

　太陽の光が差し込む方向──本来であれば壁がある筈のその場所は、斜め上に向かって大きくブチ抜かれており、そこから雲一つない青空が顔を覗のぞかせていた。

「ていうか、壁が丸ごと無くなってんぞオイ」

「これも、ドラゴンの仕業なんでしょうか？」

「かなぁ……でももしそうならこれをやった奴は相当強い部類に入るんじゃないのか？」

「間違いなく碧鋭殻竜ヴエルドラクラス……いえ、下手をするとそれを上回る力を持った大型種の可能性が高いです」

「マジかよ行こうぜ！　戦ってみてぇよ俺！」

「ステイ」

「はい」

　リーリエが眉間に手を当てて予想外の事態にどうするか考えていた時、俺は大穴が開いた方向とは反対側にある壁に、ある物を見つけた。

「なぁリーリエ、これって」

「え？　……掘りかけの鉱石、ですね」

　俺達が目を向けた先には、むき出しになった巨大な鉱石群があった。太陽の光を反射して輝くそれらは、素人目で見ても非常に質の良い鉱石だと分かった。

「鉄鉱石に、銅鉱石。銀鉱石も混ざっていますし……あっ！　金剛結晶ダイアクリスタルまでありますよ！」

「それって、凄すごい物なのか？」

「はい、業わざ物ものと呼ばれる武具にはほぼ確実に使われている素材です。見た目も非常に美しいので、装飾品の素材としても人気ですね。モノによっては竜りゆう核かくを上回る価格で取引されているとか」

「よっしゃ、持って帰ろうぜ！」

「えぇっ!?　で、でも採掘道具なんて持っていませんよ？」

「心配ご無用、手刀でサクッと削り取ったるわ」

「はい？　そんな事出来る訳……いえ、ムサシさんなら可能ですね、確実に」

「よく分かっていらっしゃる。それじゃ早速……」

　意気揚々と鉱石群に近づいたところで、俺はピタリと足を止めた。

「……なぁ、リーリエ。聞きたい事があるんだが」

「どうしたんですか？」

　突然足を止めた俺に、リーリエが怪け訝げんな顔をしながら問いかけてくる。

「ドラゴンってさぁ、種類によって食べる物が違ったりするのか？」

「？　そう、ですね……ドラゴンは個体毎ごとの特徴の差が激しいので、単純に肉食・草食と分ける事は出来ませんね」

　突然どうしたといった感じでリーリエは首を傾げる。

　俺の思考は急速に回転を始めていた。こうなる時は昔から決まっている──〝戦い〟が近づいている時だ。

「なるほどね。じゃあ鉱物を主食にするドラゴンが居てもおかしくない訳だ」

「え？　それは、どういう……」

「この鉱石群をよく見てみろ。一部がまるで鋭利な刃物に抉り取られたように綺き麗れいに消失している」

「……！」

　俺が指摘した場所、そこは半円の形に綺麗に無くなっていた。そして辺りをよく見渡せば、他の鉱石群が露出した場所に同じような痕跡が幾つも見られた。

「野生動物ってのは賢い生き物でな、自分よりも遥はるかに強い相手には決して戦いを挑まない」

「えっ？」

「だから俺はここに来るまで、闘気やら殺気やらは全部身体からだの内側にしまい込んでいた。そうじゃないと排除しなきゃならない敵性生物に逃げられると思ったからだ」

　そう話しながら、俺はゆっくりと金かね重しげの柄つかに手を伸ばす。

「ここに他の生物の気配が無いのは至極単純……逃げたんだ、俺達が来るよりも前に。ここに住み着いていた狼の群れも、自分達の前に現れた圧倒的強者を前にして、自分達の生存のためにねぐらを放棄した。といっても、方向的にこっちに逃げるしか無かった狼の群れがどうなったかは……とにかく、狼や熊といった連中にそんな恐怖を与える存在なんて、自然界には一つだけだろうな」

「まさか……」

　遠くから、風を切る音が聞こえる。その音は壁に開いた大穴から聞こえてきており、どんどんこちらに近づいて来ている。

　俺は金かね重しげを抜刀し、後ろを振り返った。

「構えろリーリエ。ここの家主が帰ってきたぞ」

　その影は、滑空する形で大穴から坑道内へ飛び込んできた。着地した瞬間、轟ごう音おんと共に砂さ塵じんが舞い上がる──それが開戦の、狼煙のろしとなった。








七章　『VS【飛駆竜】』












　俺達の前に降り立ったソイツは、辺り一帯に響き渡る憤ふん怒ぬの咆ほう哮こうを上げた。

《グルオオオオオオオオオオオオオ!!》

「うっせぇなこの野郎、ピーチクパーチク喚わめきおってからに」

「そんな……どうしてこのタイミングで……」

　魔導杖ワンドを持ったリーリエの手がカタカタと震えている。こりゃいかんな、想定外の事態に恐慌状態になっとる。

　俺は左手の金かね重しげを地面に突き立て、空いたその手をリーリエの頭にポンと置いた。

「心配すんな。俺の強さは知ってるだろ？　それに今回はお前もいるんだ、万に一つも後れを取る事なんざねぇよ。……俺の言葉は信じられないか？」

「──！　いいえ！　そんな事は無いです！」

「なら良かった。んじゃ、俺もその期待に応えないとなぁ。ぶっつけ本番になっちまったが、まぁいい」

　金かね重しげを左手に持ち直し、俺は眼前のドラゴンを見据える。

　その姿は、俺の記憶にあるドラゴン──碧鋭殻竜ヴエルドラとは、大きくかけ離れていた。

　奴やつは二足歩行だったが、コイツは四足歩行。だが、一番奇怪なのは体表だ。

　その身体は、大小様々な鉱石の塊で覆われており、陽光を受けて鈍く光を放っている。碧鋭殻竜ヴエルドラに勝るとも劣らない巨体を運んだ翼は、今は背中にすっぽりと格納されて全く見えなくなっている。

　後脚に比べて発達した前脚は、先端が無数の鉱石を固めて作ったような巨大な球状の……外殻？　で覆われていた。

《グルルルル……》

「おーおー怒っていらっしゃるねぇ。リーリエ、確認したいんだが──っとお！」

　リーリエに語りかけようとした瞬間、ヤツが俺めがけて飛びかかって来た。

　いや、この場合殴りかかって来たと言うべきか。あの前脚の外殻、どうやら鈍器の役割を担っているらしいな。

　俺はその超重量ウルトラヘビー級のパンチを、真正面から金かね重しげを以もって迎え撃つ。

　ガィン!!　という衝突音が響き渡る。コイツ、中々のハードパンチャーだな。普通ならこの重量差でぶつかり合えば、当然吹き飛ばされるのは俺になる訳だが──

「噴フンッッッ！」

　残念、お前が相手にしているのは普通じゃない奴なんだなこれが！

　ヤツの拳とカチ合った金かね重しげを、膂りよ力りよくの赴くまま強引に振り抜く。

　跳躍して殴りかかって来ていたヤツの四肢は完全に地面から離れており、当然踏ん張る事も出来ない。

《グルアッ!?》

　結果、力負けしたヤツの巨体は横合いに殴り飛ばされる形で地面を転がった。

　しかし、流石さすがはドラゴン。獣を相手にするのとは訳が違う。吹き飛ばされても即座に起き上がり、正面から再び殴りかかって来た。

「しつこい野郎だな！　すまんリーリエ、まずはコイツを引き離すから後ろに下がっといてくれ！」

「は、はいっ！」

　弾はじかれたようにリーリエが距離を取る。同時に、俺は金かね重しげをクロスさせ、突進してきたヤツの巨体をその面で受け止めた。

　ズン！　と足が地面に沈み込み、そのまま三十センチ程後ろへと押しやられる。

　──だが、それだけだ。

「オルルアアアアアアアアアッッッ！」

　気合一発。お返しとばかりに、今度は俺がヤツを一気に押し返す。

《ガッ!?》

　地面を踏み砕きながら猛然と突き進んでくる俺の存在を、初めてヤツは異質だと認識したらしい。飛びかかって来た時とは打って変わって後ろへと跳躍し、俺と距離を取ろうとする。

「させっかボケナス！」

　圧おしかかっていた重量が消えた瞬間、即座にヤツに斬りかかる。うむ、初めて実戦で使う割にはいい感じに振れてるんじゃない？

「【念信テレパス】ッ！」

　激しい衝突音が幾度も響き渡る中、鋭いリーリエの声が聞こえた。どうやら何か魔法を使ったようだが……。

『聞こえますか、ムサシさん！』

『うおっ、何だこりゃ!?　頭の中にリーリエの声が聞こえるぞ！』

『念話を可能にする魔法です。これなら話が出来ますか？』

『おう！　これなら戦いながらでも余裕だわ』

　目の前の岩石ドラゴンと斬り結びながら、俺は頭の中で返事をする。

『良かった……ムサシさん、聞きたい事があったようですから、咄とつ嗟さにこの光魔法で会話が出来るようにしてみたんです。正直、念話に意識が持っていかれて動きが止まらないか心配でしたが』

『賭けだった訳か。だが、ナイスな判断だリーリエ。俺相手だったら幾らでも博ばく打ちしていいぞ、対応しちゃる』

『ありがとう御座います。それで、私に聞きたかった事とは？』

『いや、二年前にここを襲った奴はコイツなのかって思って』

『それは……判断しかねますね』

『と言うと？』

『二年前、このネーベル鉱山を襲ったのは【飛ひ駆く竜りゆう】クラークスという肉食性の大型ドラゴンだったそうです。四つ足で、巨大な翼で空を飛び、茶色の鱗うろこを持つドラゴンなんですが……』

『あー、身体の構造はクリソツだけど見た目がって感じ？』

『そうなんですよ……』

　幾度も金かね重しげを振るい、ご自慢の拳を悉ことごとく弾き返してくる俺を怒気を孕はらんだヤツの紅あかい目が見据える。おーこわっ。

『んー、よし分かった。もう少しコイツ観察してみるからちょい待ち』

『だ、大丈夫ですか!?　かなり激しく戦ってますよね？』

『ヘーキヘーキ！　とりまリーリエは魔法を維持するのに集中してくれ』

　そこで一旦話を打ち切り、俺は戦い方を変える。今までのように真正面からひたすら打ち合うのではなく、回り込んだり潜り込んだりしながら視線をギョロギョロと動かして飛駆竜クラークス？　を観察した。

『えっとねぇ！　取とり敢あえず身体の表面にあるのは間違いなく鉱石の類だと思うわ！　あと頸くびとか胸の急所あたりはピッカピカの鉱石で覆われてる！　多分さっき見つけた金剛結晶ダイアクリスタルじゃねぇかな！』

『なるほど……』

　俺の報告を受けてリーリエは暫しばらく考え込む。俺はと言えば……だんだんテンションが上がってきていた。正直に言うと、初めて剣を使って戦うのが楽しい！

『……二年前、ここを襲撃した飛駆竜クラークスがスレイヤーに追い詰められて極限状態になった結果、食性が変化し急激な進化を遂げたのかもしれません』

『トチ狂って石喰くってこうなったって事？』

『人間の常識で計れないのがドラゴンという生き物です。ここの鉱石群は恐らく飛駆竜クラークスの餌……正直、かなり強引な推論だと思います。しかし、そう考えれば色々と辻つじ妻つまが合うのも確かです。鉱石が主食となった飛駆竜クラークスは、己の餌場としたこの場所でより多くの餌を得るために空間を拡張していき、その過程で出てきた鉱石を捕食する事によって自分の身体からだをより頑強に進化させていった……そうして時が経たつにつれて拡張され切った空間の一部が崩落し、外界と繋つながった。外に出ていたのはテリトリーを広げるためではないかと』

『はえー……しっかし、この見た目で外飛び回ってたら相当目立ちそうなもんだが』

『恐らく二年前の経験で、人間に対する警戒心が非常に高くなっているのではないでしょうか？　もしかしたら雲の上に出るくらいの高高度を飛びながらこの巣に帰ってきていたのかも……』

『あのクソ重そうな身体でか？　だとすると身体能力スペツクもメッチャ強化されてそうだな』

『ええ。ここに飛び込んできたのは自分のテリトリーに踏み込んだ私達を排除するためでしょう』

『警戒心をかなぐり捨てて襲い掛かって来ているところを見る限り、余程この餌場が大切なんかね……にしてもコイツ硬かつたいなあ!!』

　金かね重しげがぶつかる度に火花が上がる。外殻が少しずつ砕けているのは分かるが、これじゃ剣を使っている意味が無いんだよなぁ。サクッと斬って綺き麗れいな状態で素材を持ち帰りたいんだけど……。

『金重これ頑丈なのはいいけど、代わりに切れ味が犠牲になってたんじゃ剣の意味ねええええええ！』

『落ち着いて下さい！』

『はい』

『す、素直ですね……光魔法の中に武器の切れ味を一時的に上げる魔法があります。ですが、金かね重しげの〝魔力マナを通さない〟という特性上、その効果が発揮されない可能性が高いです』

　そう言えばそんな特徴あったなこの剣。じゃあ魔法による武器の直接強化は無理か。

『なので、ムサシさんに身体強化系の光魔法を複数重ね掛けします。スピードとパワーを底上げして、更に拘束系の闇魔法で飛駆竜クラークスの動きを止めれば……ただ、切れ味を直接上げる訳ではないので、最後はムサシさん次第になると思います』

『上等！　したらば早速──』

　リーリエの作戦を聞き、俺が一旦距離を取ろうとしたタイミングで、不意に飛駆竜クラークスが後方へと跳躍する。

　そして後ろ脚に力を入れると、高々と垂直にジャンプした。

「なんだぁ!?」

　突然の行動に、俺は一瞬硬直した。いきなり垂直飛びして何するつもりやコイツ！

《グルアアアアアアアアア!!》

　自由落下に入ったかと思うと、その勢いをそのままにヤツは球状になっている前脚を渾こん身しんの力で地面に叩たたき付つけた。

「きゃあっ!?」

「うおっ！」

　ズシンッッッ[image: かんたんふ]　という音とアホみたいに強烈な衝撃が大地を揺らす。地面が放射状にひび割れると同時に、辺り一帯を大量の土煙が覆いつくした。

「うぇっ、ペッ！　口に土入った……リーリエ、無事か!?」

「けほっけほっ、何とか……」

　よし、どうやらリーリエは大丈夫のようだ。

　しかし、何だこりゃ。目め眩くらましのつもりか？　残念だが俺にこんな小細工は──。

「ん、何だ？　土煙に交じって何か赤い粉が……」




　──ガチンッ！　ガチンッ！──




　その音は、ハッキリと俺の耳に届いた。同時に視界の奥、土煙の向こう側で……微かすかに、火花のような光が散ったのが見えた。

「──ッやっべぇ!!」

　ヤツが何をしようとしているのか直感的に理解した俺は、瞬時に金かね重しげを構えたままリーリエの方へと一足で跳ぶ。間に合えッ！

「えっ、ムサシさ──」

　リーリエの元に辿たどり着いた次の瞬間、飛駆竜クラークスを中心に鉱山全体を揺るがすような大爆発が発生した。

　予想外の大技。ヤバッ、俺はぶっちゃけ大丈夫だろうがリーリエがこれを食らうのは不味まずい！

（クソッ、金かね重しげがもうちょいデカかったら盾代わりに……）

　刹那の思いつき。しかし空想で終わるはずだったそれに──金かね重しげが、応えた。

　両手に構えたままだった金かね重しげが、一瞬で互いに引き寄せ合う。そして峰の突起部分がピタリと重なり、二本の長剣から一本の大剣へとその姿を変えた。

　唯ただでさえデカかった金かね重しげだが、合体した事で刃幅は俺の肩幅を上回るほどに巨大化した。

　何が起きたのか分からない。分からないが、これを使わない手は無い！

　呆気にとられるリーリエを抱えると同時に大剣形態となった金かね重しげを地面に突き立て、それに背を預けながら俺はリーリエをすっぽり包み込むように抱きしめ、地面へと座り込む。

　そして……風と衝撃、熱波が俺達を容赦なく襲った。

　金かね重しげを盾代わりにしたおかげで、背中側は何ともない。遮熱性能、耐衝撃性能共に完璧のようだ。

　幸い、俺とリーリエはかなりの体格差があったので、その身体をバッチリと覆う事が出来た。後は腕の中のリーリエが無傷なら万々歳だが。

「うぅ……」

「おっ、大丈夫か？」

「い、一体何が……」

　突然の出来事に混乱しているリーリエに、軽く何があったか説明する。

「あの野郎、自分の拳を火打石代わりにして……〝粉ふん塵じん爆発〟？　みてぇな事を起こしやがった。巻き上げた土煙の中に何か可燃性の粉みたいなもん混ぜてたし。全く、とんでもねぇビックリドッキリドラゴンだな」

「けほっ、けほっ……そ、そんな事が」

　俺の腕の中で咳せき込みながらリーリエが顔を上げる。見たところ外傷は無さそうだな、良かった良かった。

　代償に俺が着ていたつなぎは大分酷ひどい事になってるが、まぁいい。当然だがリーリエを守るのが最優先だったからな。

「あっ、ムサシさんは大丈夫なんですか!?　怪け我がは!?　気分は悪くないですか!?」

「お、落ち着きんしゃい。この通りピンピンしてるから。あの程度じゃ俺は火傷やけど一つ負いやしねぇよ」

「そ、そうですか……良かった」

「それよかお前さんの事だよリーリエ。酸欠とかになってないか？　意識ははっきりしてるか？」

「ムサシさんが守ってくれたので、何ともありません。……というかムサシさん、その大きな鉄板は？」

「あ、これ金かね重しげ。何か合体したから盾にしたわ」

「は!?」

　何言ってんだコイツと言わんばかりのリーリエ。いやー俺はモード切替出来るとかカッコイイし便利じゃん程度に思ったけど、普通はそういう反応になるよね。

「まぁまぁ色々考えるのは後にしようぜ。取り敢えず立てるか？」

「う……そうします」

「よし」

　俺はリーリエを解放して、手を貸しながら立ち上がる。あの爆発で空間を覆っていた土煙は全て吹き飛んでいたので、視界も回復していた。

「壁に穴が開いていて助かりました、密閉空間だったら威力はこの比じゃありません」

「だな。兎とにも角かくにも戦闘再開だ。リーリエの言った通り、魔法で強化して貰もらって──」

　地面に突き刺していた金かね重しげを引き抜く。戻んないかなと思ったら普通に双剣形態になった。

「金重コイツ、俺の思考に反応してるくさいな」

「えぇ、何ですかそれ。そんな武器聞いた事も……あれ？　い、居ない!?」

　リーリエが困惑の声を上げる。それもその筈はず、さっきの大爆発を起こした張本人である飛駆竜クラークスの姿が、跡形も無く消えていたのだ。

「オイオイ、一体どこに行きやがったんだあの野郎は」

「まさか、飛んで逃げたんじゃ……」

「いや、そりゃ無いんじゃないか？　あれだけ重そうな巨体を飛ばすなら、相当デカい羽ばたき音が聞こえると思うんだが」

「じゃあ、一体何ど処こに……」




　──ゴゴッ──




「……ッ下だ!!」

「下!?」

　微かに地面から伝わる異質な振動と音を、俺の足と耳が捉えた。

「目ェ瞑つぶれ！」

「っ!!」

　俺は金かね重しげを大きく振りかぶり、急速に近づいてくる音源に向かって全力で振り落とした。

「どっせえええええええい！」

　ミシリと筋肉がうなりを上げ、叩き付けられた金かね重しげが豪快に地面をカチ割る。

　一直線に地面が裂け、その衝撃をもろに受けた音源のヌシがたまらず地面から飛び出してきた。

《ガアアッ!?》

「土竜もぐらかテメーは！」

「地中潜伏……これです！　恐らくこの能力で二年前にスレイヤー達から逃げおおせたんです！」

　確信を得たとばかりにリーリエが叫ぶ。

　なるほど、出口が一つだけの鉱山内で突然姿を見失ったのは、地面に潜られたからか。それじゃどうしようもないな。

「飛駆竜クラークスは本来地面に潜って移動するなんて習性は持ち合わせていない筈ですが……恐らく必死に逃げる時、咄とつ嗟さにこの行動を取ったんだと思います。そして、急速進化の過程で完全な地中移動能力を身につけた」

「なるへそ」

　全くドラゴンってのは羨ましいねぇ、そうやってポンポンと新しい能力身につけられるんだから。

　ま、命の危機にでも陥らなきゃこんな急激な進化は出来ないだろうけど……あれ、それって俺じゃね？

「何はともあれ地上に引っ張り出せた事だし、一気に決着ケリつけちまおうぜ」

「はい！」

　俺が飛び出す体勢を取り、リーリエが詠唱を行おうとした、その時だった。

《グルアアアアッ!!》

　ビリビリと空気を震えさせる咆ほう哮こうを上げると同時に、飛駆竜クラークスの背中から格納されていた一対の巨大な翼が現れる。

　その翼が羽ばたき辺りに突風が吹き荒れると、飛駆竜クラークスの巨体が宙へと浮いた。

「あっテメッ！　ここまでやって逃げるつもりか──」

「【重力グラビテイ】ッ！」

　俺が駆け出すよりも早く、リーリエが反応した。

　迷い無く詠唱を行うと、魔導杖ワンドの先端が黒く光り、同時にヤツの真下に黒い魔法陣が出現する。

　魔法陣が紫の光を放った瞬間、飛び去ろうとしていた飛駆竜クラークスの身体からだが突如地面に吸い寄せられるように叩き付けられた。

《グッ、ガアア……!?》

　地面に這はい蹲つくばりながらも、強引に立ち上がろうとする姿を見たリーリエは、即座に追加の魔法を唱えた。

「【加算アデイシヨン】！」

　リーリエの魔導杖ワンドの先端に白い光が追加される。空いた左手がヤツに向けられ、その指先から奔はしるオレンジ色の光が、空中に何やら数式のような文字を刻み込む。

　指先が宙をなぞる度、展開されている黒い魔法陣の中に白い文字列が追加されていく。そして、紫の光を放っていた魔法陣から新たに青白い光が放たれ始めた。

《グギャッ!?》

　途端に、立ち上がりかけていた飛駆竜クラークスの身体が再び地面へと叩き付けられ、そのまま地面にめり込んでいった。

「【拘束バインド】！」

　左手で文字を刻みながら、ダメ押しとばかりに魔法を唱えると、身動きが取れなくなっている飛駆竜クラークスの下の魔法陣から、四本の漆黒の鎖が出現し、その四肢を縛り上げた。

　……オイオイオイ、この状況を見る限り補助魔法が火力にならないなんて大おお嘘うそ……いや、この場合リーリエが凄すごいのか。

　鉱山に来る道中、俺はリーリエに借りた魔法大全という本に書いてあった事全てに目を通していた。

　特にリーリエが扱う光魔法と闇魔法については筋肉で出来た脳を珍しくフル回転させて内容を暗記するくらいに読み込んだ訳だが、その中に全ての魔法に共通する基本知識と八属性それぞれの代表的な魔法とその効果についての記述があり、恐らくそこに書いてあった事は魔法の一般的常識と考えていいだろう。

　端的に言おう。リーリエは俺を規格外の人間と言っていたが、俺から言わせればリーリエも十分に規格外である。

　何な故ぜならリーリエが使った魔法は、本の中で幾つか紹介されていた基本的な魔法の内の三つだったのだが、その効果は書物に書いてあった内容から明らかに逸脱していた。

　最初に使った【重力グラビテイ】、あれは対象に更なる重力を加える闇魔法だ。だが、その効果は精々相手の動きを遅くする程度らしい。

　だが、リーリエの使った【重力グラビテイ】は空中に居た大型種のドラゴンを苦も無く叩たたき落とした。その効果は、少なくとも書物に書いてあった記述とは大きくかけ離れている。

　その後に使った【加算アデイシヨン】は、対象とした魔法の効果を二倍にする光魔法。だが、一般的にこの魔法は、既に魔法を発動させている第三者にかける事によってその魔法の威力を強化するのに使われるらしい。

　だが、リーリエはこの魔法を自分自身の魔法、【重力グラビテイ】の効果を倍にするのに用いた。

　最後に使っていた【拘束バインド】という魔法、アレは魔法陣から魔力マナで構成された紐ひもを出現させ、それで対象を拘束する闇魔法だ。

　……そう、紐なのだ。断じて鎖ではない。しかも通常一本の物を、リーリエは四本出していた。もう訳分かんねぇ……。

　そう言えば、【加算アデイシヨン】と【拘束バインド】を発動させた時、左手で数式のような物を描いていたが……正直、何をしていたのかサッパリ分からない。理解できるかは別として、後で本人に聞くしか無いな。

　んで、更に驚くべき事にリーリエはこの三つの魔法を同時に行使している。

　書物曰いわく、『魔法は基本的に一つずつ使う物であり、既に魔法を発動させている最中に新たな魔法を使うには、発動中の魔法を解除して新しい魔法を組み直す必要がある』そうだ。

　無理に幾つも魔法を同時に使おうとすれば、余程魔力マナの総量が多くない限りあっという間に魔力マナ切れを起こしてぶっ倒れる羽目になるらしい。

　そんな魔法を三つ同時に使ってる時点で大分ヤバそうな感じなのに、その上でリーリエは光と闇の二属性を同時に使ってるんだよなぁ。複数の異なる属性の魔法を同時使用するためには、魔法についての高い理解と高度な技術が必要になるらしいが。

　目の前で二つの闇魔法と一つの光魔法、計三つの魔法を同時に行使しているリーリエは、魔力マナ切れを起こしているようには見えない……むしろ、これだけ動きを封じられながらまだ立ち上がろうとするヤツを見て、ガンガン魔力マナを送り込んでいるように見える。

「……ッムサシさん！　飛駆竜クラークスの動きは何とか封じました！　今からムサシさんに光魔法のバフをかけます！」

　視線は逸そらさず、鋭い声だけをリーリエが飛ばす。その横顔は……まさしく、戦士のソレだった。

　聞きたい事は色々ある。だが……今は、いい。そんな雑念は、捨ててしまえ。

「──合点承知ッ！　いつでもいいぞ!!」

　金かね重しげを握り直し、俺は低く、低く身体を落とす。いつでも駆け出せるように、足を踏みしめる。

　体中の筋肉がミキミキと音を立て、膨張していく。力めば力む程視界が狭まっていき、研ぎ澄まされた俺の双そう眸ぼうが一直線に飛駆竜クラークスを見据えた。

　……ヤツの逃亡を阻止し、ここまでいい仕事をしてくれたんだ。なら次は、俺の番だろう？　なぁ、リーリエ。

「──【脚力強化レグフオース】・【加算アデイシヨン】！」

　リーリエの詠唱により、俺の足元に白い魔法陣が現れる。その瞬間、いつでも飛び出せるように踏ん張っていた両脚が地面を踏み砕いた。

「【腕力強化アムフオース】・【加算アデイシヨン】！　【膂力強化ストレグフオース】・【加算アデイシヨン】！　【心肺強化クオレフオース】・【加算アデイシヨン】！　【骨格強化フレムフオース】・【加算アデイシヨン】！　【感覚強化センスフオース】・【加算アデイシヨン】ッ!!」

　リーリエが詠唱する度に、足元の魔法陣が幾重にも姿を変えていく。その度、温かな光と共に全身に力が漲みなぎっていくのが分かる。

　ちらりと横よこ眼めで見れば、一心不乱に魔法を唱え続けているリーリエの姿が見える。その額には玉のような汗が浮かんでおり、流石さすがのリーリエでもかなりの無む茶ちやをしているという事が分かった。

「【加速アクセル】・【加算アデイシヨン】……ムサシ、さん」

「ああ、ありがとう。もう、十分だ」

　一体幾つの魔法を行使したのか、それによってリーリエの身体にどれ程の負荷がかかっているのか。それを詳しく知る術すべは、今の俺には無い。

　唯ただ一つ分かるのは、リーリエが俺に全てを託したという事。

「後は任せろ」

　自然と口角が吊つり上がっていき、歯が剥むき出しになる。今の俺は……不謹慎だが、嗤わらっていた。

　自分の身体を縛る忌々しい女と、今にも己を滅ぼさんとする男の姿を捉えている飛駆竜クラークスの瞳には、はっきりと恐怖の色が浮かんでいた。

《ガッ、ガアアッ!!》

　生存本能がそうさせたのか、火事場の馬鹿力でヤツは身体を捻ひねらせた。その力で漆黒の鎖が二本千切れたが、もう遅い！

「疾シッッ!!」

　ヤツの拘束が緩んだ瞬間、俺の姿はその場から掻かき消える。




　──地を蹴ったその瞬間、俺の世界は停止した。




　行使している魔法を維持し続けているリーリエが、束縛を逃れようと雄お叫たけびを上げる飛駆竜クラークスが、その巨体が暴れた事によって巻き上げられた数多あまたの破片が……その全てが、まるで時の流れから切り離されたように、ピタリと止まっていた。

（時間が止まった？　いや違う、俺が速すぎてそう見えるだけだ）

　これまでの人生で経験した事の無い状況に置かれながらも、俺の思考は驚くほど冷静にこの状況を分析していた。

　似たような経験は、ある。集中力が高まり、周りの景色がまるでスローモーションのように見える、そんな経験。

　だが、今己の身に起きている事は、そんな生易しいモンじゃない。

　リーリエが俺に使った身体強化の魔法、あれは対象者の地力によってその効果が増減するという話だった。それが俺にかけられた結果が、この状況。

　俺は、自分はもう肉体的な成長はしないだろうと思っていた。今いる場所が、俺の頂だと。

　……だが、蓋を開ければどうだ？　とんだ自うぬ惚ぼれだったじゃねぇか。

　極めたと思ったその先に、まだ道があった。それは、一人では歩くどころか見つける事すら出来なかった道。

　今いる場所のその先へ──リーリエが示してくれた、更なる頂へと通じる一本道。

（……お前は最高の仲間だよ、リーリエ）

　ヤツの眼前で、俺は足を止めた。

　目の前に、朱あかく光る双眸がある。だが、こんな近くに居る俺の姿は、飛駆竜クラークスの瞳に映ってはいなかった。

（最高の仲間には、最高の結果を）

　持っていた金かね重しげを、双剣形態から大剣形態へと変える。

　世界が静止している中、俺の身体からだはいつも通りに動いている。リーリエの手により、俺の速度は人知の領域外へと至った。

　ふぅー、と息を吐き、金かね重しげを正眼に構える。平らな剣けん先さきが、ヤツの正中線にピッタリと重なった。

（……唐竹割だな、うん）

　大きく息を吸い込み、上段へと振りかぶる。全身に更なる力が入り、みしりと身体が軋きしんだ。

「──破ハッッッ!!」

　気合を発すると同時に、俺の全力を以もって真一文字に金かね重しげを振り下ろす。

　風切り音一つ上げず振るわれたその剣身が、あれ程硬かった外殻をするりと断ち切る感覚を、俺は確かにその手に感じた。








八章　『一難去って脱出だ！』












　世界が再び動き出す。金かね重しげを振り切った俺は、その姿を双剣へと戻し、くるりとヤツに背を向ける。

　振り返ったその先で、リーリエが膝から崩れ落ちるのが見えた。

「うおっとぉ！　危ねぇ危ねぇ」

　慌ててリーリエの元へ跳び、金かね重しげを地面に突き刺して空いた左腕でその身体を抱きとめる。

「ムサシ、さん？」

「おう、俺だ」

　腕の中でこちらを見上げるリーリエは、息も絶え絶えといった様子。やはり、限界だったか。

「……すまん、大分無茶をさせちまった。あんだけいっぺんに魔法を使ったんだ、魔力マナカツカツだろ？」

「いいん、です。私は、私に出来る事を、したまで、ですから」

　疲れ切った顔で、リーリエは微笑ほほえむ。ああくそ、グッときちまうじゃねーか。父性的な意味でな！

「あの、飛駆竜クラークスは？」

「ああ、アイツか……ありがとよ。お前さんのおかげで、俺は最高の仕事が出来たぞ」

　そう言って、俺は視線で促す。リーリエは腕に身体を預けたまま、ぎこちなく頭を動かして飛駆竜クラークスの方を見た。

　そこには、俺が動く前と何ら変わらない姿の飛駆竜クラークスがいた。魔法による拘束は既に無く、いつ動いてもおかしくない状態。しかし、その巨体は動かない。ピタリと、その場で固まったままだ。

　だが、俺達が視線を向けて一拍置くと……その身体の中心が、〝ズッ〟と音を立てて縦にずれる。そのまま、頭の先端から尻尾の端まで一直線に両断された半身が、力なく地面へと倒れこんだ。

「な？」

「……ああ、ホントに。素晴らしい、仕事です」

「リーリエのおかげだ。俺一人じゃ、こうはいかなかった」

　俺は右手で拳を作って差し出す。その意図を汲くんだリーリエもまた同じく、左手で作った拳を差し出した。

　お互い、もう一人じゃない。今日この戦いを経た事で、俺達はやっとパーティーとして完成したんだ。

「……仲間って、いいですね」

「ああ、いいもんだな」

　そう言って俺達は笑い合い、〝トン〟と拳を突き合せた。

「よし、取とり敢あえず……ほい、魔力回復液マナポーシヨンと体力回復液キユアポーシヨン。あるだけ飲んじまえ」

「ありがとう御座います……んくっ」

　俺が持ち合わせていた回復薬ポーシヨンの類を、全てリーリエに渡して飲ませる。本人の持ち合わせも含めれば、消耗した魔力マナや体力を回復させるには十分だろう。もう俺に支えて貰もらわなくても一人で座れてるし。

「しかしまぁ決着こそ一瞬だったが、終わってみれば中々派手な戦いだったな」

　そう言って俺は辺りを見渡す。

　砕かれた地面、爆発の衝撃でひび割れた壁、辺りに散らばる砕けた鉱石……しっちゃかめっちゃかもいいところだ。

「ん……そうですね。低難易度のクエストで、まさか大型種のドラゴン……しかも、原種から変異した個体を相手にするハメになるなんて思いもしませんでした」

「だな。……ところでリーリエさんや、一つ気になっている事があるんだが」

「なんですか？」

「いや、飲むスピード速くない？」

　俺がちらりとその足元に目を向けると、空になった幾つもの瓶が綺き麗れいに立てて並べられていた。十本以上は飲んでるな。

「そうですか？　あっ、もしかすると今の私は色々と空っぽですから、そのせいもあってグイグイ飲めているのかもしれませんね」

「そ、そうか」

　いやいや、五百ミリリットルのペットボトルと同じくらいのサイズの容器に入った薬を二秒で空にするのは流石に早すぎんだろ。

　酒やジュースならともかく、大して美味うまくもねぇ薬だぞ？　チラッと一口だけ飲んだが、好んで大量に飲みたくはない味だったなぁ。

「……リーリエは将来、蟒蛇うわばみになりそうだな」

「うわばみ？」

「大酒飲みって事だよ。まだ大分先だろうが」

「お酒、ですか……飲んだ事は無いですね。年齢的には飲んでも問題無いんでしょうけど」

「えっ？　そうなの？」

「はい。十五の成人は二年前に終えていますから」

　何ィ!?　この世界での成人は十五歳以上からだったのか？

「ほぉ、十五で成人っていうのは初耳だったな……ん、待てよ？　って事はリーリエって今十七歳？」

「そういう事になりますね」

　マジかよ……若いとは思っていたが、まさか十一も下だったとは。そりゃそんだけ歳としが違うなら仕草一つで父性だって感じるわな。

　俺がそんな事を考えていると、薬を全て飲み終わったリーリエが遠慮がちに口を開いた。

「あの、ムサシさん。今は軽く流しましたけど、他の女性の前で気軽に年齢の話は出さない方がいいですよ？」

「んあ？　心配すんな、俺だってその辺は弁わきまえてるよ。相手がリーリエだったからサクッと聞いただけだ」

「ちょっ、それってどういう意味ですか!?」

「ＨＡＨＡＨＡ！　さて、ヤツの素材の回収でもしますかね」

　抗議の声から逃げるように、俺は息絶えたヤツへと足を向ける。横たわる亡なき骸がらの前に立った、その時だった。

　──ピシッ

「ん？」

　それは、真っ二つになったヤツの中心……真下から聞こえた。その音を皮切りとして次々と似たような音が響き渡り、そして──。




　──ズ　ン　ッ　！　！　！　！




「ゑ？」

「え？」

　一際大きな音が鳴った瞬間、空間が縦にずれた。

「……いやぁ、まさかこんな。いくら強化された状態だったとは言えそんなアホな」

「……鉱山が、斬れた？」

　うん、そうだね。リーリエの言う通りだね。現実逃避はするべきじゃねぇな！

　俺達の視線の先。飛駆竜クラークスを叩たたき斬った時に振るわれた剣先から地面に伸びるように線が走り、そこから真っ二つに鉱山がカチ割られていた。ああ、遥はるか向こうから太陽の光まで見えやがる。

「ムサシさん、その……凄すごく嫌な予感が、するんですが」

「うぉい！　その発言はフラグ──」

　最後まで言い切る前に、鉱山全体が音を立てて震え始めた。ハイ、崩れますねこれは!!

「……リーリエぇ！　逃げるぞォ!!」

「はっ、はいぃ!!　あ、でも待って下さい、空き瓶は持ち帰らなくちゃ……」

「真面目かッ!?　でもえらい！　出来るだけ急いでくれ!!」

　そうこう話している間にも、鳴動はどんどん大きくなっていき、壁や天井からパラパラと石やら土やらが落ちてくる。これは、ひっじょーーーーにマズい！

（どうする？　こうなっちまった以上、飛駆竜こいつを解体してる時間はねぇ。かと言って置いていくのは駄目だ。せっかく二人で仕留めた初めてのドラゴン、是が非でも持って帰りてぇ！）

　一瞬悩んだが、すぐに俺は決断を下した。

「すまんリーリエ、最終手段使うわ。ちょっと荒っぽい事になるけど、我慢してくれ」

「ふえっ？」




　　　　◇◆




　崩壊していく鉱山の中を、俺は出口を目指して全力で疾駆していた。裂けた地面を飛び越え、落下してくる岩石を躱かわしながら最短ルートを突き進む！

「イヤッホオオオオオオオオオオオウ!!」

「いぃやぁぁあああああああぁぁ降ろしてぇぇえええええええ!!」

　頭の上から、リーリエの悲鳴とも絶叫ともつかない声が聞こえる。泣いてますねこれは、間違いない。

　そう。俺が取った選択肢とは、リーリエを肩車して、空いた手でヤツの尻尾をひっ掴つかんでそのまま逃げるという事だった。

　いやー、綺麗に真っ二つにしといてよかった、おかげで楽に引きずれる。ただ、その二つに分かれた亡骸は俺が突っ走る過程で壁やら地面やらに叩き付けられまくって悲惨な事になってるが……まぁ大丈夫だろ、あんだけ硬くて頑丈な外殻持ってたんだし。

「高いぃいいいいいいい！　速いぃいいいいいいい！　怖いですぅううううううう!!」

「しっかりと頭を掴んどけば大丈夫だって！」

「うわああああああああああん！」

「ちょっ、目を掴んだらアカンて！　前が見えんぞォ！」

「ごめんなさいぃぃぃぃぃぃ！」

　俺の視界を覆い隠していたリーリエの手が離れて、その両腕が顎へと回される。頭をすっぽりと抱きかかえる形だが……胸部装甲チエストプレート越しのたわわの感触が素晴らしい！　あと太もも！　手が空いていたらワンチャン揉もみしだいていたかもしれない。

「おっ、もうちょっとで出口だぞリーリエ！」

「うっぷっ、おえっ」

「!?」

　やっべ、リーリエが吐きそうだ。このままでは〝男の頭にリバース〟というおおよそ乙女としては最悪の失態をリーリエに演じさせてしまう！

「ぬおおおおおおおっ！」

　出口が目前に迫る。俺は渾こん身しんの力で地面を蹴り、一足でその光の先へと飛び出していった。
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　俺達が脱出すると同時に、通ってきた道が土砂で埋まっていく。暫しばらく大地を震わせた後、やがて鉱山の崩壊はゆっくりと収束していった。

「ふぅ、何とか間に合ったな……」

　ひとまず二人とも無事に脱出出来た事に、俺は安あん堵どする。流石さすがに生き埋めはな……俺はともかく、リーリエは間違いなく死んじまう。

「しかし派手にやらかしちまったな……これ、ギルドになんて説明すればいいんだ？」

　どう取り繕っても怒られる未来しか見えねぇ、どうすりゃええっちゅうねん。こんなの俺だって予想外だったよ。

「あっ、リーリエ大丈夫だったか？　もう外出たから安心していいぞ」

「…………」

「リ、リーリエさん？　起きてます？　もしかして怒っていらっしゃいますか？」

「……うぷ」

　あっ。

「おろろろろろろろろ」

「ヴェエエエエエアアアアアアア!?」

　……どうやら、鉱山からの脱出には成功したが、リーリエの尊厳を守る事には失敗したらしい。

　ごめんな、絶対に他のヤツに言いふらしたりしないから安心し……すっぺえ！　やば、貰もらいゲロしそう！

　こうして、イレギュラーやアクシデントに見舞われながらも、俺達の初クエストは無事？　終了した。




　　　　◇◆




「うぐっ、ひぐぅ……」

「な、なぁリーリエ？　そんなに泣くなって……」

　ミーティンへの帰り道、ゴトゴトと揺れる馬車の中はリーリエのすすり泣く声と、それを宥なだめようとする俺の声で満たされていた。

　リーリエのおゲロ様を頭から浴びた後、俺達はダッシュで近くの小川まで行って二人で身を清めた。その時点でリーリエは羞恥で顔を真っ赤にしながら泣きべそをかいており、そこから今に至るまでずっとこの状態である。

　馬宿までは俺が手を繋つないで連れて行ったのだが……そこにいた他の人達からは犯罪者を見るような目つきで見られてしまった。そりゃそうだ……。

「だ、だってぇ……あんな醜態……し、しかもよりにもよってムサシさんを吐と瀉しや物ぶつまみれに……」

「俺は気にしてないって言っとるやんけ……むしろああなったのは俺の責任だから。もうちょいスマートに運べれば良かったんだが」

「そ、それはしょうがないと思います……あの状況でしたから」

「そう言って貰えると助かる。ついでにリーリエに泣き止やんで貰えたらもっと嬉うれしいんだけどなぁ？」

「……うえぇ」

　うぐぅ！　せっかく収まりかけたと思ったのにまた涙目に……正直、こういう時なんて言葉掛けたらいいのかなんて分かんないよ！

「だああああああ！　大丈夫だから！　気にしないから！　誰にも話さないから！」

「もう御者の人に聞かれちゃってますよぉ……」

「ヘイ兄ちゃん！」

「ワタシハナニモキイテナイデス」

「だそうだ。俺も忘れるようにするから、な？」

「で、でも……あんな情けない姿見せちゃったら、嫌われてパーティー解消されちゃうんじゃないかって……」

　えぇ……ゲロ一つでパーティー解消って、そんな事ある訳ないんだがなぁ。

「はぁ……なあリーリエ」

「？」

　俺はぐずるリーリエの横から腰を上げ、正面へと回る。胡坐あぐらを組んでその場に腰を下ろした俺は、リーリエの華きや奢しやな手を包み込むように両手で握った。

「確かにリーリエにとって、アレは相当恥ずかしかったんだと思う。女の子なら尚なお更さらだな……でもな？　俺があの程度でリーリエを見限るような事をすると思うか？」

「…………」

「それとも、リーリエにとって俺はその程度の男に見えていたのか？」

「そっ、そんな事ないです！」

「そうか、なら信じてくれ。俺はこの先何があっても、リーリエと手を切るような真ま似ねはしない、断言する。……だから泣き止んでくれねぇかな？」

「……ずるいです、そんな風に言うの」

「え、これずるいの？」

「ふふっ……分かりました。私もうじうじとし過ぎてました。もう泣きません」

「そうしてくれ、俺も忘れっからさ。よし、この話は終わり！」

　パン、と手を叩いて俺は立ち上がる。だが、その拍子で俺は天板のフレームに頭をしたたかに打ち付けてしまった。

「あだっ！」

「あっ、勢い良く立ち上がるから……気を付けて下さいね？　馬車が壊れちゃいますから」

「あ、心配するのはそっちなんすね……」

「それはそうですよ。ほら、御者の人も驚いてるじゃないですか」

「すんまへん」

　どうやら、いつも通りのリーリエが戻ってきたようだ。えがったえがった。

「あ、そう言えば聞きたい事あったわ」

「何です？」

「いや、飛駆竜クラークスと戦った時に初めてリーリエの魔法を見たんだけどさ。俺が読んだあの魔法大全に書いてあった魔法と、実際に見たリーリエの魔法の効果が大分違ったっつーか、想像の十倍くらい強力だったというか」

「あー、その事ですか……私には使える手段という物が限られています。なので、その手段を最大限に生かすための研究をずっとしていたんですよね」

　ほぼ独学ですけどね、と照れ臭そうに笑うリーリエ。いや、独学であの領域に行けるって、相当なモンだと思うんですが……。

「ちなみに、いくつの時から研究を始めたんだ？」

「十歳の時からですね」

「メッチャ早い内からやん……んで、そうして研究してきた結果があの規格外の魔法か？」

「規格外の魔法というか何というか……私の魔法のコンセプトって、〝低燃費・高効率〟なんですよ。いかに魔力の消費を抑えて、効率よく魔法を使うか。燃費が良くなれば、幾つかの魔法を同時行使してより効率的にバックアップが出来るんじゃないかって。でも、従来の魔法でそれを成し遂げるのにはどうしても限界があって……なので、現存する光と闇の魔法を私のコンセプトに合う形にするために、既存の魔法に手を加える事にしたんです。なので私が使った魔法は、本来の姿とは違う魔法なんですよ」

「なるほどねぇ。途中で使ってたあの手で文字を書くみたいな動作は何だったんだ？」

「あれは既に発動させている魔法陣に、後発の魔法を書き足していたんです。新しく魔法陣を作るより、そちらの方が燃費的にも効率的にもいいので。かなり難しかったですけど挑む価値はあるかと思って」

「で、成し遂げたと……前々から思ってたけど、リーリエって天才だよね？」

「い、いえ私は……才能なんて、人並みでしたよ」

「そこで謙遜するな、もっと自分を誇れ。リーリエ。お前さんがしてきた事は全て結果に結びついたんだから。他のボンクラ共がどう評するかは知らんが、少なくとも俺から見てお前はすげぇヤツだ」

「ムサシ、さん」

　わしゃわしゃと頭を撫なでながら、俺は言葉を続ける。

「もう日陰に居るのは終わりだ、リーリエ。これからは大手を振って太陽の下を歩く。今まで上っ面だけ見て馬鹿にしてきた奴やつらを全員、見返してやるんだ」

「っ、はいっ！　……あはは、ちょっとおかしいですね。元はと言えば私がムサシさんをスレイヤーの世界に連れてきたのに……いつの間にか、手を引かれる側に回っていたみたいです」

　そう言ったリーリエの顔には、惚ほれ惚ぼれするくらいに綺き麗れいな笑顔が浮かんでいた。








九章　『祝勝会すんべ』












　ネーベル鉱山を発たって二日。ミーティンに帰ってきた俺達は、クエストの報告のためにギルドへと向かっていた。

「あっ、見えてきましたね」

「そうだな。なぁリーリエ、クエストの報告ってアリアさんにする感じでいいのけ？　その、あんな感じになっちまったけど」

「うーん……一応アリアさんに全て報告して、その後はギルドマスターに詳細を報告する必要があるかもしれませんね。何せ定期クエストの巡回コースに入っているエリアを一つ潰した訳ですし」

「ですよねー」

　ああ、こりゃガレオに色々と言われるかもな……ま、ありのまま話すしかあるまい。その先は気合と根性と度胸と筋肉で乗り切ったるわ。
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「……で？　二年前に鉱山を襲ったと思われる飛駆竜クラークスと戦闘を行った結果、鉱山を切り崩しちまったと？」

「そっすね」

「バカか？」

「オイコラ、ストレート過ぎんだろ」

　ギルドに戻った俺とリーリエは、案の定ギルドマスターのガレオに呼び出されていた。そしてありのままを報告した結果、返ってきたのがこの暴言である。酷ひどくねぇ？

「大体なんだ、山をぶった斬ったっていうのは。一応ギルドを預かってるオレがそんな与よ太た話ばなしを『はいそうですか』と信じられる訳が無いだろうが」

「つったってなぁ……」

「あの、信じがたい話だというのは重々承知ですが、本当の事なんです。ムサシさんの話した事にも、私が話した事にも嘘うそは入っていないんです」

　リーリエもフォローしてくれるが、ガレオの顔は渋いままだ。正直、気持ちは分からんでもない。

「二人がこんな嘘を言うとは思っていない、ただどうしても信じられないだけだ」

「だったら討伐した──」

「飛駆竜クラークスの素材を見せられても、それが山崩しの証拠にはならん」

　ダメだ、取りつく島もねぇ。これ以上は平行線になりそうだな……アカン、頭回らなくなってきた。

「……もうメンドくさいから戦闘の衝撃で自然崩落したって事で手を打たねぇ？」

「ムサシお前……いい事言うじゃねえか」

　俺の冗談を真に受けたのか、ガレオが悪い顔になる。それでいいのか、ギルドマスター。

「いや、冗談だよ。聞き流してくれ」

「ドラゴンとの戦闘で崩落したって事なら、多少強引でもそこまで違和感は無い筈はずだ。後はちょちょっと……」

「いや、だから……」

「ダ　メ　で　す」

　ぶん投げ態勢に入っていたガレオと俺の会話に、アリアさんの底冷えするような声が割って入ってきた。

　めっちゃ寒いんだけど、ブリザードかな？

「報告書の偽造なんて、ギルドの信頼に関わります。バレるバレないに関わらず、やってはいけない事なんです。人々をドラゴンの脅威から守り、その方々から援助や物資の融通を利かせて貰もらっているギルドで、そんな事が罷まかり通ると本気でお考えですか？」

「ぐっ……すまない、軽率な発言だった。オレとした事が、ムサシの甘言に危うく乗っちまうところだった」

「冗談だっつってんだろテメェ！　何俺に罪なすり付けようとしてんだ！」

「うるせぇ！　お前の言う事は冗談なのか本気なのか判断に困るんだよ！」

「お　静　か　に」

「「アッハイ」」

　やべぇ、アリアさん表情は笑顔なのに目が全然笑ってねぇ。あまりの怖さに思わずガレオとハモっちまった。

「全く……信しん憑ぴよう性せいが無いのなら、ギルドで調査隊を派遣して、そこに学者の方なりなんなりに同行して貰って徹底的に調べて頂けばいいんですよ。その結果が出てから改めてムサシさんとリーリエの報告と照らし合わせればいいんです。念のため再確認しますが、お二人の報告に虚偽は無いんですよね？」

「ないっすね」

「ありません」

　二人して首を揃そろえて頷うなずく。それを見たアリアさんは眼鏡めがねをクイッと上げながら話を続けた。

「分かりました。でしたら今日の報告は一旦保留という形で、後日調査結果を踏まえた上で改めて正式な報告書を作りましょう」

「……アリア、もうお前がギルドマスターやってくれない？」

「どうやら、ギルドマスターにはまだ戯たわ言ごとを言う元気があるみたいですので、こちらの書類を片付けて頂きましょう」

　にっこりと笑ったアリアさんは、大量の書類をガレオのデスクに置く。それを見たガレオの瞳からは、生気が失われていた。おっかねぇ……。

「さて、お二人は帰って頂いて結構ですよ。お疲れでしょうし、素材の換金等もあるでしょう？」

「あっ、それなんすけどね……ギルドここに生物学的にドラゴンに詳しい人っていますかね？」

　唐突な俺の問いに、アリアさんは目を白黒させる。

「生物学的に、ですか？　それはまたどうして……」

「いや、今回は討伐した飛駆竜クラークスの死体をそのまま持って帰って来たんすよ」

「えぇ!?　解体してないんですか？」

「私が提案したんです、アリアさん」

「リーリエがですか？」

　驚くアリアさんに、事の説明を始めるリーリエ。いやぁ、頼りになるなウチの魔導士ウイザードは。

「はい。今回遭遇した個体は、私が知識として記憶している飛駆竜クラークスとは大きく異なる姿をしていました。なので、その道の専門家の方に見せた方がいいんじゃないかと思って」

「なるほど、そういう事ですか」

「だったらオレが見よう」

　さっきまで死んだ魚のような目をしていたガレオが立ち上がる。こういう切り替えがキッチリしている辺りは流石さすがだな。

「飛駆竜クラークスとの交戦経験は腐るほどある。割とポピュラーなドラゴンだからな」

「腐るほどって……やっぱしガレオって凄すご腕うでのスレイヤーなのか？」

「言ってなかったか？　オレの等級は紫だ」

「マジかよ」

　ギルドマスター何てやってるくらいだから、相当な腕前だとは思っていたが……まさか最高位だとはなぁ。思いもよらぬ形で俺の目指す場所に居る人間を目にする事になったな。

「でしたら、ワタシも行きましょう。今まで上がってきた飛駆竜クラークス討伐の報告書と照らし合わせます」

「鑑定官のマコールさんにも見て貰おう。彼はその道のベテランだ」

「決まりだな。リーリエ、マジックポーチを預けて貰えるか？」

「はい、どうぞ」

　差し出されたリーリエのマジックポーチを手に取り、腰に括くくり付ける。

「？　どうしてリーリエのマジックポーチを？」

「真っ二つにぶった斬って仕留めたんで、半分ずつに分けて入れてたんすよ。全部俺のに入ればよかったんすけど、流石に解体も何もしていないドラゴンの身体からだ丸々一匹入れるのは厳しかったんで」

「そういう──えっ、真っ二つ？」

「アリアさん、気にしたら負けですよ」

「そうだそうだ」

「好き勝手言いよってからに……はぁ、行こうか」

　そうして、俺達四人はギルドマスターの部屋を後にする。さてさて、コイツの正体は俺とリーリエの見立て通りなのかそうじゃないのか、ちょっと楽しみだな。
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　結論から言いますと、あれはやっぱり飛駆竜クラークスって事で片が付きそうですハイ。

　一応より詳しい調査をするために亡なき骸がらはギルドで引き取るそうだが、金は無事貰えたからまぁその辺はどうぞご自由にって感じ。ネーベル鉱山に関してはこれからギルドで調べるって感じらしい。

　そんなこんなでギルドでの諸もろ々もろを片付けた俺とリーリエ、そしてアリアさんがギルドを出た頃には辺りはすっかり暗くなってきていた。

「ドラゴンの引き渡しが思った以上に時間かかりましたね」

「そうですね。単純な素材のやり取りではないので、特別な書類手続きが必要ですから」

「もうああいう書き物はあんまりしたくねぇな……すげぇ肩こりましたよ」

「何を言ってるんですかムサシさん？　ギルドの調査隊の報告が上がったら、詳細なクエスト報告書を作って頂くんですから、その時は今日以上の書類仕事が待っていますよ？」

「ヒエッ……」

　あーもうヤダヤダ！　書き物なんざ日本に居た頃こそそれなりにやっていたが、こっち来てからはほぼやってないからな……強いて言うなら、洞窟の壁に画かく線せん法ほうで何日経たったか書き込んでたくらいか。

「頑張りましょう、ムサシさん。調査系のクエストは詳細な調査結果が必要なので、その報告書は受注したスレイヤーが直接作らなければならないんです」

「え？　ちょい待ち、俺クエスト受ける時にそんな話聞いてないぞ」

「あら、ワタシはてっきりリーリエが伝えていたのかと」

「……リーリエ？」

「言いませんでしたから」

「オォイ！」

「言ったらムサシさん書類仕事嫌がって逃げ出すかと思ったので」

「否定出来ませんねぇ!!」

「……ふふっ」

　俺達のやり取りを聞いていたアリアさんの口から、小さな笑い声が漏れる。その顔は、何か微笑ほほえましい物を見ているように柔らかく笑みを浮かべていた。

「？　アリアさん？」

「いえ、ごめんなさい。何だかお二人の様子を見てると、とても出会って数日の間柄には見えなくて」

「そ、そうですかね？」

　アリアさんの言葉を聞いたリーリエは、どこか嬉うれしそうだ。かくいう俺も嬉しい。これで誘拐犯とその人質に見えるとか言われたら泣いちゃう。

「ちなみに、どんな間柄に見えたんすか？」

「えっ？　そうですね……〝ダメなお父さんを𠮟るしっかり者の娘さん〟って感じでしょうか」

「な、なんすかその情けない親子像は。ダメなお父さんって……俺そんな風に見えます？」

「少なくとも、今のリーリエとのやり取りを見る限りではそう見えました。体格差も大きいので、尚なお更さらですね」

「マジかよ……」

　まぁ、確かにしっかり者のリーリエが隣にいると俺の粗雑さが目立つ気はするが……にしても父と娘か。せめて歳としの離れた気心の知れる仲間同士と見て欲しかった。

「親子、か……やっぱり、そう見えちゃうよね」

「ん？　どうしたリーリエ」

　俺とアリアさんが話していた時、不意にリーリエが足を止めた。何か呟つぶやいた気がするが……。

「……いえ、何でもありません。ごめんなさい、急に止まっちゃって」

　そう言いながら俺とアリアさんの隣に戻って来て、再び歩き始める。

　何を呟いたのかは気になるが……こういうのは、あまり深く聞き出さない方がいいな、うん。なんとなくだけど。
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《月の兎うさぎ亭》に戻った後、俺達は祝勝会を行った。アリーシャさんが腕によりをかけて作ってくれた料理に舌鼓を打ち、初めて酒も飲んだ。

　帰り道が一緒だったアリアさんもノリで誘ったのだが、リーリエやアリーシャさんと楽しそうに話していた辺り正解だったようだ。ただリーリエもアリアさんもベロベロに酔っ払ってたが……。

　そんな祝勝会から一夜明けた、早朝。俺は《月の兎亭》の自室で身支度を整えていた。

「酒は残ってないな……よし、問題無し」

　昨日はアリーシャさんに指摘されるぐらい飲んでいた訳だが、どうやら俺は酒に強い体質だったらしい。身体も意識もすこぶる快調、俗に言う〝二日酔い〟という状態にはなっていない。

「後はリーリエだが……大丈夫かなぁ」

　昨夜のリーリエの酔いっぷりを思い出し、俺は若干不安を覚える。

　普段はとても真面目で几き帳ちよう面めんなリーリエが、酒が入っただけでまさかあそこまで豹ひよう変へんするとは……詳しくは言わんけど！

「あれはあれで可愛かわいかったけど、多分本人に記憶残ってたらすげぇ後悔に襲われてそうだな」

　頭を抱えて羞恥に悶もだえるリーリエの姿が容易に想像出来る。いいですねぇ！

「うし、準備オッケーと。どうすっかな、まだちょっと早いがリーリエを起こしに──」

「あの、ムサシさん。起きてますか」

　コンコン、というノックと共にリーリエの声が聞こえてきた。俺は手早く荷物を纏まとめると、部屋の扉を開ける。

「おはよう、リーリエ」

「おはよう御座います。ちょっと早く目が覚めちゃって」

「そっか。大丈夫か？　二日酔いとかになってない？」

「はい、大丈夫です。……その、昨日は色々とご迷惑をおかけしてすみませんでした」

　そう言って、リーリエはぺこりと頭を下げた。こりゃ記憶がバッチリ残ってる奴やつですね、間違いない。

「あー、気にすんな気にすんな。俺は別に迷惑だなんて思っちゃいないよ。むしろリーリエの意外な一面が見られて嬉しかった」

「うっ……そ、それは出来れば忘れて頂けると……」

「嫌でーす、絶対に忘れませーん」

「な、なんでぇっ！」

「可愛かったから」

「っ!?　あの、ムサシさん。昨日の私……か、可愛かったっていうのは、本当ですか？」

「本当と書いてマジ。少なくとも俺からはそう見えた」

「じゃ、じゃあ忘れなくていいです！」

「えっ!?」

「むしろ覚えてて下さい！」

「う、うっす」

　有無を言わせないリーリエの迫力に押され、俺は思わず一歩後ずさった。俺を後退させるとはやるなぁリーリエ！

　しかし、いきなり前言撤回とはどういう事なの……しかも、心なしか顔赤いし。さっき自分で可愛いとか言っといてあれだけど、そう言った後にこういう反応されると何だか照れ臭くなってくるな。

「……取とり敢あえず、飯行こうか」

「そ、そうですね。行きましょう」

　お互い若干のぎこちなさを感じながら、俺達は一階へと降りて行った。
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　一階の食堂は、まだ早朝というだけあって客の姿は俺達以外には無かった。聞こえるのは、アリーシャさんが厨ちゆう房ぼうで動き回る音だけだ。

「はよざいまーす」

「おはよう御座います」

「おや、二人ともおはよう。早いね」

　俺達二人がカウンター席に陣取ると、こちらに気付いたアリーシャさんが濡ぬれた手をタオルで拭きながら近づいて来た。

「昨日あれだけ飲んでたから、起きてくるのは遅くなると思ってたけど」

「んー、俺は特に問題ないっすね。二日酔いも無いし、いつも通り起きられた感じです」

「私も特に身体からだには残りませんでした」

「ん、いい事さね。さて、二人とも注文は？」

「俺はドラゴンステーキ特盛にパン四つ、それにスープとサラダセット大でお願いします」

「相変わらず食うねえ……リーリエは？」

「目玉焼き定食とサラダセット小でお願いします」

「はいよ」

　俺達の注文を聞き、アリーシャさんは再び厨房の方へと戻っていく。さあ、今日も朝からガッツリ食って一日頑張りましょうかね。

「…………」

「ん？　どしたリーリエ、そんなこっち見て」

　隣から感じた視線に顔を向けてみると、そこには〝じーっ〟という擬音が付きそうなくらいにこちらを見つめるリーリエの顔があった。な、なんだ？

「ムサシさん、昨日はアリアさんをご自宅まで送って行ったんですよね？」

「ああ、そうだな。流石さすがに夜道を女性一人で帰らせるのはいかんでしょ」

「そうですね、素晴らしい気遣いだと思います。……で、アリアさんにナニかしませんでしたか？」

「ぶふっ！　い、いきなり何の話だ!?」

「いえ、アリアさんは美人ですから……ムサシさんが送り狼おおかみになったりしていなかったか心配だったんです」

「普通に送って行っただけっす！　何もやましい事なんかしてないっす！」

「本当ですか？」

「ホントっす！　でもちょっとだけ色々期待しました！」

「は？」

「スイヤセン」

「……で、家まで送った後は何も無かったんですか？」

「そりゃあ、別に特別な事は……あ、でも最後に言われたな」

「何をです？」

　──ワタシの方が年下なんですから、これからはさん付けは無しでお願いします。リーリエに話し掛けるみたいに、ワタシにももっと気軽な口調で話して下さい──
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「って言われたわ。いやー嬉しかったね、漸ようやく俺の事リーリエの付属品以上って認めてくれた感じがして……どしたのリーリエ、急に頭抱えて」

　俺が昨日アリアさんに言われた事を話したら、今までこちらを向いて話していたリーリエががっくりと項うな垂だれて、その頭を抱えて何やら小さな声でぶつぶつと独り言を言い出した。

「いきなり距離詰めてる……どうしよう、アリアさんは大切なお友達だけど……うーん」

「おいリーリエ、何考えてるか知らんけど取り敢えずお前が思っているような事は何も無いから。友達になった上でそれ以上のやり取りは無いから」

　しかし俺の言葉はどうやらリーリエに届いていないらしい。俺はもういいかと諦めて、現実逃避と共に朝飯が出てくるのを待った。




　　　　◇◆




《月の兎亭》での朝食を済ませた後、俺とリーリエは朝の活気に溢あふれだした街の中をギルドに向かって歩いていた。

「さて……初クエストも終わったし、今日からバンバン他のクエストも受けていきましょうかねぇ！」

「そうですね、頑張りましょう！」

「おう！　ところでどうする？　前回の結果を見るに、多分俺とリーリエでならドラゴン討伐のクエスト受けてもいいと思うんだけど」

「うーん……それはちょっと厳しいかもしれないです」

「と言うと？」

　俺の提案に、リーリエは難しい顔をしている。そして、その理由を説明してくれた。

「クエストには等級によって受注できるクエストとそうでないクエストがあるっていう話は、以前にしましたよね？」

「ああ、聞いたな」

「大抵、大型のドラゴンの討伐は最低でも黄等級以上からじゃないと受注できない場合が殆ほとんどなんです。私達はまだ白等級ですから、受けられたとしても小型種……運が良ければ、中型種の討伐クエストが受けられるかも、っていう状況なんです。それに、仮に私達でも受けられる討伐クエストがあっても、行先のフィールド自体が等級制限によって立ち入り禁止に指定されている場合があります」

「マジかよぉ……等級ってどうやったら上がるんだ？　ひたすらクエストこなしてけばいいって感じ？」

「いえ、ある程度の実績を積めば、ギルドから昇級試験のクエストが発注されるんです。それをこなせば、一つ等級が上がりますね。ですが、その実績というのがまた曲くせ者ものでして……ある特定の種類のクエストだけを受け続けても、それは昇級試験を受けるための実績とは認められないんです」

「……つまり、万遍なくやれって事？」

「その通りです」

　ふーむ、となると中々大変そうだな。リーリエは単ソ独ロの期間でも、自分のこなせる範囲でちゃんとクエストを受け続けていたみたいだからいいけど、俺はあの調査クエストが初めてだったからな……採取、討伐、その他諸もろ々もろ……やらなきゃいけない事は多そうだな。

「うん、こればっかりはしょうがないな。キチキチッとやる事やってくしかないべ」

「ですね……もしかしたら、私達が受注したあのクエストの功績が認められて、多少は昇級試験までの実績を優遇してくれるかもしれませんけど」

「そうなったらラッキー！　程度に考えておこうぜ」

「ですね」

　取らぬ狸たぬきの皮算用をしてもしょうがない、まずは目の前の事をコツコツこなしていこう。








十章　『黒金の大鎧』












　晴天の日。俺とリーリエは、《ビルケ大森林》と呼ばれる広大な森林地帯へと足を運んでいた。無論、クエストのためである。

「おーおー、随分と大所帯なこって」

　木々の間に身を隠しながら、俺は二十メートル程先へと視線を向ける。

　そこには森の中でも比較的開けた空間があり、その中に俺の目指す獲物達が居た。

「【鉤かぎ竜りゆう】ガプテル……二足型で、黄土色の鱗うろこ。特徴はその足に付いている巨大な鉤爪……間違いないです」

「数は……二十はいるな、よしよし」

　それは、割とポピュラーな小型種のドラゴン。今回受注したクエストの討伐対象だ。

「それにしても、最近本当に小型から中型種のドラゴン討伐の依頼が多いですね」

「あ、それ思ったわ。明らかにクエストの数増えてる」

　リーリエの言った事は俺も引っかかっていた。ここ一ヶ月、今までに無い規模で生態系を維持するための討伐系クエストが次々に発注されているのだ。

「今は繁殖期という訳じゃないんですけどね……それに、元々こちらの地方に生息していなかったドラゴンの群れまで現れているみたいですし」

「……何かから逃げてきたのかもな」

「何かって？」

「そらもうクソ強いドラゴンとかからよ」

「え、縁起でもない事言わないで下さいよ……」

「おっと、すまんすまん」

　少しリーリエを怖がらせちまったかな、反省反省。まぁぶっちゃけあり得ない話じゃないと思うんだけど、今は目の前の事に集中しよう。

「コホン……狩らなくちゃいけないのは最低十匹です。その素材を全て持ち帰ってこいと」

「上等、倍の数の素材持ってってやるよ。サポート頼む」

「はい！」

　ひそひそと打ち合わせをして、俺は音も無く金かね重しげを抜剣する。

　正直、サイズ的に言えば大型種に比べりゃあれはトカゲだ。ただ、それでも分類はバッチリドラゴンである。

　鉤竜ガプテルは群れで狩りをするので、一般人が出くわしたら即座に逃げなければいけない相手だ。

　たとえスレイヤーでも、実力も低く装備も十全でない奴やつが単ソ独ロで遭遇しようものなら……御お陀だ仏ぶつである。

　だが、俺の敵ではない。ぶっちゃけ、正面から一対百で戦っても余裕で勝てる……要はザコだな！　リーリエもいるのだから、後れを取る事はまず無い。

　じゃあ何な故ぜ俺がそんな格下相手にこんなコソコソとしているのか。それは単純に、普通に行けば間違いなく逃げられるからである。

　野生の生き物というのは往々にして鋭敏な生き物だ。特に、追うか引くかの線引きは人間よりも遥はるかにハッキリとさせている。

　即すなわち、相手が自分よりも弱者であればこれを追い、強者であれば即座に引く。つまり気配も殺さず猛然と奴らの群れに突っ込んでいったらまず間違いなく、逃げられるって事。

　そうなるとひじょーにメンドくさい。一、二匹に逃げられるのと、二十匹同時に逃げられるのでは訳が違う。狩れるかもしれんが、討ち漏らす可能性もある。

　この広い森だ。一旦距離を離されたら追跡するのは中々労力を使う羽目になるだろうから……そうならないように、気配を完全に殺して群れの死角へと回り込む。そして十分に距離を詰めたところで！

「──疾シッ」

　バコンと地面を踏み砕き、俺は鉤竜ガプテルの群れへと突っ込む。背後から、リーリエの力強い詠唱が聞こえた。




　　　　◇◆




　ビルケ大森林でのクエストを無事終えてミーティンに帰ってきた翌日、俺の姿は《竜の尾ドラゴンテイル》の中庭にあった。

　今の俺はいつもの黒つなぎ姿ではない。つなぎの代わりにその身に纏まとうは、大分前に発注していた俺専用の防具だ。

　碧鋭殻竜ヴエルドラの素材と鉱石類を精錬したインゴットを組み合わせてゴードンさんが作り上げた黒金の大鎧。視界に入る首から下の身体からだは、いつもの三割増しでデカく見える。つまり、今日はこれを引き取りに来たという訳だ。

　あ、ちなみにリーリエは《月の兎うさぎ亭》にいる。空いた時間で魔法の勉強をするんだと。見習うべき勤勉さだ、真ま似ねできるかは別として。

「どうだ？　違和感は無いか？」

「全く。頭の先からつま先までジャストフィットですよ……動きます」

　そう告げて、俺は全身に力を巡らせていく。ゴードンさんは既に距離を取っているので、巻き込む心配も無いだろう。

「ふーっ……」

　俺の力みに合わせて、鎧の伸縮部が筋肉の膨張に沿うようにして伸びていく。この機能はゴードンさんが俺の激しい動きに耐えられるように一から設計したらしい。よし、これなら……。

「──ハッ!!」

　気合を吐くと同時に、全力で地を蹴る。つま先に備え付けられた鉤爪が地面にめり込み、俺の脚力を余すこと無く受け止めた。

　その勢いをそのままに、中庭を流れるように駆け回る。それは、魔の山で暮らしていた時に武器を用いず素手で獲物を仕留めていた時の動き。

　殴り、突き、貫き、蹴り……足を地面から離さず、円を描くように身体を滑らせながら拳撃と脚撃をシームレスに繋つなげていく。

　俺が一つ動作をする度、そこから空くうに生じる衝撃波で砂さ塵じんが巻き上がる。

　あー、これ金かね重しげ持って来るべきだったかな。そんな事を考えながらも、身体は一分の隙も無く動かし続ける。並列思考が出来ない奴は死ぬ……魔の山での暮らしの中で、俺が学んだ事の一つである。

　そうして暫しばらく動き続けた後、最後を正拳突きで締めて俺は動きをピタリと止めた。力みが解けた事で、鎧が元の大きさに戻っていく。

「うん、いい感じですよゴードンさん！　身体も最大限に動かせるし、壊れないし。これなら実戦使用でもバッチリっす」

「その大鎧を着てなんつー速さ……動きが見えなかったぞ。いや、重さは問題無いとは聞いたがな……」

「鍛えてますから。本当だったら金かね重しげもセットでやりたかったんすけど、今日はちょっと持って来てなかったんすよ」

「ふむ……あ、そう言えば金かね重しげについて調べられる範囲で調べておいたぞ」

「マジすか！」

　思い出したように口を開いたゴードンさんに俺は聞き返す。

　飛駆竜クラークス戦の中で謎の能力が覚醒した金かね重しげの事を、大分前にゴードンさんに相談していたのだ。武器の事ならその道に詳しいゴードンさんに聞くのが一番いいとリーリエに言われたから。

「ああ。お前の話を聞いて実物を見てから書物を漁あさってみたが、金かね重しげは恐らく【古代遺物アーテイフアクト】の一種だ」

「古代遺物アーテイフアクト？」

「そうだ」

　ゴードンさんの話を簡単にまとめると、金かね重しげはクッソ大昔に造られた武器の一つかもしれないらしい。

　当時の遺跡などから出土するこれらの遺物は今じゃ再現できない謎の技術が使われている物が多いらしく、金かね重しげもそれに該当すると。

「はえ～……何か不気味っすけど、ぶっちゃけ武器として使えるなら俺は何の問題も無いっすね」

「まぁお前はそう言うと思ったよ……しかしアレもセットとなると、総重量がえげつない事になりそうだな」

「確かに……ま、問題無いっす。重量ウエイトはパワーですから」

　そう言って、俺は右腕で力こぶを作る。それに合わせて伸縮する鎧の姿は、改めて見ると中々面白い。

「でも、使ってて驚いたんすけど……この兜かぶと、凄すごく視界広いっすね。普段と殆ほとんど変わりませんでしたよ」

　感嘆の声を上げながら、俺は兜を脱いで手に取る。解放された顔に当たる日差しと風が心地よい。

「ああ、何気に一番苦労したところだからな……バイザーの瞳部分には《碧へき透とう晶しよう石せき》から作った水晶を埋め込んである。こいつはフルフェイスでも良好な視界を確保したい時によく使われる物だな」

　なるほど、視界が広かったのはその素材のおかげか。外から見ると碧へき色しよく、内側からは透明に外が透けて見える……いいねぇ、鋭い双眼仕様なのが尚なお良い。

「被かぶっていた時周りの音の聞こえはどうだった？」

「ああ、それに関しても問題無しですね。普段とそんなに聞こえ方は変わらなかったっす」

「おお、そいつは良かった。兜一枚隔ててもちゃんと聞こえるように試行錯誤してみたんだが……上手うまくいったようだな」

　あー、この側面から伸びる二本のアンテナみたいな物にはそんな機能があったのか。

「あの、ちなみにこの額から生えている角は？」

「カッコいいから付けた。あ、でも刺そうと思えば普通に刺せるぞ」

「最高じゃないすか……」

　本当に趣味が合うなぁ。この先も何か武具作るとしたら全部ゴードンさんに頼もう、うん。

「それと、これはワシが勝手に作った物なんだが……」

　そう言って、ゴードンさんがごそごそと中庭の扉の奥から何か持って来る。あれは……紫の布？

　疑問符を浮かべる俺に、ゴードンさんがそれを手渡した。

「兜は持っててやる。広げてみろ」

「うっす……おおっ、これは！」

　言われた通りにバサッと広げて、その正体が分かった。これは……マントだ。それも鎧よろい装着時の俺の背面を全てカバーできる大きさの。表は美しい紫で、裏面は真紅。それに、金色の刺し繡しゆうと縁取りが施されている。高級感すげえなオイ！

「その鎧を作っている時、『マントがあったら映えるな』と思ってな……完全に注文外の品だったが、思わず作っちまった」

「これ、どうやって付けるんです？」

「その防具と同じ黒色の部分が肩の付け根部分とのジョイントになってる」

　そう言ってゴードンさんが指さした先、マントの上部分にあたる場所に、確かに鎧と同じ素材のジョイントらしき物が付いていた。

「ほうほう、んだらば！」

　ジョイント部分を持って、俺は大きくマントを翻す。バサッと音を立ててマントが背中側に回り、手の中のジョイント部を鎧側のそれらしい場所に押し付ける。

　バチン、と音がしてマントと鎧が一体化した。鏡が無いから自分でどうなっているのかは分からないが……。

「……ムサシ、兜を付けてみろ」

「うっす。……どうすか」

　兜を装着して改めて完全装備となった俺の姿を、ゴードンさんはまじまじと見る。そうして眺める顔は、心なしか興奮しているようだった。

「……皇帝」

「え？」

「黒金の鎧と紫紺の衣を纏いし皇帝。今のお前さんは、そんな感じの姿をしている。マント有りだと、少なくとも白等級スレイヤーの格好じゃないな」

「確かに……」

「だが、よく似合ってる。お前じゃなきゃ、その風格は出ない……そのマントは実は実戦でも耐えられるようになっててな。お前が持ってきたモノとは別のドラゴンの素材や希少鉱石から作り出した繊維を織り交ぜて作った物で、熱耐性、断熱性、切断耐性、張力耐性……表面に特殊なコーティングを施してるから汚れないようにもなってる」

　マント一つにどんだけ盛り込んだんだ!?　これだけで一つの防具じゃないか！

「まあ、さっきも言った通りこれはワシが勝手に作った物だ。買って行けとは言わんから安心しろ」

「いや、買いたいっす。クエストで使うかと言われると場所によりますけど、使えるなら使いたい」

「……いいのか？　高いぞ？」

　ぐっ、それは仕方ないよな……安い訳が無いもの。

「ち、ちなみに鎧とセットで買うとお幾らに……？」

「お前が用意した予算の倍だな」

「倍ィ!?」

　うっそだろオイ！　今回俺が用意した予算って全財産の八割くらいなんですけどォ!?

「しゅ、出世払いは可能ですか？」

「……本当なら認めないが、今回はそれでいいぞ。ワシが独断で作った物を買い取ってくれるって言うんだ、精々早く等級を上げて料金分稼いでくれ」

「あざっす！」

　よ、良かった……こりゃあ、さっさと上の等級に行って金払いの良いクエスト受けまくらんといかんな。あ、でもこんな金の使い方したらリーリエに怒られるんじゃねえか？

　……未来への出資と思って貰もらうしかないな、うん。

「あ、でも今回お前さんが用意した予算は頭金として置いて行ってもらうからな？」

「了解っす。出来るだけ早く残りも用意しますんで」

　兜を脱いで頭を下げてから、ゴードンさんと握手を交わす。さぁ、これからビシバシ使わせて貰うぞ。








十一章　『リーリエの怒り』












　俺は防具を着込んだまま意気揚々と《竜の尾ドラゴンテイル》を後にした。気分良く胸を張って風を切って歩く。

　そしてすぐに気付いた。あっからさまに住民達に前より距離取られてる。当たり前だよなぁ!?　今の俺はどう考えても近寄らん方がええ奴やつって自分でも分かるもん！

　だがしかし俺は気にしない。カッコイイから見せびらかしたいしぃ。

「む？」

　その時、俺はピタリと足を止める。

　……大胸筋がピクピクと震えている。ヤバい、俺の筋肉レーダーが何かを嗅ぎつけた。同時に脳内にカンカンカンカンと警鐘が鳴り響く。

「……あかん、リーリエがピンチだ」

　ボソリと呟つぶやくが早いか、俺はその場で跳躍する。

　苦も無く近くにあった屋根の上に飛び乗った俺は、スンスンと鼻を鳴らす。下から驚きよう愕がくの声が聞こえてくるが、そんな事はどうでもいい。

　風に乗って四方八方に飛び散る無数の匂い。その中からリーリエの匂いを探り当てた俺は一目散に屋根から屋根へと跳躍した。

　おおよそ人間らしからぬ一連の動きだが極限まで鍛えた筋肉があれば朝飯前。今の俺は筋肉万能論の体現者だ！

「……いた！」

　街の中央、市場の近くにある噴水広場。そこではリーリエと一人の男が対たい峙じしていた。明らかに友好的って感じじゃねぇなぁ！

「おいゴラァ！　リーリエから離れろボケェ!!」

「きゃあっ！」

「なっ!?」

　太陽を背負い、大きな影を地面に映しながら着地する。多少石畳が割れて沈み込む音がしたが、んな事こたぁどうでもいいんだよ！

「む、ムサシさん……ですか？」

「あ、わり。これだと顔見えんな」

　慌てて兜を脱いで左腕に抱える。今日のリーリエは落ち着いたデザインの私服だ、可愛かわいいね。

「てかリーリエ《月の兎うさぎ亭》で勉強してたんじゃなかったんか？」

「あ、ちょっと新しい魔法の学術書を探しに来てて……目的の本は買えたんですけど、その」

　帰り道で絡まれたって事か。災難だが、俺が対応しに来られたのが救いか。

「な、何だ！　一体何事……あっ！」

「ん？」

　男が突如空から降ってきた俺の顔を見た瞬間、目を見開く。そしてわなわなと顔を震わせた。

「お前、あの時の！」

「……誰だっけ？」

「ジークさんですよ！　ほら、初めてギルドに行った時に……」

「ああ！　あのモヤシ野郎！」

「は!?」

　リーリエにボソボソと耳打ちされてやっと思い出した。こいつあのナンパ野郎じゃん。

「で、そのモヤシくんがリーリエに何の用だ？　世間話って感じじゃなかったよなぁ？」

「お、お前ぇ……！」

「ジークくん！」

　ピキピキとこめかみに青筋を浮かべたジークだが、背後からの声でハッと我に返る。

　ありゃ、全然気付かんかったけど取り巻きーズもおるやんけ。しかもジークに声かけたの俺にお尻ペンペンされたパツキン女じゃん、こいつ取り巻きの筆頭か？

「ンンッ……何の用かだと？　ふん、たまたまここでその〝能無し〟と出くわしたものだからね、ちょっとこの間の不正について問い質ただしていたんだよ。お前にも関係のある事だぞ、山猿」

「お前次リーリエの事〝能無し〟って言ったらブチ殺すぞ」

「ヒッ!?」

　これまで何度も聞いてきた相棒への侮辱にカチ切れそうになった俺を、リーリエが片手で制する。そして、すっとジークの前に立った……てか不正？　何の話だ？

「ジークさん、先程も言いましたけど私とムサシさんは不正なんてしていません。あの変異した飛駆竜クラークスは、ちゃんと二人で力を合わせて討伐したんです」

「ふん、そんな戯ざれ言ごと何度聞かされたところで信じる事なんて出来ないよ。ましてやお前達の悪名はギルド中に知れ渡っているからね」

　フッと鼻で笑ってから髪をかき上げるジーク。こいつ腹立つなぁ、てか悪名って何だよ。そんな風に言われる筋合いなんて……あるかもしれんわ、主に俺の所せ為いで。

「そもそもだね、ドラゴンという生き物はお前達のような実戦経験の無い白等級が相手に出来るものじゃないんだよ。片方は少し力が強いだけの馬鹿でもう片方は碌ろくに戦えもしない役立たずという救いようの無いパーティーじゃ尚なお更さらね」

「てんめっ」

「ムサシさん」

　公衆の面前で好き放題言い続けるジークを殴りつけようとした寸前、リーリエが待ったをかけた。

　……何だ？　今日のリーリエは明らかにいつもと違うぞ？　縮こまる訳でもなく、おどおどする訳でもない。

　ジークの不快な戯れ言を真正面から受けながらも、凜りんとした表情を崩さない。その立ち姿からは、一種の覇気すら感じた。

「大方、たまたまフィールドに転がっていた亡なき骸がらを自分達の手柄として持ち帰ってきただけなんだろう？　ドラゴン同士で争うなんてよくある事、縄張り争いで敗れただけの飛駆竜クラークスをあたかも──」

「もう結構です」

　仰々しく持論を垂れ流し続けようとしたジークを、リーリエがぴしゃりと打ち切った。そう、あのリーリエがだ。

「なん、だと？　お前、一体誰に向かって──」

「貴方あなたに向かって言ったんです」

　ビキビキと頭に血を上らせて威圧しようとしたジークに、リーリエは敢然と立ち向かった。

「ジークさん、さっきから貴方が言っている事は全て貴方の個人的感情と従来の私達への評価から来ている妄想です。言いがかり、とも呼びますが……率直に言います。ジークさん、貴方はただ単に私達の事が気に入らないだけですよね？　見下してきた相手が、自分が出した事の無い成果を上げるのが許せない、ただそれだけ」

「なっ!?」

「あの飛駆竜クラークスは、鑑定を経てきちんと私達が討伐した個体だとギルドが認めているんです。スレイヤーを統括するギルドが出した結論に、赤等級ともあろう貴方が感情的に異議を唱えるんですか？」

「こ、のっ……！」

「この際ですから、言わせて貰います」

　そう言ってリーリエはぐるりと周囲を見渡す。集まっている野や次じ馬うまの中にはスレイヤーとおぼしき人間達の姿もあった。今まで散々俺達……いや、リーリエを見下してきた者達。正確に言えば、見ようともしなかった者達だ。

「私はもう貴方を……貴方達を、怖いとは思いません。ムサシさんと出会って、自分の価値を知る事が出来たから。だからこそ、そんなムサシさんと一緒に勝ち取った結果を理不尽な私怨で踏みつけられるのが許せない……分かりますか？　私は今、怒っているんです」

　一息で言い切ったリーリエの姿を見て、俺はほぅと感嘆の息を漏らす。対照的に、ジークはブツンと切れた。

「お前ェ！　〝能無し〟の分際でよくもこのボクに！」

「っ！」

　逆上したジークが血走った目で拳を振り上げる。リーリエは反射的に目を瞑つぶり身構え、俺は──誰よりも速く、動いた。

「よいしょ」

「ぶフッ!?」

　ジークの拳が振り下ろされるよりも速く、俺が突き出した右の拳がその整った顔面を打ち抜いた。

　クソみたいな人間とは言えそれなりに鍛えて戦場を生きてきた筈はずのジークは、風に吹かれたちり紙のように呆あつ気けなく宙を舞う。

　そして、広場の中央にある噴水へと豪快に頭から突っ込んでいった。

「きゃあっ!?」

「ジークくん!!」

　飛び散る水みず飛沫しぶきに悲鳴を上げながら、取り巻きーズが慌てて噴水へと駆け寄っていく。周囲がザワついたが、俺は構わずリーリエの前に立ちニッコリ笑顔で頭に手を乗せた。

「──リーリエ、よう言うた！」

「わっ、ちょっ！　ムサシさん!?」

　人目もはばからずわしゃわしゃと頭を撫なでる俺に目を開けたリーリエは困惑する。しかし俺は手を止めない。

「いやもうマジですげぇよお前!!　俺感動したもん、普通あそこまで堂々と言い返せねぇよ！　もう出る幕無かったからね俺！」

「あ、いえその……前に強くなるって言った手前、もうビクビクしてちゃ駄目かなって……少なくとも、言われっぱなしはもうやめようと思いまして」

「サイッコー!!」

　ああもう何て奴やつだ、この短期間で今までの苦難を全部押し返すくらいの成長っぷりだ。

　俺と一緒に場数踏んできた中で自信が付いたってのもあるかもしれんが、それでも変わるための最初の一歩は重い物だ。

　それを、リーリエは自分で踏み出した。もし俺がここに来なかったとしても、間違いなく前に進んでいたと断言できる。

「……あれ、そう言えばジークさんは」

「あ、お前を殴ろうとしたから先に殴り飛ばしたわ」

「んなぁ!?　あ、あれほど手荒な方法はとっちゃ駄目ってアリアさんに言われたじゃないですかぁ！」

「あー、えー、あー……よっしゃ！　ズラかるぞ！」

「ちょ!?」

　人垣が増えてきたところで、俺はパシッとリーリエを抱え上げる。所謂いわゆる、お姫様抱っこという奴だ。

「しっかり掴つかまっとけよ！」

「う、嘘うそぉ！」

　間髪入れず、俺は空へと駆け上がった。どよめく人混みを尻目に、今までに無いくらいに軽やかに屋根を飛び移っていく。

　……自分でも驚くくらい、興奮していた。リーリエが俺のために、自分のために怒ってくれた事が嬉うれしかったのだ。

「ハーッハッハッハッハ！」

　偶然がもたらした出会いだった。しかし、俺は自分が思っている以上にその偶然で引き寄せられたリーリエという少女が持っていた人間としての強さに、惚ほれ込んでいたのかもしれない。

（しかしアレだな、何かもう一押し欲しいな）

　ぼんやりとそう考えたのは、幾らリーリエが成長しても向こうが意識を改めない事にはまたしょうもない因縁を付けてくると思ったからだ。

（もう一回飛駆竜クラークスクラスの大物仕留めたら黙るか……？）

　いや、それは安直だな。そもそもあのレベルの相手はそうそう見つからない。というか、そんな化け物に出てこられたら俺ら個人の問題じゃなくなるわい。

「ま、俺はいつでもバッチ来いって感じだけどな！」

「何が!?」

　一人で考えて一人で完結した俺にリーリエが困惑する。笑いながらそれを誤ご魔ま化かして、俺は街の空を駆け抜けていった。








十二章　『不穏な気配、急襲』












　その日、俺とリーリエはガレオに呼び出されてギルドマスタールームへと足を運んでいた。

「以前、お前達が受注したネーベル鉱山でのクエストの調査結果が出た。鉱山崩落の原因とか、その辺の事だな」

　そう言いながらガレオが見せてきたのは、十枚ほどの書類。それを受け取ったリーリエが内容に目を通す。

　俺は……その横で突っ立っていた。いや、こういうのはリーリエに任せた方がいい、絶対に。

「結論から言えば、お前達の報告を裏付ける調査結果となったよ」

「て事は、あのクエストは成功って事でいいのけ？」

「そういう事になるな。だから、これから作って貰もらう正式な報告書にはお前達が最初に報告してきた事をそのまま書いて貰っていい」

「良かった……」

　ガレオの話を聞いたリーリエが、ほっとしたように息を吐く。取とり敢あえず、これでネーベル鉱山での一件については片が付いたかな。

「で、ここからが本題だ」

「ん？」

「本題、ですか？」

　はて、今日呼ばれたのはこの調査結果の通達のためだけだと思ったが……そうじゃないらしいな。

「──白等級スレイヤー・ムサシ、リーリエ。両名には、これから昇級試験を受けて貰う」

　その言葉を聞いた時、俺もリーリエもピンと背筋が伸びた。ついに……来た！

「本当なら、ネーベル鉱山で飛駆竜クラークスの変異種を討伐した時点で等級を上げてやれれば良かったんだがな、ギルドの規則上無理だった」

「問題ねぇよ。むしろ俺的にはもっと先だと思っていたけど……これは、飛駆竜クラークス討伐の件も加味してくれたって事でいいのか？」

「当然だ」

　つまり、ネーベル鉱山での功績が大きな実績として組み込まれて、昇級試験までの道程が短くなったらしい。やったぜ。

　俺とガレオが話す隣で、リーリエは微かすかに身体からだを震わせていた。それに気付いた俺は、その頭にポンと手を乗せる。

「やったな、リーリエ」

「……っはい！」

　そう言って笑顔を向けてくるリーリエは、感無量といった様子だった。当然か、きちんと成果が認められて自分の目指す青等級へ向けて一歩前進した訳だからな。

「おいおい、喜ぶのはまだ早いぞ？　昇級クエストを達成できなけりゃ、この話はおじゃんなんだからな」

「えっ、そんな難しいの？」

「……いや、飛駆竜クラークス変異種を討伐したお前達なら恐らく朝飯前だな」

　何だよ、ビックリさせんなや！　一瞬身構えちまったじゃねーか！

「話を聞くに、昇級クエストの中身はドラゴンの討伐ですか？」

「その通りだ。クエストの詳細については、受付に居るアリアに──」

「しっ、失礼します！」

　ガレオが説明を続けようとした時、不意に部屋の扉が開け放たれ慌ただしく職員が入り込んできた。

「……すまない、二人とも。一旦席を外してくれ」

　職員からただならぬ気配を感じ取ったガレオは、俺達を部屋の外に出るように促す。俺とリーリエは席を立ち、素直に廊下へ出て扉を閉めた。

「どうしたんでしょう、一体」

「分からん。ただ随分と切羽詰まった感じだったなあの職員」

「……率直に言って、何か嫌な予感がするんですけど」

「それ正解。俺の筋肉もピリピリしとるわ」

　とは言え、実際何が起きたのかを聞くまで断定は出来ない。教えて貰えるかは分からないけどな。

　……しかし案の定というか何というか。十分ほど経たってから部屋に呼び戻された俺達は、ガレオから無情な通告を受けた。




「──昇級試験中止ィ!?」




　　　　◇◆




　無情、ああ無情。階段を上ろうとしたら足払いをかけられた気分だ。

　失意の下にギルドを後にしてから、何回溜ため息いきを吐ついたか分からない。日中はもうやる気スイッチが入らず、夕方に《月の兎うさぎ亭》に帰ってきてから俺はやけ酒を呷あおっていた。

「何でなんだよぉ～オォン！」

「まぁまぁ、仕方ありませんよムサシさん」

　ジョッキを片手にテーブルに突っ伏しておんおん唸うなる俺を、ミルク入りのマグカップに口を付けながらリーリエが宥なだめる。

　今の俺は傍はたから見たらダメ人間その物。だが今日くらいは許して欲しい、あまりにもタイミングが悪すぎる。

「だってさぁ！　ピンポイントだよ!?　何でこのタイミングで俺らが討伐しなきゃいけないドラゴンの死骸が見つかる訳!?」

　俺達が受ける筈だった昇級試験が急きゆう遽きよ中止になった理由が、正にそれだった。

　中型種の【灰はい鱗りん竜りゆう】ブライウスというドラゴンの討伐。それが、俺達が白等級から黄等級に上がるための試験クエストの内容だった。

　しかし、この灰鱗竜ブライウスが討伐予定地となっていた《アルブール山》にて死骸となって発見されたのだ。

　部屋に突撃かましてきた職員が持ってきた情報が正にソレ。でもぶっちゃけそれだけだったらまだ良かったのよ。

　問題は……この死骸の発見によって、俺達を含めた全スレイヤーに行動制限がかかった事だ。

「私からは運が悪かったとしか言えませんけど……でも、一体何が起きたんでしょうね。灰鱗竜ブライウスの惨殺体が発見されるなんて」

　そう、見つかった死骸はただの死骸ではなかった。一体何をどうやったらこんな死に方をするのかってくらい、酷ひどい状態だったらしい。

「そこら中に肉片やら血が飛び散ってたって、他のドラゴンにでも襲われたんかね」

「恐らくそうだと思いますよ。話を聞いた限り、少なくともスレイヤーの殺し方ではありません」

「バラバラにしてフィールドに放置する理由無いしなぁ……内臓とか肉だけ無かったんだっけ？」

「そうですね。襲われて捕食されたと考えるのが妥当だと思います」

　灰鱗竜ブライウスはこの辺りでも有数の強固な防御力を持つドラゴンだったらしい。気性はそこまで荒くないが討伐には技術がいる。だからこそ試験の相手にはもってこいだった。

　そんな灰鱗竜ブライウスが荒々しすぎる派手な食い方をされた結果、何か得体の知れないドラゴンがいる可能性が浮上したのだ。

　未知の力を持つ強力なドラゴンが現れた事で、ギルドは調査を開始した。でもって調査が終わるまで一時的にクエストの発注を全て取りやめるんだとよ。

「以前ムサシさんが言っていた事、当たっていたのかもしれませんね」

「へ？」

「最近ドラゴンの群れを討伐するクエストが増えているのは、強力なドラゴンから逃げてきた群れがこの地方に流入しているからっていう話です」

「あー言ったなそんな事……言わなきゃ良かったわクソが！　盛大なフラグだったじゃん！」

「ま、まぁまぁ」

「てかせめて俺らも調査に同行させろ、空気読めんバカトカゲの面ツラ拝ませろ！」

「調査隊は青等級以上のスレイヤーと赤等級の一部しか加われないという話でしたから、仕方ありませんよ。私達は白等級ですし……いくら飛駆竜クラークスの変異種を討伐した実績があるとはいえ、ギルドとしてはそれだけで私達を特別扱いは出来ませんよ」

「ぐうの音も出ない」

　リーリエの正論に俺はガバッと上げた頭を秒でテーブルに戻した。ただ理解は出来るが納得は出来んのが正直なところだ。

「……こんな形で邪魔されたくなかったなぁ。せっかく二人で掴つかんだチャンスだったのに」

「まぁまぁ、調査が終われば試験は受けられるでしょうし……内容は変わるかもしれませんけどね」

　恨み節全開の俺の頭を、リーリエが優しく撫なでる。いつもと立場が逆転しちまってるな。てか多分絵面酷い事になってるわコレ。

「それに、街に残されたスレイヤーに役割が無い訳じゃありません」

「街の防衛だろ？　でも万が一そのドラゴンが街に現れたら残ってるスレイヤーで対処すんの難しくない？」

「最高戦力のギルドマスターは対策会議のために本部に呼び出されちゃいましたしね……でも真正面から迎撃する必要は無いんですよ。最優先は住民の避難と調査隊が戻ってくるまでのドラゴンの足止め。幸い数はいますから、何とかなるんじゃないでしょうか……私達もいますし、ね」

「お、言うねぇ。いいじゃんいいじゃんその自信は大事よ？」

　まぁ実際その通りだ。他の奴やつらは知らんけど、ぶっちゃけ俺はリーリエがいるなら負ける気しないわ。

「恐らく相手は大型のドラゴンです。街に近寄ってきた時点ですぐに分かると思います」「そんときゃ一番槍やりで突っ込むぞ。街に入る前に討伐してやる」

　グルルと唸る俺に、リーリエは苦笑する。

　他の奴に聞かれたらかなり大きく出たなと思われそうだが、要は気の持ちようよ。最初から受けの姿勢じゃいざとなった時動けない、そういうもんだ。

　そんなこんなでリーリエと話を続け、アリーシャさんから「いい加減寝な！」と言われてから部屋に戻って床についたのだった。




　　　　◇◆




　ピリッ。

「ん？」

　月が真上に昇った深夜。俺は不意に違和感を覚えてベッドから身体を起こす。何だ？　妙に頭がザワつく。それこそ眠気が一瞬で弾はじけ飛ぶくらいには。

「気の所せ為い、じゃねぇな」

　意識が完全に覚醒して、俺はボソリと呟つぶやく。

　全身の筋肉がピキピキとひりつく。徐々に熱を持つ不穏な気配に、肌が灼やかれていく感覚を覚えた。

「これは……良くないな」

　血中のアルコールがみるみる分解されていくのが分かる。備えろと、構えろと肉体が叫ぶ。

　普段は鈍い脳みそがフル回転を始めた。思考は加速し、研ぎ澄まされていく。俺の鋭敏な知覚網は瞬く間に拡散し、夜の街を駆け抜ける。

　やがて第六感を超える超感覚が、違和感の正体を……掴んだ。同時にベッドから跳ね起きた俺は、大急ぎで廊下へ飛び出るとそのままリーリエの部屋へと向かう。

　鍵がかかっていた扉を構わずこじ開ける。デリカシーもへったくれも無いが、今はそれどころじゃねぇ！

「リーリエ！　起きろ!!」

「へぇあっ!?」

　熟睡していたところをいきなり叩たたき起こされたリーリエは目を白黒させる。寝ぼけ眼まなこはふらふらとしながら俺の姿を捉えた。

「む、ムサシしゃん……？　え!?　ちょちょちょちょっと待って下さい、何ですかいきなり!?」

　大慌てで寝間着一枚の身体からだをシーツで隠すリーリエの顔は暗くても分かるくらい真っ赤だった。

「うわエッロ……いや違うそうじゃねぇ！　リーリエ──」

「ままま待って下さい！　まだ私心の準備が……というかこういうのはもっと手順を踏んでからでなきゃダメだと思います!!」

「何の勘違いだよこのムッツリスケベが！　それはまた今度って事でだな！」

「こここ、今度ヤるんですか!?」

「ジョークに決まってんだろ！　ちゃうねんちゃうねんそうじゃなくて、今すぐ起きて装備整えろ！」

「へ？　装備？」

「そうだ！　ああもう、何て言うかな。とにかくこれはヤバい！」




　──ドンッ!!──




　ギャーギャーと騒いでいた時、不意に夜の静寂を切り裂く大きな音が鳴り響いた。方角的に街の西側。

　間を置かず、カンカンカンと鐘の音が鳴り響く。これは非常事態を告げる音であり……開戦を告げる音でもあった。




　　　　◇◆




　夜の静寂は破られた。街は蜂の巣をつついた状態となり、そこら中から悲鳴や怒号が聞こえる。

　慌ただしく動き回る人々の姿を眼下に捉えながら、俺はリーリエを背負って空を跳んだ。着地が荒っぽくなり、中継点にする家の屋根を少々破損させてしまう。

　だが許して欲しい、今はそんな事を気にしている暇は無いのだ。可能な限りの最速で、俺達は街の西側を目指す。

「こ、これは……」

「だから言ったろ、ヤバいって！」

　強こわばった声で口を震わせるリーリエ。無理もない、こんな事態に遭遇するのは初めてだろうし。勿もち論ろん俺もそうだが。

「一体どうやって街の警戒網を」

「分からん！　分からんけどこうなっちまったらやるしかねぇ！」

「確かアリアさんはギルドで避難指揮を行っているから大丈夫、アリーシャさんにも避難指定場所を伝えてきたし……」

　親しい人間の安否を気遣っているリーリエの呟きを聞きながらも、俺は更に加速する。

　早く、速く、迅はやく！　全身に降りかかる圧力プレツシヤーが強くなっていくのを感じながらも、俺は一切足を止めない。

「この距離でコレか……思った以上にやっべぇ奴だぜこいつぁ」

　耳元を過ぎ去る夜風のびゅうびゅうという音を聞きながら、俺は最後の一跳びをかました。

　そして辿たどり着く。この状況を生み出した爆心地、そのど真ん中にズンッと荒々しく着地した。

　──地獄。俺の拙い語彙力ではそうとしか表現しようがない。しかし、それ以上にこの光景を雄弁に語る言葉は無いと思った。

　柱や基礎を残して無残にも崩壊した建物の数々。そこから上がる火の手は、夜の空と街を煌こう々こうと照らし出す。

　綺き麗れいに敷き詰められていた石畳の道は、そこかしこが引っぺがされていた。というか、道沿いの家々が無くなっている所為で幅自体が拡ひろがっている。これじゃまるで広場だ。

　しかし、それ以上に酷ひどいのは……あちこちに転がっている、人間の死体。

「こ、れは……うっぷ」

「堪こらえろ、リーリエ」

　惨劇と呼んで差し支えない状況に、リーリエは口元を覆う。俺はと言えば、気味が悪いくらいに頭が冷え切った状態で注意深く辺りを観察していた。

　……鉄臭い、とにかく鉄臭い。腕や足だけ転がっているのもあれば、上半身と下半身が分かれている死体もある。

　五体が揃そろっていても、全身があり得ないひしゃげ方をしている死体もある。大質量に圧おし潰つぶされてぺしゃんこになっているのもある。

　犠牲になったのは住民だけじゃない。異変を察知してから真っ先に駆けつけたであろう武装したスレイヤーの遺体も散見される。

　そして今も、目の前で別のスレイヤー達が戦いを繰り広げている。しかし、お世辞にもまともに戦えているようには見えない。

「こっ、このぉッ！」

「後衛！　もっと魔法を撃て！　さっきから全然──ギャッ!?」

「もっと散開して！　そんなに密集されたら巻き込んでしまう！」

「そもそも全然効いてないわ！　もっと火力を──」

　ダメだ、連携が全く取れていない。当然か、普段から組んでいる相手とではなく完全な混成部隊として戦っているのだから。

　これ以上はいけない、続けても犠牲が増えるだけだ。

「リーリエ、俺の目を見ろ」

「え、あ……」

「落ち着いたか？　落ち着いたな。やるぞ」

「……っ、はい」

「よし、ちょっと耳塞いでな」

　シンプルに言い聞かせると、リーリエは一つ深呼吸をしてからこくりと頷うなずく。まだ完全に覚悟は決まっていないかもしれない、だが待つ時間は無い。

　ひゅっと俺は息を吸い込む。そして、あらん限りの大声で吠ほえた。

「──おいゴラァ!!　こっち見ろテメェ!!」

　周囲の塵ちりを残さず吹き飛ばすほどの、爆音。多量の殺気も織り交ぜて放たれた一喝に、シンと辺りが静まり返る。

　スレイヤー達は困惑し、動きを止める。それはこの惨事を引き起こした張本人も同じ。

　炎と月明かりで照らされた巨きよ躯くが、ゆっくりとこちらを振り返る。今までの餌とは違う気配を感じ取ったのだ。

　これでいい、注意が逸それてる相手はやり辛づらいからな。

　俺は金かね重しげを引き抜き、リーリエは魔導杖ワンドを構える。そして張り詰めていた糸が……切れた。




《──ギャオオオオオオオオオッ!!》




　あらゆる音をぶっ潰す禍まが々まがしい咆ほう哮こう。絶望を撒まき散ちらす巨悪であるこのドラゴンに相応ふさわしい、悪魔のような雄お叫たけびだった。








十三章　『VSアンノウン』












　──異質だ──

　街を破壊し、数多あまたの犠牲者を出したソイツを見て率直にそう思った。

　あの碧鋭殻竜ヴエルドラを優に超える体格。頭の先から尻尾の先まで見れば、そのサイズは間違いなく今まで見てきたドラゴンのそれを上回る。

　全身は限りなく黒に近い赤の体表で覆われており、鱗うろこや外殻のような物は見られない。恐らく、皮膚がそのまま露出しているのだろう。その側面部には、頭の付け根から尻尾の先端にかけて魚のエラのような器官が見て取れる。

　だが、巨大な身体は何な故ぜか右側面が異常に隆起していた。そのためか、正面から見た全体像は酷ひどく歪いびつである。

　禍々しい体色と相反するように、その双そう眸ぼうは燃えるような金色をしていた。口の中には、血と混ざった涎よだれが見える。

「何、ですか。この、ドラゴン……見た事がありませんよ」

「俺も無いな。魔の山にはこんなのいなかった」

　リーリエの呆ぼう然ぜんとした言葉に軽く返しながら、俺は金かね重しげを持つ手に力を入れる。全身に力が漲みなぎっていき、筋肉が膨張するのに合わせて鎧よろいが伸びた。

　ドラゴンの遥か後方に、地面にぽっかりと大穴が開いているのが見える。ああなるほど分かった、こいつあの変異した飛駆竜クラークスよろしく地面掘ってここに来やがったな？　不意打ち食らった結果がこの惨状って事か。

「とりま、戦闘態勢取ってくれ。どうやらアイツ腹ペコみたいだから……多分、大人しく逃がしちゃくれない」

「……ッ！」

　ま、この場で逃げるなんて選択肢は取れないがな。これだけの惨状を作り出した大物、放置なんて出来んし……不謹慎だが、勿体ねぇとも思う。

《──グギャオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッッ!!》

　碧鋭殻竜ヴエルドラとも、飛駆竜クラークスとも違う咆哮。街の端から端まで響き渡るそれを聞いた時、兜かぶとの内側で口角が引き上がっていくのが分かった。

　……俺は心の中に湧き上がる昂たかぶりを、抑えられそうもなかった。人間の死が充満するこの空間を見ても、だ。

　ギラギラとした双眸の奥に宿る気配も、放たれる重圧もこれまでのドラゴンとはまるで違う。

　名前も何も知らない未知の相手アンノウンだが、チリチリと肌を灼やく感覚がコイツは紛れもない強者だという事を教えてくれた。

《ギャオオオオオオオオオッ!!》

　夜空を震わせる咆哮を再度上げながら、ヤツは一直線にこちらへと突っ込んで来た。

「リーリエッ！」

「はいっ！」

　俺が前へ疾駆するのとリーリエが更に後方へと下がったのは同時。間を置かずに、俺とヤツの巨躯が地面を踏み砕く音を響かせ衝突した。

《グアッ!!》

「ぬぐっ！」

　轟ゴウ、という音と共に振り下ろされた右手の金かね重しげが、俺を薙なぎ払おうと振るわれた太い首とカチ合う。

　ドゥンッ！　という鈍い衝突音が発生し、俺の身体からだが押し戻された。

　両足が石畳を砕いて地面に食い込み、二本の溝を作りながら後ろへと流れる……が、三メートルほど押された所で俺の身体はピタリと止まった。

「おーおーイイ突進だなぁ、並のドラゴンなら今の一撃で宙を舞ってるぜ」

《グゥッ……！》

　大型のドラゴンすら殴り倒す膂りよ力りよくを以もってその重撃を受け止めた俺を、間近にある金色の瞳が驚きよう愕がくと共に忌々しげに睨にらみつける。

　多分、初めての経験なんだろうな。己より矮わい小しような存在にその力を受け止められ、あまつさえ押し返されそうになっているこの状況が。

　そんな中でも、怒気を撒き散らしながら獲物を喰くらわんと俺に向かってその顎が何度も伸びる。それを躱かわし、斬り払いながら立て続けに俺とドラゴンが交錯した。

（しかし、何だこの感覚）

　幾度も斬り結ぶ中で、響き続ける鈍い衝突音を聞きながら俺は思考を奔はしらせる。

　コイツが今まで見てきたドラゴンのような鱗や外殻は持ち合わせていないという事は分かっている。それは即すなわち、そういった物を持たずとも表皮のみで防御力を確保出来ているという事になるな。

　だが、それでもパワーで押し切って斬り裂くのは可能だと思ったんだが……見たところ、食い込んではいるものの傷を付けるには至っていない。

　俺の剣術が拙いだけか、それともコイツの表皮の防御力が異常なのか……ぶつかった時の事も気になる。何だあのゴムを殴りつけたような感触は。

『ムサシさん！』

『おっ、リーリエ。準備オッケーすか？』

『はい！　押さえつけます！』

『あいよ！』

【念信テレパス】による念話の後、俺は膠こう着ちやくしていた状況を打ち破るように右腕を大きく振り貫き、ヤツの頭をカチ上げた。

「【重力グラビテイ】・【加算アデイシヨン】！」

　均衡が崩れた瞬間、ヤツの足元に黒い魔法陣が浮かび上がる。途端、まるで見えない何かに押さえつけられるようにヤツの身体がズン！　と沈み込んだ。

　変異種飛駆竜クラークスを地面に縫い付けたリーリエの【重力グラビテイ】だ、並の拘束魔法とは一線を画す効果を持っている……んだが。

《グッ……ガアアアアアアアアア!!》

『嘘うそっ!?』

『マジかコイツ』

　魔法は間違いなく効いている。今ヤツの身体にはとんでもない圧がかかっている筈はずだ。

　しかし、ヤツが膝を折る事は無かった。動きを制限されながらも、直立を維持している。

　やっぱりコイツ、他の奴やつよりダンチで強い。この重力の雨を叩たたき付つけられながらも、それを振ふり解ほどく勢いで抵抗しているのが何よりの証拠だ。

《グルルッ！》

　己に降りかかる重力に晒さらされながらも、その金の瞳がギョロリと後方に居るリーリエの姿を捉える。

「オイコラ、そっち見んじゃねえ！」

　視線がリーリエに向いたのを見て、俺は即座にその視界を遮るように立ち塞がった。

　コイツ、一発でこの状況を作り出しているのがリーリエだと勘付きやがった。ただのパワータイプって訳じゃなさそうだな！

《グッ、ガアッ!!》

　俺がリーリエの盾となるように身を翻すと同時、ヤツは勢い良く自分自身の頭を地面に丸ごと突っ込んだ。

　ヤツは砕いた地面から空に向かって勢い良く頭を振り抜く。その衝撃で撥はね上げられた大量の瓦が礫れきが、散弾銃シヨツトガンの如ごとく俺達へと襲い掛かった。

「きゃあっ!?」

「こンのっ!!」

　俺は金かね重しげを大剣形態へと変え、その巨大な面を向けるようにしてフルスイングをブチかました。一本足打法、これ最強。

　幸い、飛んで来たのは砕かれて細かくなった瓦礫ばかりだったので、俺のスイングから生じた風と衝撃波で纏まとめて吹き飛ばす事に成功する。うん、楽でいいね。

　だが、その攻防の間に【重力グラビテイ】が解けてしまったようだ。軽く身震いをしながら、ヤツがこちらに視線を向ける。

「すみません、魔法が……！」

「いい、気にすんな。しっかしあの野郎、とても拘束されているとは思えないような動きしやがったな……どんだけの馬鹿力持ってんだよ」

「少なくとも、ネーベル鉱山で遭遇した変異種の飛駆竜クラークスより力が強いのは確定ですね」

「お、おいお前達！　今だ！」

「あん？」

　体勢を整えて戦闘を再開しようとした時、上擦った叫び声が聞こえた。

「ジークさん!?」

「なにっ」

　おいおい声の主はジークモヤシくんじゃねーか！　あいつ調査隊に呼ばれんかったんかよ！

　見ると後ろには近接武器を構えた臨戦態勢のスレイヤー達が。更に後方には取り巻きーズの女達がいる。

「この機を逃すなァ！」

　ちらりと一瞬こちらを見てジークはニヤリと笑い、剣を引き抜いて連れてきたスレイヤー達と共にドラゴンに斬りかかった。

　取り巻きーズは一斉に魔法の詠唱を始める。なるほどね、このタイミングでアイツを仕留めて横から獲物をかっ攫さらおうって算段か。

　確かに今アイツは俺の暴風スイングで怯ひるんでいる。上手うまく成功すれば大金星だろう。しかし成功は……しない、１００％な。

　意趣返しのつもりも大いにあっただろう。だから見誤る、対たい峙じしている敵と自分との実力差を。

　アイツが普段のクエストで相手にするようなドラゴンじゃないのは明らかだ。未知の相手にいつも通りの戦い方が通用する訳が無い。

《グルアッ！》

「!?」

　懐に入り込もうとしたジーク達に、ドラゴンは瞬時に反応した。その巨体からは想像できないクイックな動きで、一息に尻尾を振り抜いたのである。

「この程度！」

　突撃した中にいた大盾持ちが咄とつ嗟さにガードの体勢に入る。ドゴッ！　という鈍い音が響き……大盾持ちと近くにいたスレイヤー二人が宙を舞った。

「うわあっ!?」

　走り抜けようとしていたジーク達残りのスレイヤーも衝撃で吹き飛ばされる。軌道が逸それたのでかろうじて直撃は避けたようだが、それでもあの威力か。

　ヤツの尻尾は太くてリーチもある。膂力と質量と遠心力も合わさって、並の防御だとガードは不可能だ。

《ガアッ！》

「あ……」

　転がったジーク達に、ヤツは容赦なく追撃を仕掛ける。刃向かってきた相手に対する殺意が尋常じゃないな！

「ムサシさん!!」

「ったくよォ!!」

　盛大に舌打ちをかまして、俺は地面を蹴る。跳躍の勢いそのままに、ジーク達に迫った大顎を横合いから金かね重しげで殴りつけた。

「オルアッ！」

《ガアッ!?》

「【拘束バインド】！」

　間髪入れずにリーリエの魔法が発動する。ドラゴンの身体が大きく弾はじかれた隙を縫って黒い鎖が瞬く間にジーク達全員を縛り上げ、そのままリーリエの方へと一気に引き寄せた。ああいう使い方も出来るのか！

「くっ！」

「お、お前……」

　ジーク達を手繰り寄せたリーリエは魔法を切って油断なく別の方向を見る。

　視線の先には、三人の人間が転がっていた。ドラゴンの攻撃を防御しようとした大盾持ちと、巻き込まれた二人。

　皆一様に、身体を奇妙な形にくねらせたまま動かない。大盾持ちの身体にへばりついた盾の無残な姿が……三人が絶命している事を、教えてくれた。

「……っ、手短に言います！　ジークさん達はまだこの近辺に残っている住民の避難誘導をして下さい！　ここから一番近い避難指定場所の北の高台まで！」

「ま、待て！　この場を放棄しろというのか!?」

「そうです！」

「ふざけるな！　ボク達はスレイヤーだぞ、街を襲ったドラゴン相手に背中を向けられるか！　大体お前達二人だけで何が──」

　──パンッ！──

　乾いた音が、小さく木霊こだまする。ドラゴンとばっかんばっかん打ち合いながら視線を動かすと、リーリエがジーク相手に平手打ちをかましたのが分かった。

「ふざけるなはこちらの台詞せりふです！　スレイヤーともあろう者が、住民の命よりも自分のプライドを優先するんですか!?」

「……っ！」

「今は言い合っている時間は無いんです。一人でも多くの命を救うために、とにかく住民の避難を！　それに──」

　ちらりと俺の方を見てから、リーリエはジークに敢然と言い放つ。

「貴方あなた達がいると、ムサシさんが全力で戦えないんです。はっきり言って邪魔です！」

「なっ!?」

　あまりにも屈辱的な一喝だった。リーリエの言葉はジーク達からすれば要は「足手まといだからさっさと失うせろ」って意味に取れるからな。

　まぁしかし……事実である。俺はこれでもそれなりに気が遣える人間だからよぉ、さっきから窮屈でしょうがねぇんだわ。

　ジークはキッとリーリエを睨にらむが、今更それに怯む訳も無く。やがて惨禍の渦に立つリーリエの鬼気に閉口して、ふらふらと立ち上がった。

「……死ぬぞ」

「死にません」

「っ、勝手にしろ！　お前達、立て！　残された住人達を避難させる!!」

　悪態を吐つきながら、ジーク達はこちらを一いち瞥べつして撤退する。緊張を解かずに、リーリエは凜りんとした目つきでこちらを見た。

　俺は一度大きくドラゴンの頭を撥ね上げてから後ろへ跳躍する。そしてリーリエの傍そばに着地し、ニッと笑って見せた。

「サンキューリーリエ、よくあいつら追っ払ってくれた」

「出過ぎた真ま似ねでしたか？」

「いやいや完璧。俺の事よく見てると思ったぜ」

「一番近くで見てきた、仲間ですから」

「嬉うれしい事言ってくれるじゃないのぉ」

　確かにそうだ。俺にとってはリーリエが一番近い戦友で、リーリエにとっても俺がそうだ。さて、じゃあその戦友の期待に応えないとな。

　といっても、時間はかけていられない。こいつは普通のドラゴンじゃない上に、戦っている場所もよろしくないからな！

《グアアアアアアアアアッ!!》

「取とり敢あえず！　俺が前で抑えるからリーリエは拘束の方を頼む！　準備出来次第強化魔法バフを合わせて一気に片を付ける感じで！」

「はいッ！　【念信テレパス】！」

　再度、咆ほう哮こうを上げてこちらに向かって来たヤツ目がけて俺は地面を蹴って突貫した。

「今度はこっちの番だデカブツ！」

《ガッ!?》

　その巨大な顎で食らいつこうとして来たヤツの頭を、大剣形態の金かね重しげで圧おし斬らんばかりに斬りつける。いいねぇ、邪魔者がいなくなったから動きやすい！

「ハーッハァ!!」

　衝撃で脳をシェイクされ、たまらずヤツは大きく頭から首、胴体から足元へかけて大きく仰のけ反ぞった。それに合わせて大剣形態から双剣形態へと移して怒ど涛とうの連撃を叩たたき込む。

　が、やはりその感触は先程と同じ物。斬ったというような感覚は全く無く、鈍器で殴打したという感じだ。

　しかも、手に伝わって来たモノから察するに金かね重しげから生じた衝撃インパクトは体表こそ揺さぶるものの、中の骨までは全く届いていない。

『チッ、硬い外殻も鱗うろこも持ってねぇ癖にやたら防御力あるなコイツ』

『これは……金かね重しげの切れ味が悪いからとかそういう問題ではありませんね。あれだけの斬撃を受けて表面に傷一つ付かないというのは流石さすがにおかしいです。もしかしたら、このドラゴンの表皮は斬撃と打撃に対する耐性が異常に高いのかもしれません』

『何それインチキじゃん！　となると……』

　手を休めずに斬撃を叩き込みながら、俺は考える。少なくとも、このままじゃいつまで経たっても決着ケリは付かないな。

『ムサシさん、あのドラゴンから突進を誘い出す事は出来ますか？』

『出来る。が、何するんだ？』

『このドラゴンは瞬間的に生み出すスピードがかなり速いです。なので、突進の瞬間に【拘束バインド】で足を拘束すれば転倒させられるかもしれません』

『よっしゃ任せろ』

『ありがとう御座います。もし成功したら【重力グラビテイ】を重ね掛けして、その隙にムサシさんに目一杯身体強化の魔法を掛けます』

『……大丈夫か？　アレやると魔力マナスッカラカンになるだろ？』

『今は気にしていられませんよ。それに、ムサシさんなら一発で決めてくれると信じていますから』

『おおっとぉ、こいつぁ責任重大だな……行くぞ!!』

『はいっ！』

　作戦が決まると同時に、俺は攻撃の手を〝速さ〟から〝重さ〟を重視する方向に切り替える。

「どっ！　せいッ！」

《ガッ!?　……グオオオオオオオオオッ!!》

　突然身に降りかかる衝撃が大きくなった事により、ドラゴンが大きく後ろへと後退する。それを確認して、俺はバック宙で後方へと大きく跳んだ。

　ドラゴンはかぶりを振ってから頭を元の位置に戻した時、俺が距離を取ったと見るや憤ふん怒ぬの咆哮を上げて突進を仕掛けようと地面を蹴った──その瞬間。

「【拘束バインド】！」

　ドンピシャのタイミングで、リーリエの魔法が発動する。ドラゴンの後方に魔法陣が出現し、そこから闇魔法によって作られた四本の鎖が駆け出そうとしたドラゴンの右足首を雁がん字じ搦がらめにして拘束した。

《グオアッ!?》

　突然足がつっかえた事により、さしものドラゴンも大きく体勢を崩して遂ついに頭から地面に突っ込む形でその巨体を転倒させた。

「【重力グラビテイ】・【加算アデイシヨン】！」

　間髪入れず、リーリエの追加魔法によって更なる拘束が掛けられる。それでも、まだドラゴンは立ち上がろうと脚に力を入れる。オイオイ、あれでもまだ動けるのかよ……。

『くっ……ムサシさん！』

『〝速さ〟と〝パワー〟だけくれ！　全乗せは間に合わねぇ!!」

「──ッ！　【腕力強化アムフオース】・【加算アデイシヨン】、【加速アクセル】・【加算アデイシヨン】！」

　バフが掛け終わった瞬間に俺は一足でドラゴンの背後、右脚後方へと回り込んで大剣形態にした金かね重しげを腰だめに構えて、その足の付け根──関節部と思われる場所に向けて全力で振り抜く。

　完全強化状態ではないので、さっきからガンガン弾かれている首を狙っても致命傷まではいかない可能性がある。だったら先に機動力を削そいで、その後全強化で一気に首を斬り落とす。

　リーリエの方も、全乗せ出来なかった分まだ魔力には余裕がある筈はずだ。動きが大幅に鈍ったコイツが相手なら闇魔法による拘束をしなくても問題無いだろうから、強化魔法だけ貰もらって確実に息の根を止める！

「脚貰うぞ、デカブツ──ッ!?」

　強化された腕力、そしてスピードを以もって断ち切ろうとしたその時……不意に、自身に掛かっている魔法とヤツを拘束していた魔法が〝消失〟した。

「んがッ!?」

　同時に、凄すさまじい衝撃が左側頭部を襲う。それは、重量差のある俺を吹き飛ばすのに十分すぎる一撃だった。

　不覚……脚部に集中していたため、そして突然魔法が消えた事により反応が遅れた。

　インパクトの直後に俺の眼めが捉えた光景。それは、ヤツの右側面部から生えた〝もう一本の尻尾〟が俺を打ち据えて振り抜かれた瞬間だった。

　なんだそりゃ──そう呟つぶやくと同時に、俺の身体からだは轟ごう音おんと共に背後にあった半壊状態の家に叩き込まれる。ガラガラと壁や柱を砕く音に交じって、リーリエの絹を裂くような悲鳴が聞こえた。

（うごごごごご……畜生め！）

　瓦が礫れきの中で、俺は自分自身に毒づく。不意の一撃だったとはいえ、俺なら十二分に対応できる筈だったんだが……全く、リーリエに大おお見み得え切っといてこの醜態はいかんでしょ。

　身体を引き起こそうとしたその時、俺はやけに顔がスースーする事に気付いた。

（……まさか）

　恐る恐る頭を右側に向ければ、そこには見るも無残にひしゃげたゴードンさん至極の逸品である兜かぶとの残骸があった。

（あああああああああマジかよオオオオオッ！）

　畜生、かなり気に入ってたのに……多分、これじゃ修復も不可能だろうな。ああ、ゴードンさんに聞かれたらなんて言おう……取り敢えず持ち帰るか。

　ひしゃげた兜をマジックポーチに放り込んで俺は金かね重しげを握り直し、勢い良く身体を起き上がらせる。そして、下半身を埋めていた瓦礫を乱暴に纏まとめて蹴り飛ばした。

「──てめぇこの野郎！　オキニの兜メツトがおじゃんになっちまったじゃねーか!!」

　怨えん嗟さの絶叫を吐きながら、再び月光の下へと立つ。同時に、ヤツの咆哮ががっつりと耳に入ってきた。

《グルルルル……オオッ!!》

　ハッとして前方を見れば、そこでは信じられない事態が発生していた。

　──バリッ、ベリベリッ！──

　分厚い布を引き裂くような音と共に、ドラゴンの右側面部……左側に比べて、異常に隆起していた部分が剥はがれ落ち、ドラゴンの身体から分離していく。

「な、なんだぁ!?」

　目の前で起きている事に、俺は思わず息を呑のんだ。

　分離したモノは、ただの肉塊ではなかった。それは、ドラゴンの身体から離れるとそのまま地面に着地した。

　……脚だ。肉塊から、二本の脚が生えている。その全体像は、よくよく見れば元のドラゴンと酷似している。だがその頭には眼が無く、腕は根元付近が少し出っ張っているだけ。

　サイズこそ大きい方の三分の一程度だが、そのシルエットは間違いなくドラゴンだった。

《──ミギャアアアアアアアア!!》

　分離したドラゴンが、酷ひどく耳障りな咆哮を上げた。その怖おぞ気けだつような音色は、ホラー映画に出てくるような怪物を想起させた。

「アイツか俺の頭を引ひっ叩ぱたいたの！」

　俺が吹き飛ばされた時、元のドラゴンは拘束が解除され再び立ち上がろうとしていた。あの体勢から後ろ側に居る俺を攻撃するためには、尻尾か脚を使う必要があるはず。

　しかし、あの時脚は地面を踏みしめる以外の動きは見せておらず、尻尾も振り抜かれてなどいなかった。

　にもかかわらず、俺は突然横合いから殴りつけられたような攻撃を受けた。その時、一瞬ではあったがドラゴンの身体から鞭むちのようなナニかが伸びていたのを見た。

　その正体が何だったのか俺は掴つかめていなかったが、ここに来て漸ようやくそれがこの分離したドラゴンの尾だったと気付いた。

　つまりあの時、原因不明の魔法解除と同時に融合していたもう一体のドラゴンの見えざる尾が振るわれたんだ。ヤッバ俺天才じゃん。

《グルルル……》

《ミャア……》

　二体のドラゴンは、まだ俺の復活に気付いていない。意識は完全にリーリエに向いており、口元からは舌なめずりの音が聞こえた。

　……この野郎、やってくれるなオイ。絶対ぜつてぇブチ殺す、千切って殺す。

「……リーリエッ！」

　身の内に猛たける炎を感じつつ、俺はリーリエに呼びかける。間を置かず、リーリエの微かすかに湿り気を帯びた声が返って来た。

「──っはい！　まだ行けます！」

「よっしゃ！」

　オーケーオーケー。怖かっただろうにまだ心は折れちゃいないし、闘志も失っていない様子。これなら戦える。

（取とり敢あえず、気になるのはあの突然魔法が切れた事だな。間違いなくコイツらが関与してる筈だが、一体どうやった？）

　金かね重しげを双剣形態に戻しつつ、俺はあの不可思議な現象について考える。アレをどうにかしない事には、リーリエの恩恵をまともに受けられん。そうなると、中々面倒だ。

《グオオオオオオオオッ!!》

　仕留めたと思った相手がまだ生きていた事に気付き、ドラゴンは勢い良くこちらを振り向いた。

　ビリッと脳に衝撃が走る。これは……俺の筋肉が凄すごく嫌な予感を感知した時の感覚──！

　反射的に俺はリーリエへと視線を向ける。その時目に入ってきた光景は、俺から血の気を引かせるのに十分過ぎる物だった。

　咆ほう哮こうと共に振り上げられたドラゴンの尻尾が、勢い良く地面へと叩たたき付つけられる──その落下先、先端部分の真下に、リーリエの姿があった。

　──避よけろッ!!

　俺の声にならない叫びが通じたのかどうかは定かではないが、リーリエは咄とつ嗟さに横に転がって辛うじて直撃を避けた。が、間近で炸さく裂れつした衝撃はリーリエの軽い身体を軽々と撥はね上げる！

「ッ!!」

　その時、周りの景色が一気にスローモーションになった。俺は瞬速で金かね重しげを納刀し、己が今出せる全力を以もって地面を蹴った。

　ドンッ！　とクレーターを作り出し、俺は放たれた矢の如ごとく疾駆する。

「退どけオラッッ!!」

《ミギャッ!?》

　俺の動きに反応して進路を塞ごうとしたチビの方のドラゴンを、無造作に裏拳で殴り飛ばす。デカい方の三分の一ほどしかないソイツの身体は、防御力に関係なく宙を舞った。

「どりゃああああああああ!!」

　地面に叩き付けられる寸前でリーリエをキャッチする。だが受け身は間に合わないよコレェ！

「あがががががががが！」

「ムサシさん!?」

　結局、両腕でリーリエを掲げながら顔面で地面を滑走する羽目になった。バリバリと音を立てて十メートルほどズザったところで、漸く身体が止まった。

「ふぅ……あぶねぇあぶねぇ、もっとイケメンになるところだった」

「だ、大丈夫ですか？」

　起き上がってブルブルと顔を振ると、リーリエが心配そうに声をかけてくる。そのリーリエを地面に下ろしてから、グッとサムズアップをして見せた。

「余裕余裕！　それよりアイツだよアイツ！」

　意識を切り替え、俺は二体になったドラゴンを指さす。

《グルルアッ！》

《ミギャアッ！》

　おっと指を指されたのが気に食わなかったか？　同時に突っ込んできた二体を、俺は前に出て猛然と迎撃する。

「【念信テレパス】！」

『サンキュ！　にしてもアレはマジで予想外だったな』

『ですね……』

　その時の事を思い出したのか、リーリエが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしたのが見える。分かるぞ、俺も全く同じ気持ちだ。

『あのドラゴンが二体に増えた……いえ、訂正します。〝増えた〟というのは正しくないかもしれません。あのドラゴンは、最初から二体で私達と対たい峙じしていたんです。覚えていますか？　あのドラゴンの右側面部が大きく隆起していた事を』

『覚えてますねぇ！　あれただの筋肉の塊って訳じゃなかったって事か』

『そういう事です。現状観察する限り、分離した方のドラゴンは本体に比べて身体の所々が退化しているように見受けられます』

『あー確かにチビの方は目が無いな。手も単なる出っ張りみたいでぶきっちょそうだ。匂いとかでこっちを追ってんのかも』

『融合して生活している過程でそうなったんでしょうか……』

　んー……何だっけなぁ。リーリエの話聞いてそんな生き物がいたような……昔家族と生き物紹介番組とかで見たような……あ！

『分かった、チョウチンアンコウだあれ！』

『ちょ、チョウ……？』

『そういうお魚さんがいるんだよ！　生殖のためにオスがメスの身体に噛みついて融合しちゃうっていう珍しい生態の魚』

『それ、融合した後のオスってどうなるんですか？』

『どんどん退化しちまうけどちゃんと生きてるぞ。血管通してメスから栄養貰もらって、自分はずっと精子タンクよ。これでいつでも繁殖できる！』

『せっ……!?　な、なるほど。つまりあのドラゴンも似たような生態を持っているんじゃないかと、そういう事ですね？』

『ウッス。見た目と種族は似ても似つかないし１００％そうだとは言えんけど……ただチョウチンアンコウと違うのはこのオス？　は融合してももう一回分離して普通に動けるって事だな！　厄介キン◯マ野郎だ！』

『ちょっと!!』

　キーンと脳内にリーリエの怒声が飛ぶ。ちょ、ちょっとしたジョークじゃん……いや女性にダイレクト下ネタはいかんでしょバカか俺は！　バカだったわ！

『ま、まぁとにかく！　コイツをここで逃がすとどっかで繁殖されちゃうかもしれん！　そしたらもっと被害が出る！　だからさっさと倒しちまおう！』

『……分かりました。ただし、全部終わったら少しお話があります』

『ヒェッ』

　ぬらりと漂った冷たい殺気をリーリエは引っ込めて、魔法の詠唱の体勢に入った。

『ムサシさん、気をつけて下さい。先程私の魔法が唐突に打ち消された理由がまだ分かっていません。【念信テレパス】は使えていますが、また同じような事が起きるかもしれません』

『合点承知。俺がパワー＆パワーで斬り付けても埒らちがあかなそうだし、先に原因探して対策するしかねぇよ。俺は近くで、リーリエは遠くから観察！　ここで決着ケリつけるぞ！』

『はい！』

　そう言葉を交わし、俺達はそれぞれやるべき事に集中する。リーリエは後方で魔導杖ワンドを構えて、視線を鋭くした。

「さぁて、第二ラウンドと行こうぜぇ！」

　口角を吊つり上げて嗤わらうと同時に、俺は地面を蹴った。

「──【感覚強化センスフオース】」

　俺と二体のドラゴンが戦闘を開始する。それと同時にリーリエは自身と俺に光魔法を掛け、その様子を後方から観察し始めた。同時に、俺は俺で戦いながらギュンギュンと思考を回転させる。

　あのドラゴンが持つ能力……即すなわち魔法無効化の事だが、どうやら今は使われていないらしい。現に、俺に掛けられた魔法は解除されていない。

　自分で言うのもアレだが、俺の斬撃はいくら金かね重しげの切れ味が悪いからと言って無傷で済むような代物ではない。現に飛駆竜クラークスと戦った時だって、切断こそしていなかったものの、あの鉱石の複合体で出来た強固な外殻を一振り毎ごとに砕いていた。

　その一撃を何度その身に受けても、あのドラゴンは身体を仰のけ反ぞらせては再び立ち向かってくる。

　呆あきれるくらいのタフネス。ただ、チビの方はぶん殴ったら吹っ飛んでいたからそうでもない。

　あの弾力がある表皮を斬り裂くには、リーリエによるバックアップが不可欠。だが、このままやってもまた強化魔法を解除される可能性が高い。

　だから、あの魔法無効化の原理を一刻も早く解明しなければならないのだが……ッスゥー、俺の目からだとイマイチ分からん。

『ムサシさん、聞こえますか？　少し試してみたい事があります』

『お？』

『これから【重力グラビテイ】をドラゴンに掛けます。まずは小さい方、その次に大きい方といった具合に。なので、数秒で構いませんから二体の距離を引き離して下さい』

『了解！』

　何かを掴つかんだらしいリーリエの要望を聞き、俺は即座に二体のドラゴンの間に割って入りデカい方を金かね重しげで弾はじき飛ばし、チビの方を回し蹴りで吹き飛ばした。

「【重力グラビテイ】！」

　吹き飛ばされた先から身を起そうとしていたチビの方に、重力の雨が襲い掛かった。

《ミギャッ!?》

　己の身に突如降りかかった圧力に、チビは呆あつ気けなく地面へと沈んだ。デカい方に比べて圧倒的に小さい体格には、デカい方ほどの膂りよ力りよくは無いと見える。

「魔法が解除されない、となると……【重力グラビテイ】！」

《ガアッ!?》

　続いてリーリエはデカい方にも同じく闇魔法を発動させる。巨体の足元に黒い魔法陣が現れ、重力がその身体を拘束する──が。

《グアッ！》

　発動して間を置かず、またもやリーリエの魔法が消失した。間違いない、魔法無効化の能力を持っているのはデカい方だ！

『くっ！』

『大丈夫かリーリエ！』

『問題ありません。ごめんなさい、無む茶ちやなお願いをしてしまって』

『いや、それは全然構わないんだけどよ』

『……今の実験で分かった事があります』

　視線の先で息を整えるリーリエの姿が見える。消耗が気になるところだが、今はリーリエの話を聞こう。

『あのドラゴンの魔法無効化能力は、大きい方だけが有している能力のようです。小さい方に【重力グラビテイ】を掛けた時は、解除されませんでしたから』

『うむ』

『それで、ここから先は能力の正体についてですが……どうやらあの大きい方のドラゴンは、周囲の魔力マナを体内に吸収する能力を持っているようです』

『吸収、か』

『はい。魔法が打ち消される時、私は自分の魔力マナが身体の中から抜け落ちていく感覚を覚えました。同時に、大気中の魔力マナが不自然な速度であのドラゴンに向かって行くのも分かりました。恐らくあのドラゴンは、自分の周囲……それも、かなりの広範囲で魔力マナを吸収する事が出来るんです』

　おいおい、それがマジだったら魔法全盛のこの世界だと相当なインチキ能力だぞ、強いとかそういう生易しいもんじゃねぇ。

『魔法というものは魔力マナが無ければ維持する事が出来ません。私の魔法が打ち消されたのは、あのドラゴンが大気中の魔力マナと一緒に私の身体から魔法を維持するのに必要な魔力マナを吸い出していたからだと思います』

『なるほどな……ちょっと待て。魔法を維持できなくなるレベルで魔力マナ吸われたって事は、今リーリエってカツカツじゃねぇのか!?』

『吸い取られてすぐに魔力回復液マナポーシヨンで回復したから大丈夫ですよ。【念信テレパス】も維持できていますし』

『い、いつの間に……』

『後は、どうやって魔力マナを吸収しているのかです』

『あ、はい』

『それに関しても分かった事があります。ムサシさん、ドラゴンの側面部に付いている幾つもの連なった赤い器官が見えますよね？』

『ああ、あの魚のエラみたいなやつね』

『恐らくそれが、魔力マナ吸収に使っている器官です。さっき魔法が打ち消されて、魔力が吸収されている時……あの器官が呼吸をするように開閉していたのが見えました。それこそ、魚がエラ呼吸をするように。そしてその動きは、私が魔法を維持出来なくなった途端に収まりました』

『じゃあアレぶっ壊せばいいんだな!?』

『はい。あの器官の働きを阻害出来れば魔法を打ち消される可能性も低くなる筈はずです。ただ……これだけムサシさんに斬られても能力を使ってくるところを見ると、どうやって対処すれば良いのかという話にはなりますが』

『出来る。ただし、リーリエの協力が必要だ』

　恐らく首を斬り落とすよりかはよっぽど楽に対処が出来る。ただ、そのためにはヤツにもう一度魔力マナ吸収をやって貰う必要があるんだよなぁ。

『何をすればいいんですか？』

『もう一度だけ、デカい方に【重力グラビテイ】をかけてくれ。しんどいかもしれんけど……』

『構いません。今の状況を変えるのに必要なら、私は何度でも魔法を使います』

『……よぉし。タイミングはこっちで指示するから、魔法はその時に』

『はい』

『一瞬、一瞬だけでいい。ヤツの魔力マナ吸収行動を引き出せればそれで十分だ、頼むぞ』

　見通しを立てて作戦プランを練ったところで、俺は二体のドラゴンへと猛然と斬りかかる。攻撃は、明らかに先程までより苛烈になっていた。

《グルアアッ！》

　応戦してきたデカい方の噛かみつきを躱かわし、チビは斬り飛ばして転がす。

　その間に俺はデカい方の側面部に回り込み、リーリエが教えてくれた魔力マナ吸収器官を叩たたき付つけるようにして斬りつけた。

　が、その頑強さは表皮にも劣らないらしく、このまま繰り返しても表側からでは全て弾はじき返かえされてしまうだろう。

　……そう、表側からでは。

（外は強烈な鎧よろいに護まもられていても、内部までそうはいかない筈）

　その内部を突くためには、まず蓋を開ける必要がある。そしてそれは、魔力マナ持ちではない俺じゃ出来ない。リーリエの魔法ちからが必要だ。

（集中集中……極力リーリエへの負担を避けるためにも、一の矢で済ませる！）

　度重なる攻防の中、俺は神経を研ぎ澄ませていく。周りの景色から色が失われていき、徐々にスローモーションで見え始めた……今ッ!!

『リーリエッ！』

『──！』

　俺の合図を受け取ったリーリエが、ジャストタイミングで魔法を発動させた。

「【重力グラビテイ】ッ！」

　瞬間、再びドラゴンの巨体を重力の雨が襲う。俺はすぐ傍そばにいる訳だが、魔法の対象はドラゴンなので俺までリーリエの魔法の影響下に置かれる事は無い。ホント、魔法ってのは便利なモンだな。

《グオオオオオオオオッ!!》

　魔法を掛けられてすぐ、ドラゴンは魔力マナ吸収を開始する。それに合わせて、塞がっていたエラが開いた。

　つまりはそういう事。ぴっちり閉じたままのエラを開けるにはコイツに魔力マナを吸わせる必要がある。だから、リーリエにもう一度魔法をを掛けて貰もらう必要があったって訳だ。

　くっぱりとエラが開いたのを確認し、俺は地面を蹴って空中へと駆け上がる。そして、ドラゴンの巨大な背中へと着地し、両手の金かね重しげを逆手に持ち替えた。

「ほーらよっとォ!!」

　眼下に広がる背中、正確にはその背中の両サイドにある開いた弁の中に向かって、俺は渾こん身しんの力で金かね重しげを突き立てた。

《グギャアアアアアアアアッ!?》

　初めて聞いた、苦痛から来る絶叫。突き立てた部分から、夥おびただしい鮮血が噴き出す。やはり、内部は外に比べて遥はるかに脆もろい！

《ガアアアアアアッ！》

「うおっと、暴れんじゃねぇよクソ野郎！」

　背中の俺を振り落とそうと、ドラゴンが必死に暴れる。絶対に振り落とされてなんかやらんからなァ！

　とは言え、このままではいずれ背中を地面に打ち付けるなりなんなりし始めるだろう。これ以上街を壊されてもかなわんし、その前に一気に吸収器官を破壊する！

「ふんぬっ！」

　俺は突き立った金かね重しげを、強引に手元で回して刃やいばを上に向ける。そして全身に力を籠こめてそれを夜空に向かって振り上げた。

「どっせえええええいッ！」

《ギャアアアアアアアッ!?》

　俺の膂力を以もって内部から引っ張られたエラは、ブチブチブチッ！　という生々しい音を立てながら、金かね重しげのリーチ分の範囲を纏まとめて引き千切られた。

　柔やわい内部からであれば、表側の硬さも金かね重しげの切れ味の悪さも関係無い。俺の筋力でどうにでもなるからなァ！

　そうして、側面部の吸収器官の一部を纏めて引き裂かれたドラゴンは、たまらずといった様子で地面へと転がる。その巨きよ躯くの下敷きになる前に、俺は背中から飛び降りて距離を取った。

「ムサシさんっ！」

「問題無し！　全部をぶっ壊すのは無理だったが、それでも万全な魔力マナ吸収は行えまいよ！」

　俺達の目の前で、デカい方のドラゴンが噴水のように血を垂れ流す。しかし、それでも尚なお立ち上がって来た。本当にタフだねぇ！

「リーリエ、魔力マナは大丈夫か？」

「はい。魔力マナの流出を感じた瞬間に魔法を切りましたから」

「上等！」

「でも、まさかエラの間に剣を差し込んで内側から破壊するなんて思いませんでした」

「押してダメなら引いてみろ、表がダメなら裏から回れってな。で、どう？　イケそう？」

「やってみます！」

　リーリエが魔導杖ワンドを構えると、その先端が白と黒の光を帯びる。

「【拘束バインド】・【加算アデイシヨン】！」

　血濡ぬれのデカい方の足元に白い文字が刻まれた黒い魔法陣が現れ、そこから四本の鎖が出現してその身体からだを縛り上げた。

《グッ、ガアア……》

「やった！」

　リーリエが施した拘束をヤツは振ふり解ほどこうとし、僅かにエラが動いた。

　が、魔法陣の光は一切失われずに益ます々ます暴れる巨体を締め上げていく。どうやら、上手うまくいったようだ。

「あの器官、全部が連動しているみたいですね……一つ壊されたら、残りも上手く機能しなくなる。恐らくそれだけ繊細な仕組みにしないと、大気中の魔力マナも含めた大規模な吸収は出来ないんでしょう」

「あー……よし！　したらばこの隙に決着ケリ付けちまおう！」

「はい！」

　デカい方が満足に動きを取れない今が好機だ、まずは小さい方から仕留める！

「リーリエ、〝脚〟と〝腕〟と〝速さ〟をくれ！」

「──【脚力強化レグフオース】・【加算アデイシヨン】、【腕力強化アムフオース】・【加算アデイシヨン】！」

　リーリエが俺が要求した強化魔法を、手早く発動させていく。

　デカい方はともかく、チビの方は全乗せは必要ないだろう。魔力回復液マナポーシヨンで回復しているとは言え、リーリエにこれ以上余計な魔力マナを消費させる訳にはいかない。

　必要な分だけ貰って、後は俺が圧倒すればそれで済む話だ。

《ミギャアアアアアアアッ!!》

　自分の……恐らく伴侶。それを傷つけられ、チビの方が悲痛と怒りを込めて咆ほう哮こうする。

　まぁ、デカい方はそこまでチビの方を気に掛けている様子は無かったが。【重力グラビテイ】掛けられた時も放置していたみたいだし。

「しかし、聞けば聞く程冒ぼう涜とく的な鳴き声だな……」

　耳障りな雄お叫たけびを聞きながら、俺は顔を顰しかめる。さっさと首落としちまおう。

「【加速アクセル】・【加算アデイシヨン】！　ムサシさん！」

「おうッ！」

　リーリエが魔法を掛け終わると同時に、俺はチビの方へ一気に肉薄する。やはり、強化されてる時とそうじゃない時じゃ天と地の差だ！

　通常時でも単純な膂りよ力りよくで言えば俺に軍配が上がったが、俺の拙い技術ではヤツらの防御を貫通させるだけの威力を金かね重しげに持たせられなかった。

　だが、リーリエと一緒なら話は違う。俺の足りない部分を補って貰う事で、打ち崩せない者は存在しなくなる。

　そうして俺の眼前にチビの退化して歪いびつな形になった身体が迫る。ヤツの頭が、バッとこちらを向いた。だが遅い！

「あばよ」

《ミギッ──》

　チビが回避運動を取る前に、俺の剣けん閃せんがその首を捉えた。

　一瞬の抵抗。しかし振るわれた金かね重しげは、今までのように身体を吹き飛ばすのではなく、皮膚と肉と骨、その全てを断ち斬った。

　胴体から離れた頭が、天高く宙に舞い上がる。月光にぬらりと照らされたそれが地面へと落ちた時、頭部を失った身体もまた地面へと倒れ込んだ。

　切断面から吹き出た血が、俺の身体へ降り注ぐ。あーあ、こりゃ後で鎧やら持ち物も含めて念入りに洗わんとな。

　──その時、不意に俺を濃密な殺気と共に巨大な影が覆う。

　弾かれるように後ろを向けば、そこには夥しい数の牙と唾液で満たされた〝下顎が左右に分離した口〟を開いて俺を喰くらわんとするデカい方のドラゴンの姿があった。

「おおっとッ！」

　間髪入れずに、俺はその場から全力で飛び退のく。あまりに力を入れたために、蹴った地面が爆発を起こしたように弾け飛んだ。

「ムサシさんっ!?」

「大丈夫！」

　リーリエのすぐ傍まで後退して、短く返す。危ねぇなぁ、あとコンマ数秒反応が遅れてたらムッシャムシャですよ！

「ごめんなさい、途中で【拘束バインド】を解かれてしまって……」

「げっ、それって魔力マナ吸収能力が復活したって事か？」

「いえ、あれは魔力マナを吸収して魔法を解いたというよりは、強引に力で引き千切ったという感じでした」

「えぇ……まだそんな馬鹿力残してたのかアイツ」

「みたいですね。こんな事なら、【重力グラビティ】も一緒に掛けておくべきでした」

　唇を噛かみ締めながら、リーリエが悔しそうに言う。

「しゃーないだろ、アイツの能力的に念を入れて魔力マナを温存して損は無い訳だし……ん？」

　その時、俺は妙な音がドラゴンが居る方向から聞こえて来るのに気付いた。




　パキ、ペキュ──




　それは、何かを咀そ嚼しやくするような音……まさか！

「うわぁ」

「うっ……おぇ」

　その光景を見たリーリエが、思わず口を押さえて目を逸そらした。ああ、確かにあの光景はキツイ。

　俺達の視界に映っていたのは、頭が無くなったチビの身体を一心不乱に貪っているドラゴンの姿だった。

　合理的ではある。捕食によって、失った体力とエネルギーを補う……理には適かなっているだろうけど、エグい。

「……！　嘘うそだろオイ!?」

「えっ!?」

　俺の声に釣られて、リーリエが背けていた顔をドラゴンの方へと向ける。俺達二人は、目の前で起きている光景に我が目を疑った。

「そんな……！」

「オイオイオイ！　エラが再生していってやがるぞ！」

　──どうやら、まだヤツとの戦いは終わらないらしい。全く、信じられん野郎だな！

「やっべ、このままだと完全に塞がる！」

　徐々に修復されていく様子を見て、俺は再生を阻止するために駆け出す。

　が、その時ドラゴンの方から濃密な殺気を感じ取った。同時に俺ですら感じ取れるレベルの魔力マナとおぼしき気配の動き。これは……不味まずい！

「ムサシさんっ、防御してッ!!」

「──ッ！」

　先んじて魔力マナの動きを察知したリーリエが、あらん限りの声で叫んだ。

　俺は瞬時に金かね重しげを双剣形態から大剣形態へと変える。そして剣身を地面に突き立てて盾とした。

　次の瞬間、ドラゴンが勢い良く身体をこちら側に向け、地獄へと続く口を目一杯大きく開いた。

　裂けた部分は赤い膜のような器官で繋つながっており、中には血だらけになった真っ赤な牙がずらりと並んでいる。

　その禍まが々まがしい口こう腔くう内の奥──黒で満たされた深しん淵えんの中に、青白い光が見えた。

「……ッ、【防壁展開プロテクシヨン】・【二重詠唱ダブルキヤスト】!!」

　何だアレはと思った時、リーリエの詠唱が響き渡る。

　すると俺の足元、そしてリーリエの足元に白い魔法陣が出現し、幾つもの六角形で構成された……俗に言うハニカム構造の白く光る半透明の壁が出現した。

　防御魔法か──俺が理解した瞬間、ドラゴンの口から暴力的なまでの密度を持った魔力マナの奔流が放たれた。

　魔力マナは極太の光線となり、一直線に俺へと襲い掛かった。光線は前面に展開されたリーリエの【防壁展開プロテクシヨン】を──呆あつ気けなく粉砕する。

　そして、構えられた金かね重しげに真正面から直撃した。

「うおおおっ!?」

　ぶつかった魔力マナの光線は、地面に突き立てられた金かね重しげごと俺の身体を後方へと押しやる。

　魔法耐性のある金かね重しげに当たり、弾はじかれた一部の魔力マナが辺り一帯に飛び散り、残っていた建物の残骸などを更に破壊していく。

　その弾かれた魔力マナの内の幾つかが、無情にもリーリエへと飛来していくのを俺の視界が捉えた。

「うっ、くっ……」

　残った【防壁展開プロテクシヨン】に一つ命中する度、リーリエの額に脂汗が浮かんでいく。

　クソッ、助けに行きたいが今動くとリーリエがもっと危ない！　はよ終われや！

　その願いが通じたのか、俺に向けられていた光線が徐々に細くなっていく。それに合わせて身体の後退も止まり、押し込まれる事は無くなった。必然的にあちこちに拡散する魔力マナの破片も収まる。

　良かった……安あん堵どした瞬間、弾かれた魔力マナの破片の一つがリーリエへと飛んでいった。

（しまった！）

　限界まで削り取られていた【防壁展開プロテクシヨン】ではその威力を完全に打ち消す事は出来ず──壁を突き破った魔力の塊が、リーリエの身体からだに直撃した。

「がッ!?」

「リーリエ!!」

　衝撃に耐えきれず後ろへと吹き飛ばされたリーリエを、爆発的加速で走り寄り地面に打ち付けられる直前にキャッチする。

「ムサシ、さん……」

「待て待て、喋しやべんな」

　リーリエを抱きかかえたまま、俺は片手でアイテムポーチから体力回復液キユアポーシヨンを取り出してリーリエの口へと流し込んだ。

「うっ……けほっ、けほっ」

「手荒ですまんな。骨や内臓に痛みはあるか？」

「いえ……大丈夫です。胸部装甲チエストプレートはダメになっちゃいましたけど……ごめんなさい、お手を煩わせてしまって」

「謝るな、攻撃が止やんで油断した俺のミスだ……しかし、一体なんだありゃ」

　リーリエを片手で支えながら、俺はドラゴンの方を睨にらむ。そこには、俺達を遠ざけたドラゴンが残っていたチビの亡なき骸がらを丸まる呑のみにしている光景があった。

「……あれは、竜の吐息ドラゴンブレスの一種だと思います。これ程の高威力を持つとは、思いませんでしたが」

「竜の吐息ドラゴンブレスねぇ。吐息ブレスってよりは光線レーザーって感じだったが」

「はい……あのドラゴンが吸収した魔力マナがどうなるのか気になっていましたが、こんな使い方をするなんて」

「あー、なるへそ。今まで吸ったリーリエの魔力マナや大気中の魔力マナの排出を攻撃手段として使ったって訳か」

「そうです。あれは、高密度の純然たる魔力マナの塊です。属性ダメージこそ持たないものの、固めに固めた大質量の魔力マナで相手を圧おし潰つぶすタイプの竜の吐息ドラゴンブレスでしょう」

「うわぁ、単純シンプルだけどクッソ強いやつじゃん」

「ええ……もう、平気です」

　そう言って、リーリエは俺の腕の中から立ち上がる。まだ多少ふらついているが、そんな事を気にしている場合じゃないと言わんばかりにドラゴンを見据えた。

「……本当に、平気なんだな？」

「はい」

「ならいい」

　短く返事をしたリーリエ。明らかな痩せ我慢だったが、迷っている時間は無い。ふぅと一つ息を吐いて俺も立ち上がった。

「……あの竜の吐息ドラゴンブレスといい再生能力といい、出で鱈たら目めにも程がありますねあのドラゴンは」

「ワンチャン飛駆竜クラークスと同じ変異種みたいな強個体なのかもな」

「もしそうだとしたら、運が悪いとしか言えませんね。ただ……万能ではないみたいです」

「と言うと？」

「再生能力の話です。てっきり即座に全回復するのかと思いましたが、見たところ回復速度はそこまで速くはないみたいです」

　確かに見る限りエラが完全に再生した様子は無い。徐々に塞がって行っている、という感じだ。

「だからと言って、時間がある訳ではありません。あのペースだと、もう間もなく完全に塞がるでしょう……ムサシさん。私を、信じて貰もらえますか？」

　唐突な問いだった。しかし俺は即答する。

「勿もち論ろん」

「なら、私はその信頼に応えます……ムサシさん！」

「おうッ!!」

　リーリエの声に応える形で、俺は金かね重しげを手に携えてドラゴンへ向けて疾駆する。

　示されずとも、今の俺はリーリエがどんな行動を求めているか本能で理解し、即座に行動を起こせるようになっていた。

　──ムサシさん。私を、信じて貰えますか？──

　リーリエの言葉を疑う余地など無い。具体的に何をするのかは分からないが、俺はリーリエの言葉を信じて動くだけ。

　……恐らく、今のリーリエにはそこまで余力が無い。その上で、ヤツの魔力マナ吸収器官が復活する前に決着ケリをつけるという強い意志が瞳から見て取れた。

「ん!?」

　姿勢を低くして駆け抜ける俺の足元に、ぼぅっと白い魔法陣が出現した。

　もう複数の強化魔法を掛ける時間は無い。魔力回復液マナポーシヨンも飲んでいなかったところを見ると、速度優先で魔力マナ残量については後回しにしたのだろう。

　このタイミングで俺に魔法を掛けたという事は、光魔法による強化を行おうとしているという事。

　パチパチパチと頭の中でパズルが組み上がっていく。つまりリーリエは複数の強化魔法を掛けるよりも速く、複数の魔法を行使するよりも少ない魔力マナ消費で、あのドラゴンをぶった斬れるだけの力を俺に与えようとしているんだ。

（……もしかして、リーリエが今使おうとしているのは）

　ある考えが頭に浮かんだ時、不意に俺の足元が強い輝きを放つ。一瞬視線を遣やれば、それまで魔法陣の中で不規則に動き続けていた文字がピタリと止まり、その全体が円を描くように回り始めていた。




「──【全能覚フルオーバ醒強化ードライヴ】！」




　後方から、リーリエの力強い詠唱が聞こえた。それと同時に背中から強い光を感じ、全身が心地よい暖かさに包まれる。

　僅かに背後に目を向ければ、そこには夜の闇を消し去らんばかりに輝く光の大輪が出現していた。

　瞬間、爆発的な力が身体の内側から発生し全身へと行き渡る。それに合わせて、俺は姿をかき消す勢いで加速した。

　全く以もって聞いた事の無い魔法だ。少なくとも、俺が以前読んだ本にそんな詠唱の魔法は載っていなかったはず。つまり──
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（まさかこれ、リーリエのオリジナル魔法か!?）

　周りの景色がスローモーションになる。飛駆竜クラークスの時のような極端な物ではなかったが、それでも十分なレベルだ。

　それはつまり、無駄が無いという事。余剰火力を出さず、魔力マナ消費を抑え、全身を必要な分だけ強化する。

　それを、たった一つの魔法でリーリエは実現させる。これは、身体強化系魔法の一つの極致と言っていいのではないだろうか。

（でもこれは……ぶっちゃけ、俺専用だな）

　強化によって全身に掛かる凄すさまじい高負荷を感じながら、俺は苦笑する。これだと、並の奴やつなら引き伸ばされた自分自身の地力に圧し潰されるだろう。

（……終わりにしよう）

　パチリと意識を切り替え、俺はドラゴンの巨体へと迫る。

　既に食事を終えていたドラゴンは、迷いなく俺へと視線を向けていた。そして再び口を大きく開き、その巨体からは想像もつかない瞬発力を発揮して俺を捕食せんとする。が、トロいぜ！

「疾シッ！」

　冥府へと続く大顎を身体をスライド回転させながら躱かわし、その勢いを殺さず、がら空きとなった右腕へと左手の金かね重しげを奔はしらせる。

　部位を問わず、あらゆる角度で俺の剣を弾いていた表皮が……〝ずるり〟と斬れる感触がした。そのまま剣は骨まで届き、腕を真っ二つに断ち斬った。

《ギャオオオオオオオオオッ!?》

　地を震わせる絶叫。思わず耳を塞ぎたくなるレベルのやかましさだが、俺は構わず右の金かね重しげで残った左腕に二撃目を叩たたき込む。

　この一瞬の攻防で、ドラゴンはご自慢の表皮を斬り裂かれて二本の腕を失った。良かったな、お前が喰くった片割れとお揃そろいだぞ？

《グアアアアアアアッ!!》

　苦く悶もんと憤ふん怒ぬが入り混じった咆ほう哮こうを上げ、ドラゴンが大きく身体を回転させた。その遠心力を得た、太く長い尻尾が俺目がけて肉薄する。

　俺は回避運動は取らずに、その場で二振りの金かね重しげを同時に振り上げた。

「噴フンッッ！」

　そして尻尾が眼前まで迫った刹那、俺は渾こん身しんの力を以って二つの剣を尻尾へと叩たたき付つけた。

　一瞬の抵抗──しかし金かね重しげの刃やいばは止とどまる事無く、つい先刻その凶悪な破壊力を以って三人の名も知らぬスレイヤーの命を奪った尻尾を三分割にした。

《ギャアアアアアアアッ!!》

　大量の血を撒まき散ちらしながら、ドラゴンはたまらずといった様子でその場から飛び退のく。だが、それを許すほど今の俺は甘くない。

　強化された加速力を以って、俺はドラゴンの真正面へと回り込む。目に映った金の双そう眸ぼうには、初めて──怯おびえの色が浮かんでいた。

　そんな目を見ても俺の心に迷いは生まれない。これは互いの生き死にを懸けた生存競争であり、相手は俺達の住む街を襲って数多あまたの命を奪った化け物。情けなど、芽生える筈はずも無かった。

《グウウウウゥゥ……ガッッ!!》

　火事場の馬鹿力だろうか。自身の血を被かぶりながらもドラゴンは身体を大きく仰のけ反ぞらせて、間近にいる俺に向かって竜の吐息ドラゴンブレスを放ってきた。

（あんだけ盛大に出したのに、まーだ魔力マナが残ってたのか）

　吐き出された竜の吐息ドラゴンブレスは、最初の時のような光線レーザーではなく、単発の魔力マナの塊だった。それでも、攻撃としては十分な威力。

　しかし、リーリエの加護を受けた今の俺に斬れない物は無い。ほぼ零ゼロ距離で放たれたそれに、俺は腰だめにした金かね重しげをクロスさせる形で二本同時に振り抜いた。

　斬撃と打撃に対する高い耐性を持ったヤツの表皮。それを斬り裂く速度と膂りよ力りよくを得た金かね重しげは、自身が持つ〝魔力マナを通さない〟という特性も相まって、特に何の抵抗も無く迫り来る竜の吐息ドラゴンブレスを四つに叩き斬り、周囲に霧散させた。

　そして散った魔力マナが消えるよりも前に、俺は垂直に空へと飛び上がる。目の前で自慢の竜の吐息ドラゴンブレスが打ち破られ、混乱で俺の姿を見失ったドラゴンの頭上から、俺は静かに告げた。

「あばよ」

　落下に合わせて身体からだを横に回転させる。強化された俺の膂力、重力、遠心力……それら全てを乗せた回転斬りが、頭部と首の境目へと吸い込まれていった。




　──斬ザンッ！──




　最初に斬り合った時のような鈍い音ではなく、確かにモノを斬り裂く音と感触を感じながら俺は地面へと着地する。

　剣を振り切ったままの体勢で、ズンッ！　という衝撃と共に俺の右足と左膝が地面へと沈み込んだ。

　一拍置いて立ち上がると、俺は剣身にこびり付いた血を振り払い、金かね重しげを背中へ収めた。そのまま踵きびすを返し、振り返る事無くリーリエの方へと歩いて行く。

　そうした後、背後から何かが地面へと落ちる鈍い音が聞こえた。そして、巨大な質量が力なく倒れる音も。

　それが、このドラゴンと俺達との決着を告げる最後の音となった。

「……リーリエ」

「あ……ムサシ、さん」

　未いまだに魔法を発動させたままのリーリエの傍そばに立ち、魔導杖ワンドを握る手を静かに両手で握る。そこで漸ようやく、俺にかけられた魔法が解除された。

「あっ……」

　緊張の糸が切れたのか、リーリエから力が抜ける。その身体を、俺は可能な限り優しく抱き留めた。

「ありゃ、鼻血が出てる……随分と頑張ったみたいだな」

「あはは……ムサシさんも、血まみれですね」

「俺の血は一滴も含まれてねぇからダイジョーブ……あっ、スマン。これだと汚しちまうな」

「構いませんよ……終わった、んですね」

「……ああ」

　リーリエを腕の中に収めながら、俺は漸く後ろを振り返った。

　そこには、頭を失い地面へと倒れ伏すドラゴンの巨体と、虚うつろに目を見開いたままの禍まが々まがしい頭部が転がっていた。ああなったら、もう再生もクソも無い……完全に、絶命している。

「リーリエ、あの魔法って」

「……昔から、構想自体はあったんですよ。ただ、形にするのが凄すごく難しくて……でも前に言ったじゃないですか、〝強くなる〟って。ムサシさんの隣に立って戦うなら、泣き言なんて言ってられないって思って、ちょっと頑張りました」

「ちょっとぉ？　嘘うそ吐つけ、暇さえあればずーっと勉強してた癖に。知ってんだぞ、毎日毎日夜遅くまで部屋の明かりが点ついてたの」

「あはは……正直、半分くらいは賭けでした。時間も無く魔力マナも心こころ許もとなかったあの状況で、確実にドラゴンを仕留められるだけの身体強化を施すためには、もうアレしかないと思って……ぶっつけ本番になっちゃいましたけどね」

「でも成功させた。お前はギャンブルに勝った訳だ、こんな極限状態でな……全く、大した奴だなぁ！」

「わぷっ！」

　アイテムポーチから取り出したタオルでぐしぐしと鼻血をふき取りながら、俺は笑った。それに釣られたのか、リーリエも小さく笑う。

「さて、アイツの死体どうすっかな……正直、色々ともうかったるいんだよなぁ」

「そう言わないで下さい。まだ……やる事があります」

「お？」

　ふぅと一息吐いてから、リーリエはゆっくりと立ち上がる。視線が俺から外れたのを見て、俺も自然と辺りを見回した。

　そこには、近くにあった瓦が礫れきの陰や遠く離れた所からこちらを見つめる多くの人々の姿があった。

　皆一様に、喋しやべらないし動かない。ただその瞳には言い表せないくらいの無数の感情が入り混じっており、ちょっとした混沌カオスすら感じた。

「どっから出てきたんだこいつら……」

「逃げそびれて隠れていたのか、避難先からわざわざ見物しに来たのかは分かりませんが……今は好都合です」

　そう言ってリーリエはすっと息を吸ってから声を上げた。

「──皆さん、ドラゴンはもう倒しました！　これから生存者の捜索と救助を行いますので力を貸して下さい！」

　静まり返った戦場の跡に響く凜りんとした声。ピンと伸びた背筋と力強い光を宿した瞳を見て、もう下を向いていたリーリエはいないのだと分かった。

「……わ、私治癒魔法が使えます」

　暫しばらく間を置いて、おずおずと一人の女性が申し出た。それに続くようにして次々と声が上がり始める。

「おぉー……」

　自分は何が出来るかを説明しながらリーリエの元に歩み寄る人々と、それを聞いてテキパキと指示を出すリーリエを見て俺は感嘆した。

　この大一番でいきなり変わったのではない。今までの小さな意識の変化を積み重ねて、それが漸く結実したのだ。

　共に戦ってきた仲間の大きな成長を見届けて、俺は自然と頬ほおを緩める。もしリーリエが変わる切っ掛けに少しでも関われていたのなら、とても嬉うれしい。

「……ん？」

　ふと視界の隅に見覚えのある顔を見つける。リーリエに一喝されて戦場を離れていたジーク達だ。

　俺と視線が合った彼らは、一様にバツが悪そうに視線を逸そらす。今までの行いから罪の意識を感じているようだ。

　言いたい事は色々あるが、まぁ最後の良心を忘れていなかっただけマシかな。俺はポリポリと頬を掻かいてからジーク達へ声を張り上げる。

「おい、こっち来い！　お前らは俺と一緒に生存者を探しながら瓦礫の片付けだ！　ギルドの連中はまだまだ手が空かないだろうからな！」

　びくりと肩を跳ねさせてからジーク達は顔を見合わせる。それからおずおずとしながらもこちらへと駆け寄ってきた。

「ムサシさん……」

「今までの分も含めて顎で使いまくってやるぜ。てな訳だからリーリエ、こっちはこっちでやれる事やるからそっちも頑張れ」

「っ、はい！」

　拳をコツンと突き合わせてから俺はリーリエと別れる。パチンパチンと頬を叩いて気を引き締めた。

　ドラゴンは討伐したが、沢山の暮らしと人命が失われたという現実に変わりはない。復興は決して楽じゃないだろう。

　それでも俺達は明日に向かって生きていかなければならない。だから今は残された生命いのちを見つけ出すために全力で動かなければ。

　リーリエを起点に汚れにまみれながら行われた救助活動は、太陽が昇ってからも続けられた。








エピローグ　『今日も今日とて異世界は回る』












　街が襲撃されてから数日後、俺とリーリエの姿は朝早くからギルドマスタールームにあった。私服でここに来たのは初めてで何だか新鮮だ。

「──【飢き渇かつ喰く竜りゆう】ディスペランサ、ねぇ」

「ああ。ソイツがミーティンここを襲撃してお前達が遭遇し、討伐したドラゴンの名前だ。名前以外の情報は、その資料の中に書いてある」

　俺とリーリエは来客用のテーブルを挟んでガレオと向かい合い、ソファーに腰かけながら手渡された書類へと目を通していた。ちなみに内容は目が滑りまくってイマイチ頭に入ってこない。任せたぞリーリエ。

「──ドラゴンの中でも特に危険な分類、上位危険種レツドリストに名を連ねる大型種のドラゴン。並の二足歩行型の大型種を軽く上回る巨きよ躯くの持ち主で、性格は極めて凶暴。肉食性であり、その食欲は底が無いと言われる。自分の周りに食料となる生物が居なくなると、新たなエサを探して各地を転々とし様々な経験を経て高い戦闘能力を有するようになる。その異常な食欲と凶悪な強さから、一部の地方では『暴食の化身』とまで呼ばれ、完全な不可侵領域アンタツチヤブル扱いとなっている事もある……ここに書いてある情報を見る限りだと、等級的に見ればムサシさんと私が相手に出来るようなドラゴンではなかったんですね」

「そうだな。本来であれば青等級以上の上位……出来れば紫等級が数人いるパーティーで相手をしなければならんドラゴンだったんだが」

「お前丁度ミーティン離れてたもんな」

「ああ、この役職ギルドマスターに就いてから最大の失敗だ。本来ならここで真っ先に前線に立って相手をしなきゃならなかったのに、本部の馬鹿共がやれ会議だの調査要綱の策定だの言って呼び出しやがって……ミーティン襲撃の報を受けたのは全部終わった後だったしな」

「おうおう荒れてんねぇ」

「当たり前だ、一体どれだけの被害が出たと思ってる」

　指でテーブルをトントンと叩たたくガレオは、どうやら当時の事を思い出して本部の人間とやら達にイラついているらしい。そりゃそうだな。

　うーん、しかしスレイヤーの最上位たる紫等級が出張って来るようなドラゴンだったとは。道理で手応えのある相手だと思った。

　……もう一回戦えたりしないかな？　いや勿もち論ろんあれだよ？　こんな街中じゃなくてもっとこう広い誰にも迷惑かからん場所でダヨ？

「……なんか妙な事考えてないか？」

「考えてないでーす」

「……あの、ここに書いてある情報、割とその、少なくないですか？　名前や大まかな生態は書いてあっても、特殊能力に関する事とかは全然書いてないですし」

「何言ってんだ、それを今からお前達に書いて貰もらうんだよ。隅から隅まで、事細かくな」

「げぇ!?」

「やっぱりですか……」

　そう言ってガレオがペンとインクをテーブルの上に置く。これ書かなきゃいけない量クッソ多いぞ、リーリエですら溜ため息いきを吐くくらいだ。ああ、全く以もって面倒臭い！

　こういう時受付嬢で書類処理の経験も豊富なアリアとかが居たら助かるけど、アリアはギルド主導の復興計画に携わってるから忙しいんだよなぁ。

　つまるところ援軍は望めないって事だ。こうなったら、腹括くくるしかねぇ。覚悟を決め、俺とリーリエは重々しい動作でペンを手に取った。




　　　　◇◆




　太陽が真上に昇った頃、俺はペンと書類を放り出してテーブルに突っ伏していた。

「ダッハァー終わったぁ……！」

「ふぅ……」

　リーリエもペンを静かに置いて一息吐つく。いやマジで書く事多かった、こんなに書き物したの十年ぶりだ！

「ふむ……時間は掛かったが、この内容なら報告書として問題無いか」

　湯気の立つマグカップを片手で持ちながら、ガレオが俺とリーリエが仕上げた書類に目を通す。くっそ、自分は優雅に珈コー琲ヒーなんざ飲みやがってからに！

「さて、そうしたら今日はもう他にやって貰う事は無いな」

「さいですか……」

　ちなみにだが、討伐した飢渇喰竜デイスペランサの亡なき骸がらはギルドに引き取って貰う事にした。

　いつも通りに換金したいのは山々だが、今回は事情が事情。あの飢渇喰竜デイスペランサはこの街で幾人もの人間の命を喰くらったドラゴン。

　住民感情的にも、単なる死骸として取り扱うのは難しいとの話だったので、俺はリーリエと話し合って処分をギルドに任せる事にしたのだ。

「あ、それとオレ二週間くらいまたミーティンここから離れるから。そこんとこヨロシク」

「なんだ、旅行にでも行くんか？」

「んな訳ねえだろ……中央に行って、今回の件の報告とお前達二人の昇級について話し合ってくるんだよ」

「中央？」

「ギルドの総本部がある都市の事だ。《グランアルシュ》って名前だが、大体は中央で通る。ここに帰ってくる時に本部の人間何人か殴り倒して帰ってきたからな、釈明やら何やらする事がある」

「ええ!?」

「ぶはっ！　お前やるなぁ！」

「むしろこの程度で済ませた事に感謝して欲しいぞアイツらには……まぁ当然それだけじゃないが、その辺の話はまた今度な。オレがここを発たつ前に何か聞いておきたい事とかはあるか？」

「んー俺は無いな」

「私も特には」

「なら、今日はもう帰ってもいいぞ。お疲れさん」

　そのやり取りを最後に、俺は部屋を後にする。これで、今回の件に関する後始末は粗方終わったな。帰って飯にするべぇ。




　　　　◇◆




　二週間後。中央からガレオが戻ってきた。それだけならまぁお疲れで済むのだが、何な故ぜか朝一で呼び出されたので俺とリーリエは首を傾かしげながらもギルドに赴いた。

「よく来た、二人とも。まぁ座れ」

　ギルドマスタールームに入ると、ガレオがデスクの向こうから声を掛けて来る。その後ろには、背筋をピンと伸ばしたアリアも立っていた。

　促されるままに、俺とリーリエはガレオの正面に備え付けられた椅子へと腰を下ろした。

「ふぅー……帰っていい？」

「ムサシさん！」

「あだっ!?」

　この部屋では面倒な事ばかりやった記憶しかない俺は既に回れ右したくなっていたが、リーリエに足を踏まれたので観念して腕を組む。マジで面倒な話だったら目と鼻の先でスクワット一万回くらいしてやろうかな。

「コホン……あのー、今日は一体どういうご用件で？」

「うむ、その事なんだがな。実は中央に行っている間、本部で審議会が開かれた。内容は、お前達二人をどう扱うかについてだ」

「はい？」

　何それは。本部ってアレでしょ？　偉い人というかエリートがメッチャいる所なんでしょ？　何でそんな人達が俺らの事話すのよ、しかも審議会とかいう物々しい感じで。

「どう扱う、とは？」

「お前達の等級の話だ」

「等級？」

「ああ。飢渇喰竜デイスペランサをたった二人で討伐するほどの腕前をもつスレイヤーを白等級のままにしておいていいものかってな」

　あー……何となく言いたい事は分かった、ような？　要はエース級の実力がある一年坊を一年だからってベンチに入れといていいのかって話だろ？　多分！

「昇級試験は飢渇喰竜デイスペランサの所せ為いでお流れになったが、結果的にお前達は試験よりも遥はるかに難しい事をやってのけた訳だ。おまけにその時の様子は大勢の人間が見ている。言ってしまえば、今のお前達はちょっとした英雄なんだ。で、そんな英雄達が白等級のままじゃ格好がつかない……なので」

　そこでガレオは居住まいを正して、ギルドマスターに相応ふさわしい威厳を身に纏まといながら口を開いた。

「白等級スレイヤームサシ・リーリエ──ギルドの名の下に、両名の昇級を認める」

「えっ!?」

「マジか!!」

　ガタタっと椅子を倒して俺は立ち上がる。てっきり先延ばしになるかと思ってたけど、まさかこんな形で昇級する事になるとは。

「かなり特殊なケースではあるが、本部の人間が全会一致で決めた事だから素直に喜んで貰もらっていい。オレもお前達の実力なら何の問題もないと思う」

「おめでとう御座います。ムサシさん、リーリエ」

「ウッス！」

「……はい！」

　笑みを浮かべながら讃たたえてくれたアリアに、俺とリーリエは笑顔でサムズアップをする。そんな俺達の様子を見たガレオが、やれやれといった表情を浮かべた。

「さて、お前達はめでたく白等級を卒業する訳だが……実は、ちょっと二人に確認したい事がある」

　そう言って、ガレオは手元からある物を取り出す。それは、俺達の新しい等級認識票タグ……だと思うんだが。

「……どうして四色の等級認識票タグが？　それぞれに私達の情報まで彫ってありますし」

「……ガレオ、どういう事？」

　俺達が困惑するのも当然だ。何故なら、順当に行けば俺達は一つ上の黄等級に上がる訳だから、等級認識票タグは黄色の物一つでいいはず。

　それが、黄色以外にも赤、青……紫まである。どういうこっちゃ？

「今回の件を中央で議論した時に、一部のお偉いさんのジジイ共が『二人は黄等級ではなく紫等級にするべきだ』って言い出したんだ」

「ハァ!?」

「む、紫ですか!?」

　ガレオの言葉に、俺達は思わず大きな声を上げる。

　おいおいマジかよ、飛び級にしたっていきなり最高位まですっ飛ばすってのはやり過ぎだ。紫等級の価値落ちんぞ？

「オレは反対したんだがな。幾らあの飢渇喰竜デイスペランサを討伐したからと言って、それまで白等級だった者を一気に紫等級まで上げるのは勇み足だってな」

「当たり前だよなぁ？　リーリエはともかく、スレイヤーになって日が浅い俺を紫まで上げるのは不味まずいって流石さすがに分かるぞ」

「わ、私だってムサシさんと同じですよ!?　そんな、いきなりスレイヤーの最上位まで等級を上げるなんて……」

　俺達二人の態度に、ガレオは「だよな」と言って溜息を吐いた。

「お前達ならそう言うだろうと思ったから、オレは限界まで粘った。で、最終的には二人に選ばせるって事で話を付けたんだ」

「あーだからわざわざこの四色の等級認識票タグを用意したんか」

「そういう事だ。さて、ここから先はお前達二人の選択次第になる訳だが……どうする？」

　ガレオが俺とリーリエの前に、四つずつ等級認識票タグを並べる。俺とリーリエは顔を見合わせ、お互いにコクンと頷うなずき合った。

「そんなん決まってるだろ」

「はい。私達が選ぶのは……」

　そう言って俺達が手を伸ばして掴つかんだのは──黄色の等級認識票タグだった。

「……いいのか？　ジジイ共に反対しておいて何だが、紫等級ってのは普通に目指すと膨大な実績と時間を要する。今回みたいな機会は、まず巡って来ないぞ」

　確認するように聞いてきたガレオに、俺は不敵な笑みと共に宣言する。

「構いやしねぇよ。険しい道だろうが、そうやって苦労して辿たどり着いた頂にこそ価値があるんだよ」

「ムサシさんの言う通りです。時間は掛かるかもしれませんけど……私達は、目標に一歩一歩地面を踏みしめながら向かって行きます」

　その答えを聞いたガレオが、しばし俺とリーリエの瞳を見る。そうした後、その顔に薄く笑みを浮かべた。

「分かった。お前達がその選択肢を選んだのなら、オレはもう何も言わん……ムサシ、リーリエ。改めて、白等級から黄等級への昇級、おめでとう」

　俺達の前から残された三色の等級認識票タグが回収され、黄色の等級認識票タグだけが手の中に残る。

　大一番を終えた俺には、目標が出来た。それは即すなわち、ガチでスレイヤーの最高位たる紫等級に上り詰める事。

　何か一つを極めようなんて元の世界にいた頃には考えもしなかったが、今の俺なら間違いなくこの世界で〝竜殺し〟の頂点を狙える。だったら目指すしかあるまいよ、男なら誰でも憧れる〝最強〟の称号を持つ人間に！

　リーリエもまた、飢渇喰竜デイスペランサとの激闘を経て夢が変わった。父と同じ青等級になるのではなく、父を超える紫等級になるという新たな夢が出来た。

　ズルは無し。時間と経験をみっちりかけて、俺達は夢への道を歩いて行く。

　そういう意味でも、一つ上がっただけのこの黄色が、俺達にとって一番価値がある色だった。




　　　　◇◆




　黄等級に上がった翌日。俺達は早速準備を整え、朝一でギルドを訪れていた。

「これとかどうだ？」

「うーん、それだったらこっちの方が……」

　クエストボードの前で、俺とリーリエはあーでもないこーでもないと言いながら依頼書を吟味していた。

　等級が上がったので実際にクエストを確認したら、新たに受けられるようになるクエストはかなり増えていた。これはそのまま選択肢が広がった事を意味している。

　その中から「これだ！」というのを二人で探している訳だが……中々、互いに納得できるクエストが見つからないな。

「うーむ……おっ？」

　貼り付けられている膨大な依頼書を見渡していた時、俺の目に留まったのはある二つの依頼書だった。

「リーリエ、この二つはどうよ」

「二つですか？　……〝《アガタ山地》にて指定鉱物の採掘〟、〝《アガタ山地》にて異常繁殖した鉤竜ガプテルの討伐〟……なるほど、同じ場所でのクエストを同時にこなす訳ですか」

「ああ。行った事の無いフィールドだけどクエストの中身はそこまで難易度の高い物じゃないみたいだし、場所が被かぶってるから討伐と採取いっぺんに出来る。等級が上がって初めてやるには丁度いいんでない？」

「そうですね……じゃあ、この二つにしましょうか」

「よしきた！」

　俺とリーリエの意見が合致したところで、依頼書をクエストボードから引っぺがしてアリアの元へと持って行く。

「アリア、決まったぞ」

「見せて下さい。……なるほど、同一エリアでのクエストを二つ受ける訳ですね。分かりました、しばしお待ちを」

　俺達から依頼書を受け取ったアリアが、手早く受注処理を行っていく。相変わらずの手際の良さ、出来る受付嬢である。

「はい、お二人とも。これが今回受けるクエストの依頼書の写しです。失なくさないようにして下さいね」

「うっす」

「分かりました」

　処理が終わったアリアから、ギルドの判子が押された二枚の紙を受け取り、俺とリーリエでそれぞれ一枚ずつアイテムポーチへと仕し舞まい込む。よし、これでギルドでの準備は終わりだ。

「ムサシさん、リーリエ。分かっているとは思いますが、この二つのクエストはお二人が今まで行った事が無い場所でのクエストです。十二分に気を付けて下さい」

「合点承知の助」

「はい、気を抜かずに頑張ります」

　アリアの念押しに、俺とリーリエは頷うなずく。俺達の返事を聞いたアリアが、真剣な表情から柔らかく笑みを作った。

「よし、じゃあ行ってくる」

「行ってきます、アリアさん！」

「はい。お二人とも、行ってらっしゃい」

　アリアの見送りを受けながら、俺とリーリエはギルドを後にした。
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　ミーティンの南門にて、俺とリーリエは持ち物等の最終確認を行う。初めて行く場所だ、備えは万全にしないとな。

「体力回復液キユアポーシヨンは？」

「持ちました！」

「魔力回復液マナポーシヨンも？」

「持ちました！」

「採掘道具は？」

「持ちました！」

「その他野営道具、携帯食料等も？」

「全て準備オッケーです！」

「よォし！」

　まるで修学旅行前のように、俺達は各自の持ち物の声だし点検を行う。ま、実際にこれから行くのは旅行じゃなくてクエストだがな。フィールドでの油断はそのまま死に直結するから、十分に気を引き締めて行こう。

「にしても……俺達の立ち位置も、随分変わったな」

　晴れ渡る空を見上げながら、俺は改めて振り返る。

　もう、俺達に奇異の視線を向ける人達はいない。見た目で敬遠される事もなければ、リーリエが〝能無し〟と呼ばれる事も無い。

　市場に行けば気軽に話しかけてくる人もいるし、ギルドで積極的に情報交換を持ちかけてくるスレイヤーもいる。街に来たばかりの頃とは明らかに違う光景を、何度も見てきた。

　飢渇喰竜デイスペランサの討伐は、言葉ではなく行動と結果で生き様を示すのがどれほど大事かを俺達に教えてくれた気がする。

「そうですね。私はムサシさんを怖がる人が殆ほとんどいなくなったのが凄すごく嬉うれしいです。見た目じゃなくて、ちゃんと中身を見てくれるようになったんだなって」

「あー……その辺全然気にした事無かったなぁ。俺はリーリエが正当な評価を受けられるようになればそれで良かったし」

「無頓着すぎますよ……私はムサシさんが〝野蛮人〟を見る目で見られるのが嫌だったんです。だから今は、凄く安心してますよ」

「嬉しい事言ってくれるじゃないの、ヨーシヨシヨシヨシヨシヨシ」

「ちょ、ちょっと！　外は恥ずかしいのでやめて下さい！」

「じゃあ帰ったらもっと撫なでるわ」

「も、もう！」

「ＨＡＨＡＨＡ！　ま、そうやって俺を気にかけてくれるリーリエの横に立っていても恥ずかしくないスレイヤーになるためにもっと頑張るよ」

「う……そう言われると何だか照れくさいですね……あ、あの！　ムサシさん！」

「ん？」

　意を決したようにリーリエが俺に向き直り、もごもごと口を動かす。何だ、何を言うつもりだ？

「その、改めて私とパーティーを組んでくれてありがとうございます。ムサシさんがいなかったら、今の私は絶対に存在し得なかった」

「お、おう」

「一緒にクエストをこなして、二人でドラゴンと戦って……これからも私は隣にいるのがムサシさんであって欲しいし、ムサシさんの隣にいるのが私でありたい」

「は、はい」

「すぅー……ムサシさん」

　おいやめろ、褒め殺しをやった後にそんな表情をするな。めちゃくちゃ緊張する！

「す、す……」

「す？」

「──っす、末永くこれからもよろしくお願いします！　仲間として、スレイヤーとして！」

　なるほど、改めて決意表明をした訳か。雰囲気的に色々と勘違いしそうになった自分が恥ずかしいねぇ!!

「おう！　こちらこそよろしくな。そんくらい言ってもらえるなら、仲間冥利に尽きる」

「は、はい……」

　ニカッと笑うと、リーリエは恥ずかしそうに俯うつむいてふいと後ろを向いてしまった。

「違うでしょ……なんで、なんでここで日ひ和よっちゃったのよリーリエぇ……」

「ん？　どうしたリーリエ、大丈夫か？」

　ぼそぼそと何かを呟つぶやいているリーリエに話しかけるとビクンと肩を跳ねさせてすぐにこちらを振り返った。

「い、いえ！　何でもありません！」

「そうか？　ならいいけど……ところで、アガタ山地ってここからだと片道四日くらいだったか？」

「そうですね。クエストに二日掛けるとしたら、帰ってくるのは十日後でしょうか」

「了解……んじゃ、行くか！」

「はい！」

　そう言って俺達は拳を突き合わせ、手配した馬車へと向かって行く。そんな俺達を、雲一つない空から降り注ぐ陽光が優しく包み込んだ。




　この世界に来て十年。大変な事もあるが、俺を支えてくれる人達と共に前へと進む。その歩みが止まる事は──きっとない。
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　元々自分はネット小説を読むのが好きでした。農業の合間にスマホで小説を読み、オフの日に友人と感想を言い合ったり。

　そうしている内に〝自分も書いてみたいなぁ〟と思って執筆を始めたのが本作品です。

　書き始める少し前に「主人公がシンプルに強い筋肉ダルマな小説読みたいな」とぼんやり考えていたので、それをそっくりそのまま作品のコンセプトにしました。

　初めてプロットを作り、設定を練り上げていく。その作業のまぁ楽しい事楽しい事。勢いそのままに本文の執筆を始めた時の高揚感は今でも覚えています。

　でもって、ある程度書いた所でネットの海に解き放ってみた訳です。そしたら想像の千倍くらい読んで頂いて吃驚びつくりしましたね、ええ。

「こりゃあ気を引き締めて書かんとなぁ」とビクビクしてましたが、じゃあみっちり〝考えて〟書いていたのかと言われればそんな事は……無いんですねこれが。

　パッパッパと感情が赴くままに物語を動かす。キャラもそれに合わせて縦横無尽に動き回る。

「ん？こいつら俺の制御離れてね？」と思う事も度々あって慌てて手綱を握り直すなんて事もざらにありました。

　そんな本作が書籍になる訳です。担当編集のＫさん、右も左も分からない自分に丁寧に付き合ってくれてありがとうございます。

　イラストを担当して下さった柴しば乃の櫂かい人と先生、美麗なすばらしいイラストありがとうございます。

　ネットに連載していた時から応援して下さった読者の皆様。皆様が読んで下さらなければ書籍として世に出る事は無かったでしょう、ありがとうございます。




　そして、この本を手に取って下さった皆様。イマイチ語彙力が無くてアレなのですが、これだけは伝えさせて下さい。本当に、本当にありがとう。
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